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1. 我が国の観光動向 

【1】日本人の国内旅行  

（1）日本人国内延べ旅行者数の推移 

 2022 年の日本人国内延べ旅行者数は 41,786 万人で、そのうち宿泊旅行は 23,247 万人、

日帰り旅行は 18,539 万人である。2012 年から 2019 年までの日本人国内延べ旅行者数は消

費税増税等の影響により増減があるもののほぼ横ばい傾向となっていたが、 2020 年は新型

コロナウイルス感染症の影響により前年比で大幅に落ち込んだ。2020 年および 2021 年は

「GoTo トラベルキャンペーン」実施等の後押しも受けたが、感染者数の拡大による緊急事

態宣言や、まん延防止等重点措置が繰り返される中で停滞が続いた。2022 年は行動制限が

解除となることで旅行者数は感染症拡大以降で最高水準となるなど、着実に回復している

といえる。 
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（2）日本人国内旅行消費額の推移 

 2022 年の日本人国内旅行消費額は 17 兆 1,929 億円で、そのうち宿泊旅行消費額は 13 兆

7,559 億円、日帰り旅行消費額が 3 兆 4,370 億円である。 

 2020 年は新型コロナウイルス感染症の影響により日本人国内旅行消費額が前年比で大幅

に落ち込んだが、いずれも国内旅行需要の喚起策として実施された「GoTo トラベルキャン

ペーン」や「全国旅行支援」等により 2022 年には前年同期比 87.0%増まで回復している。 
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（3）日本人年代別国内旅行者数および前年比 

 2021 年の国内旅行者数は 50 歳代が最も多く、40 歳代、20 歳代と続く。ただし、40 歳代

および 50 歳代は特に日帰り旅行者数が多く、20 歳代は宿泊旅行者数が多い。また、前年比

は新型コロナウイルス感染症の影響等により特に 50 歳代、60 歳代、70 歳代は他世代に比

べて減少が大きい。一方で 10 歳代、20 歳代は前年比で増加しており、新型コロナウイルス

感染症の影響等から既に需要の回復が始まっていることがうかがえる。 

 

̗ ⁯ יּ“ ˢ ˣΣϢό ˢ̋ˣs 2021ˣ 

 

ʿḢΊ ˮ “ʾḢΊ ΰ ₰˯ 

 

（4）日本人年代別旅行経験率および旅行平均回数 

 年代別の旅行経験率としては 20 歳代が最も高く、30 歳代、50 歳代と続く。また、旅行

の平均回数の年代別傾向は旅行経験率と概ね比例しており、20 歳代が 1.64 回、50 歳代が

1.37 回と続く。60 歳代以上の年代は旅行経験率および平均回数のいずれも 50 歳代以下に

比べ低い。 
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（5）日本人年代別消費金額および宿泊旅行の泊数 

 宿泊消費金額は 60 歳代、50 歳代、80 歳代以上の順に高くなっており、40 歳代以下と大

きく差をつけている。一方で日帰り消費金額も 80 歳代以上、60 歳代、50 歳代が高くなっ

ているが、特に 30 歳代、40 歳代と大きな差はない。また、宿泊旅行の泊数は 20 歳代、60

歳代、30 歳代の順に高くなっていることから、中高年は短期間おいて集中的に消費する傾

向が、若年層は長期間の旅行で消費が分散する傾向があることが分かる。 
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（6）日本人旅行の費用負担および旅行形態 

 旅行の費用負担者は、全体の 83.9%が個人負担による旅行であり、出張や業務旅行あるい

は会社がらみの団体旅行などは実施の割合が極めて低いことが分かる。また、旅行形態は全

体の 91.2%が個人旅行であり、団体旅行は実施の割合が極めて低いことが分かる。 

 上記より旅行市場においては個人負担によって実施される個人旅行の割合が非常に高い

ことが分かる。この割合は毎年増加しており、傾向の偏りが進んでいる。 
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（7）日本人旅行の年代別旅行意欲 

 2022 年 5 月時点において特に 40 歳代以下の世代においては国内旅行へ「行きたい」と

回答した割合が比較的高く、旅行意欲が高いと考えられる。また、これらの年代に限らず 70

歳代を除くすべての年代において旅行意欲は約 70%と高い。 
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（8）日本人旅行の今後の旅行で行きたい地域 

 2022 年 5 月時点において今後の旅行で行きたい地域は「これまで旅行したことのない地

域」が 47.3%と最も高く、2020 年の調査で最も多かった「あまり人が密集しない地域」や

2021 年の調査で多かった「元々予定していた地域」や「これまで旅行したことがあり、愛

着のある地域」などを上回っている。一方で「居住地域から近い地域」、「宿泊や地域産

品・施設などの割引が行われている地域」等は回答割合が減っている。 
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【2】訪日外国人  

（1）訪日外国人旅行者数の推移 

 2022 年の訪日外国人旅行者数は 383 万 2,110 人で、前年比 15.3 倍である。訪日外国人旅

行者数に関して政府は 2020 年に 4,000 万人の目標を掲げ 2013 年から 7 年連続で史上最高

を更新したが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う水際対策により大幅に減少した。 

 2022 年には新型コロナウイルス感染症の水際対策が段階的に緩和されたことで訪日外国

人旅行者数は大幅に増加しており、2023 年の推定者数は 1,519 万人である。 
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（2）今後の訪日外国人旅行者数見込み 

 国際航空運送協会の旅客需要回復見通しによると 2024年の世界における国際線の航空需

要は 2019 年と比較し 103%の水準まで回復する見込みである。ただし、アジア太平洋地域

においては新型コロナウイルス感染症再拡大等の影響により回復が遅く、2019 年と同様の

航空需要は 2025 年（109%）に達成する見込みである。 
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（3）訪日外国人の消費額 

 訪日外国人の消費額は 2012 年以降 8 年連続で増加し 2019 年には日本人国内日帰り旅行

に並ぶ 4.8 兆円の消費額を記録したが、2020 年には新型コロナウイルス感染症の拡大に伴

う水際対策により大幅に減少した。2022 年は訪日外国人旅行者の増加に伴い、消費額も再

度増加に転じている。 
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（4）訪日外国人の国籍・費目別消費額と平均宿泊数 

 国籍別の傾向としては欧州、米国、豪州は比較的消費額が高く、特に豪州は宿泊費が高い

傾向にある。一方でアジアは上記に比べ消費額が少ない傾向にある。平均宿泊数も概ね消費

額の傾向と同様である。 

 「（1）訪日外国人旅行者数の推移」と比較するとアジアは消費額および平均宿泊数は少な

いが旅行者数が多く、欧州、米国、豪州は旅行者数は少ないが消費額および平均宿泊数が多

いことが分かる。 
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2. 兵庫県および但馬地域の観光動向 

【1】日本人旅行者  

（1）兵庫県内における地域別観光入込客数 

 2021 年度の兵庫県内における地域別観光入込客数は、需要喚起策等の効果で全ての地域

において前年度より増加となり、全県合計の対前年度比は＋13.8%となった。一方で、但馬

地域では城崎温泉の回復や神鍋高原スキー場の安定的な積雪の効果があったものの前年度

比は＋4.8%と東播磨地域に次いで低い増加率にとどまっている。また、2019 年度比は△

35.6%の減少となっており新型コロナウイルス感染症拡大前の数値には程遠いことが分か

る。 
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（2）但馬地域における旅行日程と宿泊施設 

 2021 年度の但馬地域における旅行者の宿泊率は 19.1%で、県内では神戸地域の次に高い。

宿泊旅行者のうち 53.5%は旅館に宿泊しており、民宿・ペンションが 28.1%と続く。また、

公的公共施設は全体に占める割合は 6.5%であるが、前年度比では 23.0%増加している。 

 

̗ ӽτΣΪϥ “ ρ ☼ ˢ2021 ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

ʿ ᾫᾉˮ 3 ᾫᾉḢΊẁ ₰ ⁮ ˯ 

 

14,180 

9,493 

14,961 

6,232 

11,380 

5,412 4,277 
6,056 

4,069 

9,588 
8,565 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2019 2020 2021

̚35.6%

105 617 324 75 33

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ШГи Ḭ ʾЧрЄдр ῝ ῝Ặ☼ ζχ

ˢ ˣ 



 

10 

（3）但馬地域における四季別入込客数 

 但馬地域における旅行者の四季別入込客数としては、秋が 30.1%と最も多く、次に冬

（28.6%）、夏（25.8%）と続く。秋および冬・夏は大きく入込客数割合に差はないが、春

は 15.5%と他の季節と比べて低い。また、冬は前年度比＋15.9%の入込客数となっている

ことから地域内におけるスキー場等の積雪状況に大きく影響を受けると考えられる。 
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（4）但馬地域における旅行目的別入込客数 

 2021 年度の但馬地域における旅行者の目的は歴史・文化、温泉・健康、スポーツ・レク

リエーションおよびその他（道の駅等）が多い。 
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（5）但馬地域における主要観光地への入込客数 

 2021 年度の但馬地域における主要観光地への入込客数は大半の施設が前年比で入込客数

が増加しているが、余部橋梁、余部鉄橋「空の駅」（香美町）およびたけだ城下町交流館（旧

木村酒造場 EN）（朝来市）のみ前年比で入込客数が減少している。 
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    Ệ ʺ ỆˮἋχׄ˯ 172 ̚19.6% 

ᴛ  ᾉ  55.7%+ 151 ה῝

ᴎ◕ ‰ᾖˢІϺ˔ˣ  140 +29.6% 

◕ Л╦ʾМЎ‰ᾖʾ ˢІϺ˔ˣ 119 +20.2% 

◕ θΪι ᴞ ῖ Ḭˢẛ ENˣ  118 ̚0.8% 

   МЎ ‰ᾖІϺ˔  114 +3.6% 

ᴛ  ᴛ  109 +2.8% 

ᴎ◕ Єиϼᴛ  95 +17.3% 

ᴎ◕ ᾜ  5.7%+ 92 ה῝

                     ʿ ᾫᾉˮ 3 ᾫᾉḢΊẁ ₰ ⁮ ˯ 

 

（6）県内観光消費額・観光 GDP における但馬地域の占める割合 

 2021 年度の兵庫県内観光消費額の合計は 8,232 億円であり、その 8.8%（728 億円）を但

馬地域が占めている。なお、県内の実質観光 GDP は 4,484 億円で、その 8.5%（380 億円）

を但馬地域が占めている。いずれも中播磨地域等と近しい数値である。 
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（7）兵庫県の宿泊者数および宿泊割合 

 2022 年に観光・レクリエーション目的で兵庫県内に宿泊した人数は 6,506 千人で、国内

のすべての宿泊者のうち 3.0%にあたる。 

 兵庫県は 47 都道府県中では 10 位に位置し、近接する大阪府の 13,156 千人の約半分の人

数にとどまっている。 

 

◆ᾉ יּ ˢḢΊʾйϼзϵ˔Єдр ˣˢ2022ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʿḢΊ ˮ “ ὓ ₰2022s 4 ˣ1Ὦ˙12Ὦ ˯ 

 

  

יּ ˢ ˣ ⁯χΞκᶤ›

1 Ằ 20,805 9.6%

2 ᵤ 16,049 7.4%

3 Ằ 15,543 7.2%

4 ᴏ ᾉ 14,520 6.7%

5 ᾉ 14,256 6.6%

6 ∫ 13,156 6.1%

7 ᴎᾉ 10,517 4.9%

8 ᾉ 9,284 4.3%

9 ᾉ 8,923 4.1%

10 ᾫᾉ 6,506 3.0%

11 ᾉ 5,635 2.6%

12 Ἢ ᾉ 4,704 2.2%

13 ᾉ 4,345 2.0%

14 ╦ ᾉ 4,343 2.0%

15 һ ᾉ 4,268 2.0%

16 ᴎᾉ 4,139 1.9%

17 ᶣᾉ 3,963 1.8%

18 ╣ ᾉ 3,728 1.7%

19 ṅ ᾉ 3,529 1.6%

20 ᾉ 3,450 1.6%

☼ ∕
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【2】訪日外国人  

（1）訪日外国人都道府県別訪問率 

 2019 年の訪日外国人旅行者数による訪問率が最も高い都道府県は大阪府であり、東京都、

京都府と続く。兵庫県は全体の 6.4%が訪問しており、47 都道府県中 12 位である。兵庫県

に近接している大阪府や京都府の他、近畿圏では奈良県への訪問率も比較的高い。 

 

̗ ᵰ⁯ ᾉ ˢ2019ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʿḢΊ ˮ ᵰ⁯ ΰ ₰˯ 

 

（2）兵庫県への訪日外国人発地別割合 

 2022 年の兵庫県への訪日外国人のうち最も割合が高かったのは韓国からの訪日で、米国、

香港、台湾、中国と続く。 

 オーストラリアおよびドイツ、フランス等をはじめとした欧州からの来訪が比較的多い

一方でイタリア、スペインなどからの来訪は比較的少ない。 
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（3）兵庫県来訪者の訪日回数と滞在日数 

 兵庫県への訪日外国人旅行者のうち 52.6%は日本への来訪が初めてである。一方で 47.4%

は日本への来訪が 2 回目以上のリピーターである。 

 また、訪日外国人が兵庫県を訪れる際の滞在日数は 71.1%が 1 日間（日帰り）であり、

19.0%が 2 日間、5.4%が 3 日間と続く。4 日以上の長期滞在は極めて少ない。 

 

̗ ᾫᾉϒχ ᾕʾ ˢ2022ˣ 
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（4）兵庫県来訪者の訪日回数と滞在日数 

 兵庫県への訪日外国人旅行者のうち 52.6%は日本への来訪が初めてである。一方で 47.4%

は日本への来訪が 2 回目以上のリピーターである。 

 また、訪日外国人が兵庫県を訪れる際の滞在日数は 71.1%が 1 日間（日帰り）であり、

19.0%が 2 日間、5.4%が 3 日間と続く。4 日以上の長期滞在は極めて少ない。 
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ʿ ḢΊộˢJNTOxˮ χ ὓД˔Ќ˯ 

52.6%

47.4%

зС˔Ќ˔

71.1%

19.0%

5.4%

1 2 3 4 5 6 ӟ

ˢ%x  



 

15 

（5）県内市町村別来訪・宿泊率 

 兵庫県内市町村への訪日外国人来訪・宿泊率はいずれも神戸市および姫路市が圧倒的に

高い。続く豊岡市および西宮市は来訪率よりも宿泊率が高い傾向にある。朝来市は来訪率が

極小であり、宿泊率は調査の回答がない結果となった。 

 

̗ᾉ ◕ ʾ ˢ2022ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ʿ ḢΊộˢJNTOxˮ χ ὓД˔Ќ˯ 

 

（6）兵庫県内訪日外国人ヒートマップ 

 兵庫県への訪日外国人旅行者は瀬戸内海側に偏って来訪しているが、日本海側において

は豊岡市のみ来訪されている。 
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3. 朝来市の観光動向 

【1】朝来市の概要  

（1）朝来市の概要 

 朝来市は、兵庫県のほぼ中央部に位置し、北部は養父市と豊岡市に接し、南部は神崎郡、

東部は京都府、丹波市、多可郡、西部は宍粟市に接している。本市は南北約 32km、東西約

24km の範囲に広がり、総面積は 403.06 平方キロメートルで県全体の 4.8％を占めている。 

  

（2）朝来市の交通網 

 朝来市は、阪神からは鉄道、高速道路等を利用しておよそ 1 時間半から 2 時間で、また、

姫路からは JR 播但線や播但連絡道路等を利用しておよそ 1 時間で直結する距離にあり、但

馬・山陰地方と京阪神大都市圏を結ぶ交通の要衝の地にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）朝来市の人口動態予測 

 朝来市の人口は、1950（昭和 25）年の 49,619 人をピークに減少に転じ、2015（平成 27）

年には 30,805 人、2020（令和 2）年には 28,989 人となり、将来推計人口では、今後も人口

減少傾向が続くことが予測されている。今後も引き続き、人口減少をできる限り抑制する取

組みを進めていく視点を持つことが大切だが、それでもなお、人口が減少していく将来を見

据え、今よりも人口が少なくなっても市民が幸せに暮らしていけるためのまちづくりが必

要である。 
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（4）第 3 次朝来市総合計画 

 朝来市では、2022 年度から 2029 年度までの 8 年間を計画期間とする「第 3 次朝来市総

合計画」において目指す朝来市の将来像を「人と人がつながり幸せが循環するまち～対話で

拓く朝来市の未来～」と定めている。第 3 次朝来市観光基本計画（以下、「本計画」という）

はこの「第３次朝来市総合計画」を上位計画としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 計画内では「まちの力になる観光の振興」として、多様な観光資源の創出等により観光ブ

ランド力を高め、人と人とのつながりを大切にした「おもてなし」による交流人口の拡大と、

観光振興による地域経済の活性化の推進が盛り込まれている。 

 また、SDGs が掲げる「誰一人取り残さない持続可能な社会の構築」を見据え、持続可能

な社会に欠かせない社会的包摂、環境保全、経済発展の３つの側面を統合的に向上させてい

くとしている。 
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第Ⅱ章 朝来市における観光の現状 
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1. 朝来市における観光の概要 

【1】朝来市の観光資源  

 朝来市には、豊かな自然と数多くの史跡が存在する。茶すり山古墳をはじめとする多くの

古代遺産、国史跡・竹田城跡や生野銀山などの中世から近世にかけての遺産、また、由緒あ

る神社仏閣、各地に伝わる伝統芸能などの歴史文化遺産に加えて四季折々の自然に包まれ

たキャンプ場、公園、温泉などが市内に点在している。 
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【2】朝来市における観光の推移  

（1）年間観光入込客数の推移 

 朝来市の年間観光入込客数は、2014 年度の 2,618 千人をピークに 2019 年度までは 2,000

千人以上を維持していたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け 2020 年度には

1,451千人まで大きく減少している。2022年度は増加に転じ、1,881千人まで回復している。 

 

̗ ḧḢΊ ₅ẁ χ ӱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）年間宿泊者数の推移 

 朝来市の年間宿泊者数は、2015 年度の 141 千人をピークに減少している。2019 年度には

125 千人まで回復したが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け 2020 年度には 58

千人まで減少している。2022 年度には 105 千人まで回復しているが、新型コロナウイルス

感染症拡大前の水準には回復していない。 

 

̗ ḧ יּ χ ӱ 
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（3）竹田城跡および立雲峡の入込客数推移 

 竹田城跡の入込客数は、年間観光入込客数と同様に 2014 年度の 582 千人をピークに減少

に転じている。一方で、立雲峡は 2018 年度をピークに減少に転じている。 

 

̗ ΣϢό ֬Ếχ ₅ẁ ӱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）観光案内施設の入込客数推移 

 朝来市内における観光案内施設の入込客数は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を

受け 2020 年度には大きく減少している。また、どの年度も山城の郷「交流の館」への来訪

が最も多い。 
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（4）各施設別観光入込客数の推移 

 朝来市内における各施設の観光入込客数は以下の通りである。2018 年度に比べ 2022 年

度は 22 施設の入込客数が減少しており、合計数も 396 千人減少している。 

 一方で「多々良木ダム周辺」「あさご芸術の森」「あさごエコパーク」「生野高原カントリ

ークラブ」「山東カントリークラブ」「西宮市山東自然の家」「ムーセ旧居」「但馬食文化祭り・

但馬まるごと感動市」「あさご夏祭り」は 2018 年度に比べ 2022 年度の入込客数が増加して

いる。 

 

̗ᶆ☼ ḢΊ ₅ẁ χ ӱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

̞ ד χ τϢϤʺ›ὓΣϢό₯ԏ τ₯ӰΥΚϥ 
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NOḢΊ 2018 2019 2020 2021 2022 2022-2018

1 ֬Ế 82 80 61 49 62 -21

2 ᴞ ῖ Ḭ 176 146 119 118 147 -30

3 ˑ ЍЭ 15 15 10 10 18 3

4 ήχΞ‰ᾖ 13 11 7 5 4 -10

5 ӕꜟ זּ 22 22 10 12 15 -7

6 זּ 10 10 5 5 8 -2

7 Ỵ╦ 91 82 51 47 61 -30

8 157 174 102 77 114 -44

9 ⁷ ᴛ 25 26 20 16 23 -2

10 ᴀ χ 72 71 51 37 32 -40

11 Ϣώςᴛ 85 83 60 73 80 -5

12 ӻ ה῝ 54 42 - - 47 -6

13 ПЮМЗ῝ה 22 25 14 17 15 -7

14 ΚήέὛ χ 14 14 10 13 23 9

15 ΚήέϵЀО˔ϼ 11 11 8 10 18 7
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2. マーケティング調査（観光動態調査） 

【1】GPS 調査 

 2022 年度において、朝来市へ来訪した観光客の動向及び行動実態を把握することを目的

に観光動態調査を行った。朝来市に観光で来訪・滞在したと想定される観光客の位置情報等

の情報を取得し、GPS 調査を行った。 

 

（1）調査概要 
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（2）スポット別・期間別：来訪者数 

 2022 年 4～6 月のスポット全体の来訪者数を新型コロナウイルス感染症拡大前の 2019 年

4 月～6 月と比較すると 59.7％減少しており、その他各期間を見ても全国的に発出された緊

急事態宣言等の影響が見て取れる。一方で訪れられているスポット別の割合は 2018 年から

2022 年を通して大きく変わっていない。 

 

̗ІЪАЕ ʾṍḧ ʿ יּ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）来訪者数の性年齢別内訳 

 いずれの施設においても 40 歳代以上の中・高年層の来訪が多い。30 歳代以下は極小（秘

匿処理）である。一方で、一部は「竹田まちなかエリア」よりも「生野まちなかエリア」や

「多々良木エリア」の方が来訪数が多い世代がある。また「竹田まちなかエリア」と「竹田

城跡」を比較するといずれも「竹田城跡」が圧倒的に低く、竹田まちなかエリアには来たが

竹田城跡には行かない来訪者が一定数いることが分かる。 

 

◆ ₰ ṍḧτΣΪϥ יּ χ  

ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ˢ ˣ 
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（4）2022 年来訪者数の発地・旅程別内訳 

 発地別・旅程別来訪者では、朝来市民の 1 泊 2 日の旅程割合が特に高い。また大阪府、京

都府、豊岡市から多く来訪しており、いずれも 1 泊 2 日の旅程割合が高い。一方で首都圏

からの来訪は 3 泊以上といった旅程割合が高くなっている。 

※「どのエリアで午前 4 時を跨いだのか」を判定基準としているため、特に朝来市民はホテ 

 ルや旅館等の宿泊施設だけでなく、一般住宅や屋外への宿泊も集計対象となる 

 

̗2022 יּ χ ʾ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̞  ׇʾ ˜╦ ᾉʺ ᾉʺ ᶣᾉʺ ╦ᾉʺ ᾉʺ ӻᾉ 

 

 なお、スポット別に以下の傾向が見られる。 

 

ḩ ί∕ ʺιΪπσΨיּ ίʺ ᵤ ʺ ⁯ χק Τ

ϣ Ϭ Ξ π ΰοΜϥ Ѐ̒кЗᴴτψ ∫ Τϣχ

Υ Ψʺ2022τψ ᾭ◕Τϣχ ΥΩϜ Μʻ 

Ỵ╦ 
⁯ Τϣχ Υԁיּ ΚμθΥʺ2020ӟ‭ Υᾚ

ΰθʻσΣʺ Ỵ╦ ψיּ Ϭ Ξ Ϭ ϚἱΰΥếΜ  ̒

◓ …  ◕ χ ʺ ∫ ʺ ◕Τϣχ χ ἱΰΥếΜʻ 

֬Ế 
∫ Τϣχ ΥΩϜיּ Μʻ ᵤ ʺ ίΤϣχ2 3

ӟ τϢϥ ἱΰΥếΜʻ 

ϘκσΤϵзϯ 
ḩ ίΣϢόῲӽϵзϯΤϣχ Υיּ ΤμθΥʺ2020ӟ‭

ψῲӽΤϣχ ΥᾚϤʺḩ ίΤϣχ Υיּ Ϭ ϛϥʻ 

ϘκσΤϵзϯ 
ḩ ίΤϣχ Υיּ Μʻ τ ᴎ◕ʺ ◕Τϣχ1 2 τ

ϢϤ βϥἱΰΥếΜʻ 

ˑ ϵзϯ 
ᾫᾉ Τϣχ Υ Μʻ2018τψ ⁯ Τϣχ ΥΚ

μθϜχχʺζϦӟ‭ψ Υᾚ ΰοΜϥʻ 

Ϣώςᴛ  
ḩ ίΤϣχ Υ Ϭ ϛοΜϥʻ τ ◕ Τϣχ יּ

Υ ṑϤπ βϥἱΰΥếΜʻ 
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（5）スポット別平均滞在時間 

 スポット別の平均滞在時間では、最も長かったのは「竹田まちなかエリア」で、次いで「神

子畑選鉱場跡」、「生野まちなかエリア」である。 

 

◆2022χІЪАЕ ỡ ∕Ⱳḧ 

ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

̙ʿ ∕ⱲḧΥ ᴥἱΰχ☼  ̙ʿ ∕ⱲḧΥᾚ ἱΰχ☼  

 

 

（6）2022 年のスポット別宿泊者数 

「生野まちなかエリア」、「多々良木エリア」、「よふど温泉」、「立雲峡」への来訪者は朝来

市内における宿泊率が高い。一方で、「竹田まちなかエリア」、「竹田城跡」、「生野銀山」へ

の来訪者は朝来市外における宿泊が多く、特に宿泊傾向の高い地域は豊岡市、美方郡温泉町、

姫路市、京都府である。 

 

◆2022χІЪАЕ יּ  

ˢ ˣ 
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（7）2022 年のスポット別時間帯別の流入・流出 

 

◆2022χІЪАЕ Ⱳḧ χ ʾ  

ˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、スポット別に以下の傾向が見られる。 

 
8Ⱳ Τϣ Υ◐ϘϤʺ19Ⱳ τ Υ ϩμοΜϥʻ 

С˔ϼψ Υ10Ⱳ ˙14Ⱳ ʺ Υ11Ⱳ ˙15Ⱳ ʻ 

Ỵ╦ 
8Ⱳ˙9Ⱳ τ Υ◐ϘϤʺ18Ⱳ τ Υ ϩμοΜϥʻ 

11Ⱳ˙13Ⱳ₇ΥС˔ϼρσμοΜϥʻ 

◓ …  
10Ⱳ ӟ‭τ Υ◐ϘϤʺ17Ⱳ τ Υ ϩμοΜϥʻ 

С˔ϼτНжνΦΥΚϥϜχχʺ ∕Ⱳḧψ2Ⱳḧ πΚϥʻ 

֬Ế 
9Ⱳ ӟ‭τ Υ◐ϘϤʺ17Ⱳ τ Υ ϩμοΜϥʻ 

∕Ⱳḧψ1Ⱳḧ πΚϥʻ 

ϘκσΤϵзϯ 24Ⱳḧ π Υ αοΣϤС˔ϼψ12Ⱳ˙14Ⱳ πΚϥ  ̒

ϘκσΤϵзϯ 
Ϭ Φ Υ αοΜϥʻ2019τ ϓ2022ψ 

ʾ ρϜτⱲḧ Υ ΨσμοΜϥἱΰτΚϥʻ 

ˑ ϵзϯ 
7Ⱳ Τϣ Υ◐ϘϤ 1̋8Ⱳ π ϩμοΜϥ 2̒019τ ϓ

2022ψ ∕ⱲḧΥ ΨσμοΜϥʻ 

Ϣώςᴛ  
9Ⱳ Τϣ Υ◐ϘϤ 22Ⱳ τ Υ ϩμοΜϥʻ16Ⱳ˙

17Ⱳ τ χС˔ϼʺ18Ⱳ τ χС˔ϼρσμοΜϥʻ 



 

28 

（8）2022 年のスポット周遊 

指定 8 スポット間における 3 ヶ所周遊分析では「竹田まちなかエリア―竹田城跡－竹田

まちなかエリア」が最も周遊されている。竹田まちなかエリアが約 63％（19 データ中 12

回）で、最大の周遊スポットとなっている。 

２か所周遊分析では、「竹田城跡－竹田まちなかエリア」の 2 スポット周遊が最も多い。

竹田城跡来訪後に生野銀山に訪れる傾向や、立雲峡、多々良木エリアへの周遊も上位である。 

 

◆2022χІЪАЕ  
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（9）2022 年のメッシュ別来訪者状況（人流） 

 500ｍメッシュ別来訪者状況では、イオン和田山店付近及び和田山町枚田岡付近が全時間

帯において最大である。奥香の湯付近や和田山自動車教習所付近は、特に 18 時～23 時台に

来訪者が多い傾向にある。 

 

̗2022χЮАЄв יּ ệˢ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

30 

【2】GAP 調査・来訪歴あり 

 2022 年度において観光客の動向及び行動実態を把握することを目的に、朝来市に来訪歴

がある観光客に対してアンケート調査を行った。 

 

（1）調査概要 

調査目的 
◕χ ʾọ Ϭ ΰʺ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ

χ Ḛ ẉό ὓᵊ├ χ₢Ấρβϥʻ 

調査方法 
₰πψʺФйЬϯОКиϬᶨ βϥʻ 

ФйЬϯОКи˜dЪϱрЕϼжУᵓԌϒχϯрϾ˔ЕЂ˔РІ 

調査対象者 
⁯ ∕ χיּ   

AʿᵃẠτ ◕ϒ χΚϥּי Bʿ χσΜּי 

対象者抽出期間 2019 1Ὦ˙2022 9Ὦ 

調査方法 
₰ЯИЌ˔Ϭ ΰθWEBϯрϾ˔Е ₰ˢ ₰˴ יּ

Ϭ βϥІϼз˔ИрϽ ₰ˣ 
 ※当資料において「X（旧 Twitter）」は調査時の名称「Twitter」にて記載している 

 

（2）GAP 調査前のスクリーニング調査設問 

  ♥ 
ᵕ

Ἱ꜠ 
 

1 

ΚσθψάϦϘπτ “π ᾫ

ᾉ ◕Ϭ ϦθάρΥΚϤϘ

βΤʻ 

ṑϤπ ϦθάρΥΚϥ 

π ϦθάρΥΚϥˢ ◕τ ˣ 

π ϦθάρΥΚϥˢ ◕ᵰτ ˣ 

 ◕Ỹ ˢṜ ˣ 

ṑϤπϜ πϜ ϦθάρΥΚϥ 

 ˢ ◕τ ˣ 

ṑϤπϜ πϜ ϦθάρΥΚϥ 

 ˢ ◕ᵰτ ˣ◕Ỹ ˢṜ ˣ 

◕Ϭ ϦθάρψσΜ 

◕τ∕ ΰοΜϥ 

ԁ

 
Ԍ 

2 

ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ή

Ϧθ∑χ ϬễΠοΨι

ήΜʻ 

ṑϤʺ ˢ ◕τ ˣ̋  

ˢ ◕ᵰτ ˣ◕Ỹ ˢṜ ˣ 

ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 5 

3 

ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ή

Ϧθ∑χ ϬễΠοΨιήיּ“

Μʻ 

ԁ ʺ Ἄּיʺ ᶘ χ◓ςϜʾ ϬḯϚᴪ ʺ

ᶘ ӟ ʾּזᵓ χ◓ςϜʾ ϬḯϚᴪ ʺ

ᵓזּ χ◓ςϜʺ ʾ ʺ ₤›χ Ͻи˔

Фʺ χ ʺӰ χ ʺζχ ˢṜ  x

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 5 
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  ♥ 
ᵕ

Ἱ꜠ 
 

4 

ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ή

Ϧθ∑ʺ ΰθῖ ︣ ϬΣ

όΨιήΜʻ 

ꜛᴪ ʺ˔йрЌϸʺכּ ʺ “Ṑʺ ʺ 

‰ НІʺ НІʺЌϼЄ˔ʺНϱϼʺꜛ ʺכּ

ζχ ˢṜ ˣ 
 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 5 

5 

ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ή

Ϧθ∑ʺΩϜᶚΰϙτΰοΜθά

ρˢ︠σ ˣψᴡπΰθΤʻ 

ᴛ ʺ ◊◊ ʺꜛ ʺᵹ ϙʺ Ⱨʺṑ ʺ 

ʾ ʺϱЦрЕʺ Μ ʺ ᾓʺ 

ζχ ˢṜ ˣ 

ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 8 

6 

ⱳτΚΫϥ ᾫᾉ ◕χḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕχ πʺΚ

σθΥέ αχϜχϬβϓοΣ

όΨιήΜʻ 

ʺ Ḭ Ἃχ ʺⱬ Ϥʺ╦ χỏʺ

ӻ ʺה῝ Ỵ╦ˢ ӹ▀ ˣ̋ ◓

… ˢ ӹ▀ ˣ̋ ◗ ẼṜ Ḭʺ

Ỵ╦ЕкАЀṟ ʺ ◓ Ệ ῢ̋Ỵ Ỵ╦

Ьв˔ЅϯЭЈрЌ˔ ӻ̋ ᴒʺ βϤ╦ᾥ ᾥ̋

ΚήέḬ П̋ЮМЗ῝ה ή̋χΞ‰ᾖ Κ̋ήέὛ

χ Ḭʺ χׄΚήέ ΣάΰЈрЌ˔ʺ

χׄТйАЄвΚήέʺ χׄ χϘϕϧω Ϣ̋

ώςᴛ ʺ⁷ ᴛ χ ʺᴀ χ ʺ ֬Ếʺ

άχ τ μοΜϥϜχψσΜ 

 
Ԍ 

7 

ⱳτΚΫϥ ᾫᾉ ◕τΚϥ

ḢΊʾйЅа˔ІЪАЕχ ʺ

ϦθάρχΚϥϜχϬΣ όΨ

ιήΜʻ 

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 8 

8 

ⱳτΚΫϥ ᾫᾉ ◕χḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕχ πʺọ

ΥΚϥʾ“μοϙθΜϜχϬβ

ϓοΣ όΨιήΜʻ 

 
Ԍ 

9 

ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ή

Ϧθ∑χʺ ◕ πχ◦ Ỳᶛ

Ϭ‮ τễΠοΨιήΜʻs ԁ

θϤχ ᶛˣ 

ῖ ʺΣ ▀ ʺԐ ʺ ʺ☼ ʾ

ᾓ ʺζχ ʺΣỲϬ►μοΜσΜ 

 

˴ 

Ỳᶛ

Ṝ  

Q1χᵕ

Υ 1̇ 8 

10 

ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ή

Ϧθ∑χ ϬễΠοΨιή

Μʻ ʺϞϞ ʺςκϣπϜσΜʺϞϞ ʺ

 

ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1˙9 

11 

ᾫᾉ ◕ϒέ “ήϦθ∑

χ ΥˬQ10ᵕ ˭ιμθ

ϬễΠοΨιήΜʻ 

Ṝ  
Q1χᵕ

Υ 1˙10 

12 

ᾫᾉ ◕Ϭ Ϧθᵕ Ϭễ

ΠοΨιήΜʻ̞ ▄χᵕ π

Σ ΠΨιήΜʻ 

1 ᵕʺ2ᵕʺ3ᵕʺ4ᵕʺ5ᵕӟ  
ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1˙11 

13 

ΚσθΥ ᾫᾉ ◕ϒχ “

π ϦθάρΥΚϥṗ ψΜν

πβΤʻ 

ˢ3˙5Ὦˣʺᴨˢ6˙8Ὦˣʺ 

ˢ9Ὦ˙11Ὦˣʺ ˢ12Ὦ˙2Ὦˣ  

Q1χᵕ

Υ 1˙12 
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  ♥ 
ᵕ

Ἱ꜠ 
 

14 

Ϭ ᾫᾉ ◕τὨϛθ

∑ʺ╥―τΰθЮДϰϯϬΣ

όΨιήΜʻ 

ꜛⱵ σςχ῝꜠ḢΊ HPʺζχ  HPˢ “Ђ

ϱЕ ˣʺУкϽʺTwitterʺFacebookʺ

InstagramʺYouTubeʺГйРʾжЅϷʺ ʺ

╛Ⱡˢ “╛ⱠσςˣʺОрТйАЕʺ ʾ

ΤϣχῢЀЬʺ “ᵓּזχ ʺḢΊӛ ʺ

ϱЦрЕʺ῝Ặῖ Ṑḩ πχῲ⁮ʺζχ ˢṜ

ˣ 

 

Q1χᵕ

Υ 1˙13 

15 

ᾫᾉ ◕Ϭέ “ τʺ╥

―τΰθЮДϰϯϬΣ όΨι

ήΜʻ 

ꜛⱵ σςχ῝꜠ḢΊ HPʺζχ  HPˢ “Ђ

ϱЕ ˣʺУкϽʺTwitterʺFacebookʺ

InstagramʺYouTubeʺГйРʾжЅϷʺ ʺ

╛Ⱡˢ “╛ⱠσςˣʺОрТйАЕʺ ʾ

ΤϣχῢЀЬʺḢΊӛ ϯФзʺḢΊӛ ʺ

ḢΊӛ Ḙ ʺζχ ˢṜ ˣ 

 

Q1χᵕ

Υ 1˙14 

16 
Κσθψʺ ᾫᾉ ◕τϘθ

θΜρ◘ΜϘβΤʻ 

◘ΞʺςκϣΤρΜΠω◘ΞʺςκϣρϜΜΠσ

ΜʺςκϣΤρΜΠω◘ϩσΜʺ◘ϩσΜ 

ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1˙15 

17 

ΚσθΥ ᾫᾉ ◕ϒχ “

Ϭ χ τΣββϛβϥ ›ʺ

ψᴡ πβΤʻ10 π

ễΠοΨιήΜʻ 

10 ʺ9 ʺ8 ʺ7 ʺ6 ʺ5 ʺ4 ʺ 

3 ʺ2 ʺ1 ʺ0  

ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1˙16 

18 

ᾫᾉ ◕χḢΊʾйЅа˔

χΚϤ τνΜοʺⱳχ Ϭ

έ ΨιήΜʻ 

 

 

 

Ṝψʺ ◕χḢΊʾйЅа

˔ϬᶚΰϭπΜθιΨθϛχϯ

ϱДϯχϋρνρΰο―ΠϣϦ

θϜχπβΥʺάχϯϱДϯΥ

ʺᾝΰθϣם ◕πχḢΊʾ

йЅа˔ϬᶚΰϛζΞιρ◘Μ

ϘβΤʻ 

ᶚΰϛϥʺςκϣΤρΜΠωᶚΰϛϥʺςκϣρ

ϜΜΠσΜʺςκϣΤρΜΠωᶚΰϛσΜ 

ԁ

 
Ԍ 
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（3）GAP 調査前のスクリーニング調査概要 

₰ЌϱЕи ˬέӛ ˭ ◕ḢΊτḩβϥϯрϾ˔ЕˢІЫШᾢ ˣ 

₰ṍḧ 2022/11/01˙2022/11/9 

ϒχ◕ יּ ΚϤχ  

Ӣ  45,320 

῟ᵕ  2,224 

ᵕ  4.90% 

 

̗GAP₰ χІϼз˔ИрϽ ₰ᵕ  
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（4）【設問 1】あなたはこれまでに旅行で兵庫県朝来市を訪れたことがありますか 

 「1.日帰りで訪れたことがある」が最も多い。朝来市内に宿泊した 2 と 4 を合計した割

合は 12.6％である。朝来市外で宿泊した 3 および 5 の回答では豊岡市が最も多く「城崎温

泉」または「温泉」といった回答者も多い他、新温泉町、竹野、養父市、香住、鳥取市、

姫路市といった回答も多い。 

 

◆˲ 1˳ ΚσθψάϦϘπτ “π ᾫᾉ ◕Ϭ ϦθάρΥΚϤϘβΤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）【設問 2】直近で兵庫県朝来市へご旅行された際の宿泊有無を教えてください 

 「1.日帰り」での来訪が大半である。「3.宿泊（朝来市外に宿泊）」の宿泊地における回

答は概ね（4）と変わらない。 

 

◆˲ 2˳ ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ήϦθ∑χ ϬễΠοΨιήΜ 
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（6）【分析 1】性年齢別の兵庫県朝来市への訪問(旅程) 

 朝来市来訪（旅程）を性年代別でみると、朝来市内での宿泊は 30 歳代および 40 歳代の

比率が高い。20 歳代は男性の宿泊が多く女性は日帰りが多い。また、朝来市内外に関わら

ず 60 歳代、70 歳代男性の宿泊傾向が強い。 

 

̗˲ 1˳ χ ᾫᾉ ◕ϒχ ( ) 
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（7）【分析 2】居住地別の兵庫県朝来市への訪問(旅程) 

 朝来市来訪（旅程）を居住地別でみると、兵庫県・京都府等は特に日帰り率が高い。ま

た、大阪府や関東地方・中部地方および和歌山県等は朝来市内の宿泊率が市外の宿泊を伴

う来訪率よりも高く、一方で奈良県・滋賀県・四国地方等は朝来市外の宿泊を伴う来訪率

が市内の宿泊率よりも高い。 

 

̗˲ 2˳ ạ χ ᾫᾉ ◕ϒχ ( ) 
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（8）【設問 3】直近で兵庫県朝来市へご旅行された際の同行者を教えてください 

 直近の朝来市への来訪者は、配偶者との来訪が 42.0％と最も多い。次いで一人、小学生

以上・社会人未満の子ども・孫を含む家族、の来訪が合計で 60％以上を占めている。 

 「⑥その他」の自由記述では、両親との来訪が最も多く、次いで親戚、兄弟等、家族で

の来訪が多い事が伺える。 

 

̗˲ 3˳ ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ήϦθ∑χ  ϬễΠοΨιήΜיּ“

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）【分析 3】性年齢別の兵庫県朝来市への同行者 

 20 歳代以上の全世代を通して配偶者と訪れている比率が高く、特に 60 歳代と 70 歳代

は顕著である。また 30 歳代および 40 歳代では子供を含む家族も多く来訪しているが、50

歳代以上は少数で孫を連れた家族は少ない。20 歳代は他の世代に比べ同性の友人との来訪

率が高く、50 歳代は一人による来訪率が高い。 

 

̗˲ 3˳ χ ᾫᾉ ◕ϒχ  יּ“
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（10）【設問 4】直近で朝来市へご旅行された際、利用した交通手段をお選びください 

 朝来市への来訪交通手段は個別交通機関が約 93%を占めており、鉄道をはじめ公共交通

機関が 7%と圧倒的に少数である。手段別内訳では自家用車が 84.5％と最も多く、レンタ

カーを含めると乗用車の利用は 88%にのぼる。「その他」では観光バス、社用車、トラッ

ク、バスと続く。 

 

̗˲ 4˳ ựπ ◕ϒέ “ήϦθ∑ʺ ΰθῖ ︣ ϬΣ όΨιήΜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）【分析 4】居住地別の兵庫県朝来市訪問の交通手段 

 関東および北海道・東北地方のほか大阪府、奈良県、和歌山県は比較的公共交通機関の

利用率が高い。公共交通機関としては鉄道が圧倒的である他、大阪府からは路線バスによ

る来訪もみられる。四国および北陸地方からは 100%が個別交通機関による来訪である。 

 

̗˲ 4˳ ạ χ ᾫᾉ ◕ χῖ ︣  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

39 

（12）【設問 5】直近で朝来市へご旅行された際、最も楽しみにしていたこと（主な目的）

は何でしたか 

 朝来市への旅行で楽しみにしていたことは歴史（史跡）、自然、買い物、食事の上位４

項目で約 73％を占めている。その他の回答では、仕事、道の駅、ドライブ、ツーリング、

ゴルフ、スキー、鉄道撮影等となっており、趣味性の高いコンテンツを目的に訪れる観光

客も少数だがいることが分かった。 

 

̗˲ 5˳ ựπ ◕ϒέ “ήϦθ∑ʺΩϜᶚΰϙτΰοΜθάρˢ︠σ ˣψᴡπΰθΤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）【分析 5】市内観光コンテンツの認知度、来訪率、興味・関心 

 

̗˲ 5˳ ◕ ḢΊЀрГрБχ ʺ ʺọ ʾḩ  
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（14）【分析 6】市内観光コンテンツのポテンシャルマトリックス 

 

̗˲ 6˳ ◕ ḢΊЀрГрБχЪГрЄаиЫЕзАϼІ 
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（15）【分析 7】認知拡大による興味・関心を生みやすいコンテンツ 

 「認知度」と比べ「興味・関心」の割合が高いコンテンツ。適切なプロモーションによ

る認知度拡大で興味・関心を促しやすい可能性がある。 

 

◆˲ 7˳ ᶈ τϢϥọ ʾḩ Ϭ ϙϞβΜЀрГрБ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）【分析 8】認知拡大による来訪に繋がりやすいコンテンツ 

 「認知度」に対する「来訪」の割合が 50%を超えているコンテンツ。適切なプロモーシ

ョンによる認知度拡大で来訪に繋がりやすい可能性がある。 

 

̗˲ 8˳ ᶈ τϢϥ τὌΥϤϞβΜЀрГрБ 
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（17）【設問 6】直近で朝来市へご旅行された際の、市内の支出を項目別に教えてください 

 どの消費項目も消費額は市内宿泊、市外宿泊、日帰りの順となっており、朝来市内で宿

泊を伴うことで全体的な消費が増加していることが分かる。 

 市内宿泊の宿泊費を除くといずれの来訪者も交通費、飲食費の順に支出額が多いが、特

に市内宿泊の飲食費が比較的多いことから、宿泊に伴う夕食が観光消費に大きく貢献して

いることが分かる。なお、お土産費の平均は概ね 4,000 円～5,000 円程度となっており、

お土産に全く費用をかけなかった割合はいずれも 5%以下となっている。 

 

̗˲ 6˳ ựπ ◕ϒέ “ήϦθ∑χʺ◕ χ◦ Ϭ‮ τễΠοΨιήΜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18）【設問 7】直近で兵庫県朝来市へご旅行された際の満足度を教えてください 

 満足・やや満足の合計が 81.4%と高いが、特に 60 歳代～70 歳代の女性の満足度が高

い。 

 

̗ ựπ ᾫᾉ ◕ϒέ “ήϦθ∑χ ϬễΠοΨιήΜ 
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（19）【設問 8】朝来市へご旅行された際の満足度が満足・やや満足だった理由を教えてく

ださい 

 「満足」では道路や施設が整備されている、景観が綺麗、接客が親切だった等の声が上

がっており、「やや満足」では土日に休業しているお店が多い、ホテルが汚い、情報不足

等の声が上がっている。 

 

̗˲ 8˳ ◕ϒέ “ήϦθ∑χ Υ ʾϞϞ ιμθ ϬễΠοΨιήΜ 

 

ʾ╦ˑτӤϘϦο Υ ΰΨʺ︠ ψῲΨο Ψ ήϦοΜο ϤϞβΜ Ϝᶚΰϙχԁνπ  ̋  

 Μν ϦοϜ ψροϜ Μ ιρםḇΰϘβʻ 

ʾᵹ ϙΥῨΦπϢΨЖжϱУτ“ΤδοϜϣΜϘβʻ 

ʾ χׄΥ ╦Κμο Μ Ϝᶚΰϙπβ  ̒ЧАЕΥΜϥχπЧАЕᴦχ☼ Ϭ ϞΰοϜϣΠθϣϜμ 

 ρϜμρ“ΦθΜπβʻ 

ʾ Ỵ╦πψʺỴ╦Щ˔ϱЇσςֿבΜ ϬᾦϐῬ ϬΰοΜθϤḹ μοΣϣϦϥσʺρḇαθʻ  

 Ϙθʺ◗ ẼṜ Ḭπψ ẁΥροϜ Ψạ ΥϢΤμθʻ 

ʾ2 π Ϙΰθʻ Ạ ψΰΤΜχ╦Τϣʺ τ τΰΤμο ΥΤΤϤʺ₈ ψ Ψ τ֬ 

 ᵤ˂ ΨМАС˔πΰθʻ Ḭχ Ϝ Ψ ιΰ ⱧτΰοϜΣ χ ΥροϜ πʺ Ϝ“ 

 ΦϘβʻ 

ʾḢΊ ψςάϒ“μοϜϺйϱτ ήϦοΜθ χׄχΣ︣ ΜϜϺйϱπΰθΰʺ ᾕχ Υ  

 Ψ ήϦοΜο† Ӫ Υ ΰθ 

ʾ χ֬ᵤϬϙθΨ ֬Ếρ ςκϣΤϣ ϥΤ ΜϘΰθΥʺ ֬Ếτ μοНАЎзϺ 

 йϱσ֬ᵤΥᾋϦϘΰθ˂ⱳψ┴χ≢ΨⱲṍτ τ Ϥ πΰθ˂ ◕ΥῨΦτσϤϘΰ 

 θΰʺ▫ⱧΥΚϥσϣӱ ΰθΜΩϣΜ σ τσϤϘΰθʻ 

ϞϞ  

ʾṗ τΚϘϤ ΜⱲπσΤμθρ◘ΜϘβχπ▫ σΜχπβΥʺ☼ Ϝ◘μθӟ τ Τμθχπ 

 Ϙθ“ΦθΜρ◘μθθϛʻ 

ʾ χὂ ψϢΤμθΥʺ πԐ Υ πψσΤμθ 

ʾ ΰΜϜχϬ ϓϢΞρṍ ΰο“ΨΥʺḢΊ χϩϤτψ τẈỘΰοΜϥԐ Υ ΜʻζϦ 

 ӟᵰψꜛ Τπ ΰοΜϥʻ 

ʾТ϶йІЕϯЖЦрЎа˔ψ πϜᶚΰϛϥ☼ πΰθʻϘθʺ Ỵ╦ϜᶘόχΚϥ☼ πᴨσχ 

 τ ΰΜχϜ ΤμθπβʻϘθʺᴛ ☼ ϜςκϣϜ πІϺ˔ṑϤτ ◕Ϟ ᴎ π ϣγτ 

 ◕τ κṄϤϘβʻ 

ʾὮτԁ ψ Μ Ϟ ϙτ“μοạϘβʻ ΰΜ ∙Ϭᶚΰϙτ“ΦϘβʻ ▪ σχψʺ ΰ 

 θШГиχױήτồΨʻ 

ʾ ᾫᾉ τ ϭπϘβΥʺ ψ ᵃ π χׄΚήέπẈἾβϥάρΥ Ψʺάχᴨʺ ϛο Ỵ  

 ╦τ“ΦϘΰθʻ ꜛ Ϝ ╦πṓⱱκϢΨᵃέδϘΰθʻ πϜʺάχϯрϾ˔ЕπϘιϘι ϣσΜ 

 ράϧΥΜμϊΜιμθχπʺκϝϭρ ϓο“ΤσΤμθχΥʺ σΤμθρ◘ΜϘΰθʻⱳτ“ 

 ΨⱲψʺϜμρ ˑ ϓοᶚΰϛθϣρ◘ΜϘβʻ 
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（20）【設問 9】朝来市へご旅行された際の満足度がどちらでもない・不満・やや不満だっ

た理由を教えてください  

 「どちらでもない」では魅力的な飲食店が少ない、朝来市のコンテンツを知らない等の

声が上がっている。また、「やや不満」、「不満」では体験型の観光が少ない、飲食店や列

車が少ない等の声が上がっている。 

 

̗˲ 9˳ ◕ϒέ “ήϦθ∑χ ΥςκϣπϜσΜʾ ʾϞϞ ιμθ 

 ϬễΠοΨιήΜ 

ςκϣπϜσΜ 

ʾ σԐ ΥσΜ 

ʾ ΰθΜρ◘Ξϕςχ ΥσΨΣ ▀Ϟ ∂σςϬ ΞӮτṄϥ τσμοΜϥ˜Ϝμρᴛ  

 ϞḢΊ Υ Ϧω ΜσΙρ◘Ξ˂ 

ʾ₈σΣ ╦ρΜΞ χ ΥσαϙΥΚϤʺ ϬψΤϥϕς ϬϘμθΨ ϦοσΤμθάρ 

 τṓ ΜθΤϣʻάχϯрϾ˔ЕπʺάϭστᾋςάϧΥΚμθχΤρόμΨϤΰοΜϥʻ 

ʾ ΥσήβΧϥʻ ᾫᾉᵰχ ψ ◕ρΜΞ Ϝ ϣσΜ Υϕρϭς Ԑ Υ σΜχΤ  ̋

 ΚμοϜϯС˔и Υ ΜχΤʺḢΊρ ⱧψЈАЕιΤϣ ⱧΥ ΪϦωḢΊϜὁקΰοΰϘΞ 

ϞϞ  

ʾ τ“ΦθΤμθΥʺ χῇπЮрГЗрІχӮ ϦσΤμθʻ Ϥ♠Ϭΰο ΰΤμθʻ 

ʾḢΊ ΥSAϞТз˔Ч˔О˔σςπʺ ⁮ ήϦοΜσΜΤϣ ϣσΜ Υ Μʻ 

ʾԐ Υ σΤμθ 

ʾ◓ằ ϦτψΚϘϤᶚΰϛσΜ 

 

ʾὂ Ϟ ◊ ὺ ωΤϤπᾋοΜοϜ ΦοΰϘΞΰ КАЕπχᵊ π πβʻ ψ ᾓἷχḢΊΥ 

 σΜχπ ◕χ ψ Ψ Μʻм˔ІЕ3ӟ ιΤϣЕϱйẈἾӟᵰṄϣσΜʻ 

ʾνϘϣϭ βΩτ ΦοΰϘμθ 

ʾ כּ σΜ 

ʾΜΜάρΥσΤμθ 
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（21）【設問 10】兵庫県朝来市を訪れた回数を教えてください 

 全体では 5 回以上が最も多い。特に年齢が上がるにつれてリピート率が増える傾向にあ

り、3 回以上のリピート率は 70 歳代以上が多い。一方で若年層になるほど「1 回」の来訪

比率が高く 5 回以上の来訪比率が低い。 

 

̗˲ 10˳ ᾫᾉ ◕Ϭ Ϧθᵕ ϬễΠοΨιήΜ 
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（21）【設問 11】あなたが朝来市への旅行で訪れたことがある季節はいつですか 

 全世代の合計では「秋」が最も多いが、「春」および「夏」と僅差である。また、20 歳

代～40 歳代までの比較的若い世代は来訪季節として「夏」が最も多い。一方、50 歳代以

上は「秋」に最も来訪している。 

 

̗˲ 11˳ΚσθΥ ◕ϒχ “π ϦθάρΥΚϥṗ ψΜνπβΤ 
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（22）【設問 12】旅先を朝来市に決めた際、参考にしたメディアをお選びください【旅マエ】  

 自治体などの公式観光 HP または親族・知人からの口コミを参考にしているケースが多

い。 

 

̗˲ 12˳ Ϭ ◕τὨϛθ∑ʺ╥―τΰθЮДϰϯϬΣ όΨιήΜ˲ Ыϵ˳ 
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（23）【設問 13】旅先を朝来市に決めた際、参考にしたメディアをお選びください【旅ナカ】 

 自治体などの公式観光 HP が最も多く、次いで親族・知人からの口コミとなっている。

50 歳代以上ではパンフレットの利用率も比較的高い。 

 

̗˲ 13˳ Ϭ ◕τὨϛθ∑ʺ╥―τΰθЮДϰϯϬΣ όΨιήΜ˲ Зϸ˳ 
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（23）【設問 14】あなたは、兵庫県朝来市にまた来たいと思いますか 

 20 歳代以上のどの世代においても再来訪意向は 80%以上と極めて高い。 

 

̗˲ 14˳Κσθψʺ ᾫᾉ ◕τϘθ θΜρ◘ΜϘβΤ 
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【3】GAP 調査・来訪歴なし 

（24）GAP 調査前のスクリーニング調査設問 

  ♥ 
ᵕ

Ἱ꜠ 
 

1 
Κσθψʺ ᾫᾉ ◕Ϭέ

απβΤʻ 

μοΜϥΰʺ“μθάρΥΚϥ 

μοΜϥΥʺ“μθάρψσΜ 

ϣσΜ 

ԁ

 
Ԍ 

2 

Κσθψ ᾫᾉ ◕τΣΪϥ

ḢΊʾйЅа˔ІЪАЕτνΜ

οʺςχ έ απβΤʻ 

ςϭσḢΊʾйЅа˔ΥπΦϥράϧΤϢΨ μ

οΜϥʺḢΊʾйЅа˔ІЪАЕχ ψ μο

ΜϥʺḢΊʾйЅа˔τνΜοψ ϣσΜ 

ԁ

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 2 

3 
ΚσθΥ ᾫᾉ ◕Ϭ μθ

ΦμΤΪϬễΠοΨιήΜʻ 

ꜛⱵ σςχ῝꜠ḢΊHP̋ ζχ  HPs “Ђ

ϱЕ ˣ̋ УкϽʺTwitterʺFacebookʺ

InstagramʺYouTubeʺГйРʾжЅϷʺ ʺ

╛Ⱡˢ “╛Ⱡσςˣ̋ ОрТйАЕʺ ʾ

ΤϣχῢЀЬʺ “ᵓּזχ ʺḢΊӛ ʺϱ

ЦрЕʺ῝Ặῖ Ṑḩ πχῲ⁮ʺζχ ˢṜ

ˣ 

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 2 

4 

Κσθψ ᾫᾉ ◕τΚϥḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕϬέ α

πβΤʻ 

ˢṜ ᵕ ˣ 
 

˴ 

Ṝ  

Q1χᵕ

Υ 1̇ 2 

5 

ⱳτΚΫϥḢΊʾйЅа˔ІЪ

АЕχ πʺ ᾫᾉ ◕τΚ

ϥϜχϬʺШ˔ЭЧ˔Ѕσςπ

ϓγτβϓοΣ όΨιή

ΜʻσϭρσΨζΞ◘ΞϜχψ

ΜοʺψμΦϤρ μοΜϥ

ϜχιΪϬΣ όΨιήΜʻ 

ʺ Ḭ Ἃχ ʺⱬ Ϥʺ╦ χ

ỏʺ ӻ ʺה῝ Ỵ╦ˢ ӹ▀ ˣ̋

◓ … ˢ ӹ▀ ˣ̋ ◗ ẼṜ Ḭʺ

Ỵ╦ЕкАЀṟ ʺ ◓ ỆʺῢỴ

Ỵ╦ Ьв˔ЅϯЭЈрЌ˔ʺӻ ᴒʺ βϤ╦

ᾥ ʺᾥ ΚήέḬʺПЮМЗ῝הʺήχΞ‰

ᾖʺΚήέὛ χ Ḭʺ χׄΚήέ Σά

ΰЈрЌ˔ʺ χׄТйАЄвΚήέʺ χׄ

χϘϕϧωʺϢώςᴛ ʺ⁷ ᴛ χ ʺ

ᴀ χ ʺ ֬Ếʺάχ χΜγϦϜσΜ 

 

Q1χᵕ

Υ 1̇ 2 

6 

ⱳτΚΫϥ ᾫᾉ ◕χḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕχ πʺ

ςϭσḢΊʾйЅа˔ІЪАЕ

Τ μοΜϥϜχϬβϓοΣ

όΨιήΜʻ 

 
Ԍ 

7 

ⱳτΚΫϥ ᾫᾉ ◕χḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕχ πʺ

ọ ΥΚϥʾ“μοϙοϜΜΜ

ρ◘ΞϜχϬβϓοΣ όΨι

ήΜʻ 

 
Ԍ 
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  ♥ 
ᵕ

Ἱ꜠ 
 

8 

χ ♥ψβϓο ᾫᾉ 

◕χḢΊʾйЅа˔ІЪАЕ

πβʻΚσθψʺάϦϣχḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕΥΚϥ

ᾫᾉ ◕τʺςχ “μο

ϙθΜρ◘ΜϘβΤʻ 

“μοϙθΜʺςκϣΤρΜΠω“μοϙθΜʺ

ςκϣρϜΜΠσΜʺςκϣΤρΜΠω“ΦθΜ

ρ◘ϩσΜʺΚϘϤ“ΦθΜρ◘ϩσΜʺ“Φθ

ΨψσΜ 

ԁ

 
Ԍ 

9 

ⱳτΚΫϥ ᾫᾉ ◕χḢ

ΊʾйЅа˔ІЪАЕχ πʺ

ӟᴞχ Ϟᵊ ϬΚϣθϛο

έ τσμοʺ ọ ΥΚϥʾ“

μοϙοϜΜΜρ◘Ξ ϜχϬβ

ϓοΣ όΨιήΜʻ 

Q5̇ 7χ ♥ρ  
 

Ԍ 

10 

ᾫᾉ ◕χḢΊʾйЅа˔

χΚϤ τνΜοʺⱳχ Ϭ

έ ΨιήΜʻ 

 

 

 

 

Ṝψʺ ◕χḢΊʾйЅа

˔ϬᶚΰϭπΜθιΨθϛχϯ

ϱДϯχϋρνρΰο―ΠϣϦ

θϜχπβΥʺάχϯϱДϯΥ

ʺᾝΰθϣם ◕πχḢΊʾ

йЅа˔ϬᶚΰϛζΞιρ◘Μ

ϘβΤʻ 

ᶚΰϛϥʺςκϣΤρΜΠωᶚΰϛϥʺςκϣρ

ϜΜΠσΜʺςκϣΤρΜΠωᶚΰϛσΜ 

ԁ

 
Ԍ 

11 

ΚσθΥḢΊʾйЅа˔π ᾫ

ᾉ ◕τ“Ψρΰθϣʺςϭ

σ ρ ΤΪθΜρ◘ΜϘβ

Τʻ 

ԁ ʺ Ἄּיʺ ᶘ χ◓ςϜʾ ϬḯϚᴪ

ʺ ᶘ ӟ ʾּזᵓ χ◓ςϜʾ ϬḯϚ

ᴪ ᵓזּʺ χ◓ςϜʺ ʾ ʺ ₤›χ

Ͻи˔Фʺ χ ʺӰ χ ʺζχ

ˢṜ ˣ 

 
Ԍ 

12 
Κσθψ ᾫᾉ ◕τ“μο

ϙθΜρ◘ΜϘβΤʻ 

εϋ“μοϙθΜʺ“μοϙθΜʺςκϣΤρΜ

Πω“μοϙθΜʺςκϣρϜΜΠσΜʺςκϣ

ΤρΜΠω“ΦθΜρ◘ϩσΜʺΚϘϤ“ΦθΜ

ρ◘ϩσΜʺ“ΦθΨψσΜ 

ԁ

 
Ԍ 
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（25）GAP のスクリーニング調査概要 

₰ЌϱЕи ˬέӛ ˭ ◕ḢΊτḩβϥϯрϾ˔ЕˢІЫШᾢ ˣ 
₰ṍḧ 2022/11/01 ˙2022/11/6  
ϒχ◕ יּ σΰχ  

Ӣ  40,800 
῟ᵕ  2,017 
ᵕ  4.90% 
 

（26）GAP 調査回答属性 

 

̗GAP₰ᵕ  
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（27）【設問 1】あなたは、兵庫県朝来市をご存じですか 

 朝来市の認知度を性年代別にみると、「知っているが、行ったことがない」については

60 歳代～70 歳代以上が多い傾向にあり、「知らない」と回答したのは 20 歳代～30 歳代女

性の割合が多い。 

 

̗˲ 1˳ Κσθψʺ ᾫᾉ ◕Ϭέ απβΤ 
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（28）【設問 2】設問 1 で「知っているが、行ったことはない」と回答した回答者のうち、

兵庫県朝来市における観光・レジャースポットについて、どの程度ご存じですか 

 朝来市における観光・レジャースポットの認知度は、知らない、が圧倒的多数である。 

 

̗˲ 2˳ 1πˮ μοΜϥΥʺ“μθάρψσΜ˯ρᵕ ΰθᵕ  ʺχΞκיּ

 ᾫᾉ ◕τΣΪϥḢΊʾйЅа˔ІЪАЕτνΜοʺςχ έ απβΤ 
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（29）【設問 3】設問 1 で「知っているが、行ったことはない」と回答した回答者のうち、

あなたが兵庫県朝来市を知ったきっかけを教えてください 

 20 歳代は SNS および口コミが認知のきっかけであることが多く、一方で 30 歳代以上は

テレビ・ラジオ等マスメディアによる認知が最も多いことが分かる。 

 

̗˲ 3˳ 1πˮ μοΜϥΥʺ“μθάρψσΜ˯ρᵕ ΰθᵕ  ʺχΞκיּ

 ΚσθΥ ᾫᾉ ◕Ϭ μθΦμΤΪϬễΠοΨιήΜ 
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（30）【分析 1】設問 1 で「知っているが、行ったことはない」と回答した回答者のうち、

市内観光コンテンツの認知度、興味・関心および画像・説明文提示後の意向変化 

 

̗˲ 1˳ 1πˮ μοΜϥΥʺ“μθάρψσΜ˯ρᵕ ΰθᵕ  ʺχΞκיּ

 ◕ ḢΊЀрГрБχ ʺọ ʾḩ ΣϢόᵊ ʾ ꜘῇχӪΰ ᴟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（31）【分析 2】写真・動画等による説明が効果的なコンテンツ 

 「興味度」と比べ「詳細説明後の興味度」の割合が高いコンテンツ。適切なプロモーシ

ョンによる理解促進で興味・関心を促しやすい可能性がある。 

 

̗˲ 2˳ אּ ʾ ᵊ τϢϥ Υ῟ᴮ σЀрГрБ 
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（32）【設問 4】あなたは兵庫県朝来市に行ってみたいと思いますか 

 観光・レジャースポット説明前と比べ来訪意向「あり」は 8.3%上昇し 74.8%である。

来訪意向「なし」は観光・レジャースポット説明前と比較し 5.2%減少し 8.2%である。 

 

̗˲ 4˳ Κσθψ ᾫᾉ ◕τ“μοϙθΜρ◘ΜϘβΤ 
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（33）【設問 5】あなたが観光・レジャーで兵庫県朝来市に行くとしたら、どんな人と出か

けたいと思いますか 

 同行者は配偶者が最も多い。「その他」における自由回答については「親・兄弟姉妹等

の親族関連」またはそれに類する内容を記載した回答が約 70%を占めている。 

 全回答のうち配偶者や子供等の「家族」に関する回答が約 60%を占めている。。 

 

̗˲ 5˳ ΚσθΥḢΊʾйЅа˔π ᾫᾉ ◕τ“Ψρΰθϣʺςϭσ ρ ΤΪ 

 θΜρ◘ΜϘβΤ 
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3. ヒアリング調査 

【1】市内観光事業者・団体へのヒアリング（対面） 

 朝来市の観光の現状と課題および第 2 次朝来市観光基本計画の推進状況について意見を

お伺いすることで本計画策定における参考とするため、市内観光事業者・団体へのヒアリン

グを行った。 

 

（1）調査概要 

₰  
◕χḢΊχᾝ ρᴿ ΣϢό 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχ

ệτνΜοӪᾋϬΣ▲Μβϥάρπ ὓᵊ├ τΣΪϥ╥―ρβϥ 

₰ṍḧ 7/31ʺ8/1  ˢ1ᵕτνΦ 1☼ 60 ˣ 

◕ יּ ḢΊⱧỘּיʾ  ז7ּ

╥ᴥּי ◕ ԌΣϢόὛ ᴟḢΊ ᶘᶘ  
 

 

（2）調査回答 

̗ⱧỘּיA 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊψ ϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ χׄˮ χϘϕϧω˯ϋρνρμοϜᾝ ψ ᵃ σμοΣϤʺ ᴟβϥ ΥΚϥʻ 

ʾ Ῥᵓṳ σςΤϣ ṛⱧỘτḩβϥ Ỳ Ϝ ΪοΜϥΥʺ Ỳ ϙϜ ΨσΜρ―ΠοΜϥ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾθρΠωˮ χϘϕϧω˯ρˮПЮМЗ῝ה˯Ϭ πὌΫϥ χ☼├π πΦϥρ Μ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾΣẁήϭϬ νιΪπψσΨˮᾦϭπΨϥ˯ϢΞ ϛοΜϥʻˮ ϬⱱμοΦοϜϣΠϥ˯ τσϥ 

 άρΥ ⱧπΚϥρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ☼ χ ρΰοψ60יּ ӟ Υ πΚϥΥʺάϦϣχ τ ΰο ιΪπσΨ ⱧʺϸжϷϾ  ̋

 ὲῴʺ ♅ ϬЈАЕτΰο ằβϥ χ☼├Ϭ“μοΜϥ Ϙ̒θʺ Ὕτ◕ χ ϬЈАЕτΰθḛ 

 σḢΊ Бϯ˔Ϟ◓Ӿο ϒχ όϬЈАЕτΰθϯФк˔ЎϜם☼ΰοΜϥʻ 

ʾФкЯ˔Єдрψ ΥΣϣγʺᾝ ІЌАТΥ ˑρSNSχ ᴂϬΰοΜϥ ệπΚϥʻМІϬ  

 ΠάΜχϖϤϬ βϥ χ︡Ϥ ϙψ“μοΜϥʻᾝ ψῢЀЬϞ χ︡∙Ϭᾋο ϥΣẁήϭΥ 

 Μʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾὊְ ệψᾗΰΨʺ ẏᴟϜ ⁭πΚϥʻ 

ʾᴒ ϽжϳрЖϞBBQЀ˔З˔Ϭ ΰθΜρ―ΠοΣϤʺּכ ΰΪχRVО˔ϼϬ βϥʻ 

 ϺарСрϽϸ˔ χ Ϝ ΜΥʺᴒᵰЕϱйΥσΨּכ ΰοϜϣΠοΜσΜʻ 
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ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ◕ψ ᵃ τσμοΰϘμοΜϥρ―ΠοΜϥʻ πψσΨ ρΰο―Πϥάρπ1 ∕πΦϥ 

 ϢΞτΰο ᴟήϦϥЀрЈФЕΥ πΚϥʻ 

 

 

̗ⱧỘּיB 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊψ ϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾ ϭϖψ ᴞ Ϭ︢Ϧϥρ ⱲτⱵ ῟ᴮΥΚϥθϛ ӗ̋ σϘκξΨϤτὌΥϥρ―ΠοΜϥʻ  

 χ χᵹ ϙρ›ϩδο ϭϖχ ὂϜῇ τ▪ΰοΜΦθΜρ―ΠοΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾ Ϥτḩΰοᾝ∕ψ ◕ρ ᴎ◕χ Ϭ►μοΜϥʻˮ ЀϳЛЕзχ ˯ψם ϤΥ Ψ︣ḧϜσ 

 ΜθϛῲΫθΜρ―ΠοΜϥʻθιΰ ᴪψ‰ ᴟΥ ΰΜʻ 

ʾϱрНϳрЖϞֿבΜ τΰΪο ᵫ Ϭ“μοΜϥʻ τֿבΜ ψ ᶊ σϜχϬẐϛοΣϤ 

 ˮḖΜ˯ˮ ΤϩΜΜ˯ιΪχ ψ ρӰσϥʻ 

ʾ τ“μοΜϥ ᾋᶘψΚΨϘπˮ μοϜϣΞ˯ρΜΞ πΚϤʺꜛᴪ χכּ Υ Μʻ  

 ︣ πзИв˔ϯиΰθԐ Ϝ ằΰοΜσΜ πΚϥʻ 

ʾᾝ∕ψ בֿ Υ ϦοΜϥΥʺХР˔г˔Ѓ˔ψ χ πΚϥʻ ʺϸАФиʺᴪ ϦΥ ΜΥ 

 ˮϩίϩί Μτ θ˯ρΜΞ Ϝԁ Μϥʻ 

ʾФкЯ˔ЄдрτνΜοψ ớ τ“ΞάρΥπΦοΜσΜʻ ṑϤχֿבΜ χЯИЌ˔Бϯ˔Ϭם 

 ☼ΰθΥʺβΩτ Υיּ ΠϥρΜΞάρψσΤμθʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾԐ Υ︠℗βϥ χБϯ˔σςΥ ẁρΰοΚϤΥθΜʻ 

ʾ ◕τ ΰοϕΰΜρ―ΠοΜϥχπʺϺарФ ϞϽжрСрϽσςρχ ὀϜᾁ ΰοΜϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ◕ψ χᾖ ὂπΚϥρ―ΠοΜϥʻ ᴪχ ᾓσςˮ θϤ χ χ אָ Ϭ˯ᶚΰϭπΜ 

 θιΨρΜΞάρΥπΦθϣρ◘μοΜϥʻ 

 

 

̗ⱧỘּיC 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊψᾋθάρΥσΜʻϢΨ ΤϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾΜϘι ╦ϵзϯψ πϜμοΜϥϢΞσϜχπΚϥʻ 

ʾJRᶆׄΤϣχ ⱳῖ ΥσΜάρψ Φσ ρ―ΠοΜϥʻϘθʺ ׄχЀϱркАϸ˔Υ ήβ 

 ΧϥάρϜ πΚϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾᾝ∕ψϱрНϳрЖΥ ΰΜϥΥʺΜγϦϜ⁯ ∕ χᵰ⁯ πΚϥʻ11ὮψϱрНϳрЖχ Ϝ  
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 Ψ μοΜϥΥʺ Ϭḯϛοᾤ “ωΤϤπΚϥʻ 

ʾGoToЕжЦиϺарЧ˔рϞᾉ ᶤ χם☼Ⱳψᾉ χự Τϣχ Υ ΤμθΥʺϋρϤ χН 

 ϱϼʺꜛ כּ Υ Ψ ᴣΥᴞΥμοΜϥʻ 

ʾ ρχ╛ Ϟ ꜛ Ϭ τ θχπψσΜΤρḇαϥάρϜ Ψʺˮ ᾮỏτṑμοΦθḇ˯ΥΚϥ 

 χπψσΜΤρ◘μοΜϥʻ 

ʾˮ Ḭ˯ρΰο ᾕχ ∙Ϭ ϥ μοΜϥΥʺ άιϩϤϬϜμοΜϥϩΪπψσΜʻ ╦ׄ 

 ψ Ϭ︡ϥ σΜχπˮẍσάρτ ᴂπΦϥ ⱧˢϸАФ ˣ˯ Ϭ ӪΰοΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾ⇔Ψ Ψְ֫πΦθϣρ―ΠοΣϤʺԁ τ ήϦϥρḺΥᶐΠϣϦσΜʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ʺ ψḢΊẁΥ ΨσμοΜϥΥʺ ╦ψḢΊẁΥ σΜρḇαοΜϥʻ ╦ψ τ  

 ὂπϜσΜθϛˮ אָ χ ὂ˯ρΜΞχψ ΰΜʻ 

 

 

̗ⱧỘּיD 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊψ ϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾϷϷЂрЄдϳϳϷϬ◕ρΰοᴃΰ ΰοΜϥϢΞιΥʺМрЃϺᾆẕ ψ ṍ τᾋᶘπΦσΜʻˮ  

 θϣᾋϦϥ˯ρσϦω Μρ◘ΞΥʺζΞπσΪϦω ẁ τὧΪϥρḇαοΜϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾ Ϟ Ỵ╦ρ›ϩδο βϥ ψ σΜρ―ΠοΜϥΥʺ Ⱨ Υᵠ ήϦϦω⁷ Ỹ 

 Ϝ и˔ЕτσϤ ϥρ―ΠοΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾ ỘԌ Υ ⁭πΚϤʺ τᴥΠο Ⱳḧχ ήρẈ χ σήΥ πΚϥʻ 

ʾᴨṗψậу ựχϺарФ χ Ϙθψיּ ότ θᴪ ϦϞЊкϺарО˔Υ ΰοΜϥ  ̒

 θιΰάϦϣψ︠τ πΚϤ Ԑ̋ Ϟ ▀ ψḛ σϯϱІϞΣ ӟᵰψ ήϦσΜ Н̒ϱϼϞꜛ 

ψԐכּ  Ϭΰο ΪϥΥʺˮ ϩμθЮИв˔˯ΥσΜχΥᴿ ʻ 

ʾ χיּ ψзС˔Ќ˔πΚϥʻ 

ʾ ᾠ῎ ᴂψπΦοΜσΜʻ 

ʾ НІρ ὀΰοНІρ ϬЈАЕτΰθˮ ᴛ ОІЪ˔Е Ϭ˯⌠ ΰθʻ ψ︠τיּ χ  

 ΥЮϱрπΚϥʻ 

ʾФкЯ˔ЄдрψSNSϞHPϬᾝ ІЌАТΥ  βϥйЦиπ︡Ϥ ϭπΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾ◕ ΤϣχḼᵊϞӢ σςΥ ˑΚϥΥʺ ︣ π ᴂπΦσΜάρϜ Μʻ 

ʾ☼ χ ẏᴟϜ ⁭π Υԁ ΜοΦοΜϥ ϜΚϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾϠμΨϤ ∕βϥάρΥπΦϥ◕ΣϢό☼ τσϥρ Μρ―ΠοΜϥΥʺᾝ πψζχϢΞσЀрГ 

 рБΥσΜθϛ ᵃ τΰΤσμοΜσΜʻ 
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̗ⱧỘּיE 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾϱрНϳрЖψ Ϟ ᾭψ οΜϥΥʺζϦΥ ◕τ ẉΰοΜσΜχΥᾝ πΚϥ 

ʾ Ϊ Ϧ ρΰοχ ψϘγˮ ΥσΜ˯άρʺᵰ⁯ τ ᴂπΦϥϹϱЖήϭχ ἕʾễӾʺ  

 ӽχ ρῖϩϥθϛχЀрГрБˢ Ϊ Ϧᴦ σ ˣΥấΫϣϦϥρ―ΠοΜϥʻԁ πʺ◕ χᵰ 

 ⁯ τ βϥ Ϧ ʾ ᵔ ψ ϭπΜϥϢΞτψḇαοΜϥʻ 

ʾ Ϊ Ϧ Ϭḯϛοˮ ΣỲΥ︡Ϧϥ Ѐ˯рГрБϬӗ ϤΰοΰϘμοϥάρψ Φσᴿ πΚϥ ά̒Ϧ 

 Ϭᵠ βϥθϛχУжрДϰрϽΥ ρ―ΠοΜϥΥʺ ΜⱲḧΥΤΤϥρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ χḢΊЀрГрБΥσΨʺ μοΜϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾḢΊẁΥḿϭπΜϥ◒Ϭᾋϥάρπ ӽ ΥЄРАϼФжϱЖϬ︡Ϥ β ΦτὌΫοΜΪθϣ Μ  ̒

ʾḢΊẁΥ ӽχˮ Σ₉Ϥέρ˯ᴖ ὨϬ ΰο ӽτḩϩϥρΜΞᵤᵰχḢΊІЌϱиΥΚϤ ά̋ϦϬ  

 ◕ ππΦϦωρ―ΠοΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾϱрНϳрЖΰΪχФкЯ˔ЄдрΥᾝ χᴿ πΚϤЀрГрБχ Φ ΫϞ Ϭ◐ϛοΜϥʻ 

ʾЂϱϼиБ˔зЇЭτ︡Ϥ ϭπΜϥΥʺ ψζχӱ π χ ӽЀЬвИГϰϬ ᾓβϥρΜ 

 ΞϯЖЦрЎа˔Б˔зЇЭπΚϥʻꜛ ψӱכּ ︣ πΚϥʻ 

ʾ ψ ᾕχϜχϞ χϜχΥḿωϦϥἱΰτΚϤԐ ρ ὀβϥάρϜΚϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾ ӽχ ρχ ᵓΜϞ ӽ ᴟϬᶘϐρΜΞЀрГрБΥ ρ―ΠοΣϤʺ ∂Ϟ⁫ʾ σςχ • 

 ϬᶘϐṐᵓϬ⌠ϧΞρ―ΠοΜϥΥʺ τψᴣᶊΥ›ϩσΜρ◘μοΜϥʻ 

ʾẸᵓρΰοψ ϬϜμο︡Ϥ ϭπΜϥ ϬЂЪ˔ЕπΦϦωρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ ΰΪτψ◕ π Ϝ ϜΦϦΜτσμο ΨϳϴиКІБ˔зЇЭϬ ΰϢΞρ―ΠοΣϤ  ̋

 ΣΥΨγϬ►μθ• σςΚϥӪ πχˮᴡϜΰσΜ˯ ᾓϬ⌠μοΜΦθΜρ―ΠοΜϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ϬᾦϭπΨϥρΜΞϢϤϜ χ τϠμθϤᵃέΰο ΨάρπSDGsτϜὌΥϤʺḢΊϬ  

 ῢτ ӽЀЬвИГϰϬⱱ ήδοΜΨάρτϜνσΥϥρ―ΠοΜϥʻ ṜΤϣ―Πϥρ100χ  

 ϢϤϜ10 χϱрНϳрЖϬᾦϭπΨϥϓΦρ―ΠοΜϥʻ 

ʾзС˔Ќ˔τὌΥϥχψὂ πψσΨ ᾓϞ πΚϥʻῖ ῢχθϛτψзС˔Е Υ ⱧπΚϥʻ 

ʾ ◕ψ χУ˔ЭΤϣЫІБ˔зЇЭΥ ΜοΜϥΥʺϜμρ ⇔τЌ˔ϿГϰрϽβϓΦρ 

 ―ΠοΜϥʻ 
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̗ⱧỘּיF 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊψΚϘϤ ϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ ӽχϽиЮτḩΰο ḵ̋ φΧϬ ằΰοΜϥράϧψ σΜ Ϙ̒θ ḵ̋ φΧψЄ˔ЇрΥ ρΜΞ 

 άρϜΚϤʺ ʾ Υ χḢΊẁτψ ằΰτΨΜʻ 

ʾ σςψᾤ πḹ ϧΞρΰοΜϥ ϜΜϥΥʺ ᵓ σ ΥΚϤᾝ τ νάρψ γΤΰΥ 

 ϣϦϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾˮ ḵ φΧ˯Υ︠ τσϦϥ ΰΥ πΚϥρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ֬ᵤζωσςϜΚϥΥʺж˔ЮрϞϸй˔σςχˮ χ˯ϽиЮχ ϬΰθΜρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ ◕ψ ˮḢΊ˯π ΰθᵹπψσΜθϛʺḢΊχθϛτ ṛ σ Ϭ“ΞάρψςΞΤρ◘ 

 Ξʻ◕ ψ ◕ΥḢΊ ρΜΞꜛᶐψσΨʺḢΊτὀϩϥ χ Υ πΚϥρ―ΠοΜϥʻˮ Υ 

 ϞϥχΤ ρ˯ΜΞ π ϛϥάρϜ Μ ρ̒ψΜΠ βϥ τΣΜοḢΊτṆ ϬϜμοΜϥ◕  

 ϜΜϥʻ 

ʾ ◕ḢΊẸᵓʾ◕σςρχ χζϦηϦχ Ϭ―Πϥρ ΰΜρḇαοΜϥΥ ◕̋ ιΪ 

 πϜ Ϭ βϓΦπΚϥρ―ΠοΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾ ЂϱЕˮΚήϐϣ˯χא ρΰοΩϜ Μχψ ᾭʾ ∫πΚϤʺ τᾢϥρ ẰϞ  

 ᵤ Τϣχא ϜΚϥ ᴨ̒ṗψậу Ϟᴸᴲ ᵓχא Ϝ Μʻ ЄІГЭχְ֫Ϭ―ΠοΜϥΥ 

 ᾝ ψ ︣ΨΜμοΣϣγʺзИв˔ϯиϬ―ΠοΜϥʻ ᾠ῎ ᴂψΰοΜσΜʻ 

ʾσΣʺא χ ψ30̇40 ӟ‭ρ ᶓ ‰ΨʺЀрГрБχᾋδ Ϝάχ ΥḿϐϜχΥ  

 ΜʻⱲṍρΰοψ 2̋ 3Ὦψא Υ σΨʺḢΊẁψ χׄτ ϘϥἱΰτΚϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾ ԌτˮᴡΤΰσΪϦωσϣσΜ˯ρΜΞ Υᵌ Π◐ϛʺЀрГрБχᾋδ χ ᴟϬ♯ϙοΜϥ  ̒

 ₈Ϙπψ◕ χṜּי σςϬἿ∏ΰοΜθΥʺᾝ∕ψΣỲϬΤΪοṜⱧϬ⌠ϥ ΰπϜ⌠ ΰοΜϥ  ̒

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ◕χḢΊψᾝ∕ ᾋ ╦ἷπΚϤʺ σςΤϣήϣτ βϥ ☼├Υ πΚϥρ―ΠοΜ 

 ϥʻ 

ʾ χ ╦ṍḧ χᶨ σςʺˮ ₈Ϙπם χσΤμθάρτ︡Ϥ Ϛ˯ρΜΞӪ◗Ὠ Υ πΚ 

 ϥʻ 

ʾ ◕ψᾝ∕ ᵃ τσμοΜϥΥʺ ᵃ ιρΰοϜ ψ ϥθϛάϦϣϬ ︣Ψ︡Ϥ₅ϚάρΥ  

 ʻθρΠωʺΣϙΨαϬ Ψσςπ500דπϜ ρΰοϜϣΠϥ☼├Υ πΚϥρ―ΠοΜϥʻ 
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̗ⱧỘּיG 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊτψᾁ ӦԌᵓχЮрН˔ρΰοḩϩμοΜθΥʺḁ ΰθὓᵊꜛ ψϘμ 

 θΨ ϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ ӹ▀ˮ… χ ˯χ  ☼ Υ οНжНжτ ΜοΜϥʻᾉ ộχ ᶝΪϜΚμθΥʺ Ỵ╦  ̋

ρχ╦…ט  ὀψ ︣τΜμοΜσΜχΥᾝ πΚϥʻЂϱϼзрϽχᶨ ᴟπ и˔ЕιΪψπ 

 Φθʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾЀкЗ τ ϓοЀкЗῇψḢΊНІΥᾚϤʺ ϩϤτТϮЬз˔ϞϽи˔ФϘθψϳ϶˔ϺрϽσς 

 ᾤ “ẁΥ ΠοΜϥʻ ӽΣάΰẸ χЂϱϼзрϽḼᵊ π Ϧϥ Ϝ ΜΥ Μ̋γϦϜᴨρ‏ 

 χⱲṍπΚϤ ψ σΜʻ 

ʾ☼ ϜςάϜ‰ χθϛᾝ Ӳⱱπ ԁ πΚϤʺϱЦрЕ Ϝᶆꜛπם☼ΰοΜϥʻ 

ʾ ∕ⱲḧΥ ΜάρΥ πΚϤʺ ῦϬ ΰθ ᾓЀрГрБσςΥπΦϥρϢΜρ―ΠοΜϥ θ̒ 

 ιΰự χ ψ40 2 ΥΩϜֿבΜ τ‰ ᴟΰοΣϤσϤ︣ΥΜσΜʻ 

ʾ … χ τ ϣϦϥ ῝ᵫⱲψ╙ ρΜμοΜΜϕς ⁯Τϣ Υ Ϙϥθϛ ˑ τ⁮ ΰοΜ 

 σΜʻ 

ʾӟ σкАϼНрЖΥMVϬ╖ֲΰθάρΥΚϤʺζχкϾ ϤπֿבΜ θκΥ βϥάρϜ 

 Κϥ ӟ̒ ψЀІФйϱб˔χ╖ֲϜ ΤμθΥʺa ὣπΚϥθϛᾝ∕ψ μοΜϥ ᾝ̒∕ψЄАϼЗ˔ 

 χᴞ π ־ ᴪΥ ꜘϬ“Ξσςχ  ΥΚϥϕΤ ᾭχNPOΥ τжϱЕϯАФϱЦрЕϬḼ 

 ᵊΰοΜϥʻϘθʺ ἋΥ ΰΜάρπϜ πΚϥʻ 

ʾὛ ↕ψΚϘϤ ψיּ ΨσΤμθϢΞτḇαϥʻ 

ʾНϱϼχ τ ᵒήϦθάρϜΚϤʺНϱϼϞּכχϽи˔ФΥּא Ϭ╖Ϥτ ϥάρϜ Μʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾḚ ῇὋּיτ ϭπΣϤʺ… χ ל Ϭ᷊Φ₅ϜΞρΰοΜϥΥσΤσΤẸ ΰοϜϣΠσΜʻˮ Ỵχ 

כּ  ˯ψל τӪ χΚϥ Υ ΜΥʺˮ … χ ˯χ τ … ψ ᴪΥ πΚϤ ΰΜʻ 

ʾϱрϼжϱрϬᶨ πΦθϣρ◘μοΜϥΥʺ◕ρ╣ χῖ Υ ︣ΨΜμοΜσΜʻ 
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【2】市内観光事業者・団体へのヒアリング（WEB アンケート） 

 朝来市の観光の現状と課題および第 2 次朝来市観光基本計画の推進状況について意見を

お伺いすることで本計画策定における参考とするため、市内観光事業者・団体へのヒアリン

グを行った。 

 

（1）調査概要 

₰  
◕χḢΊχᾝ ρᴿ ΣϢό 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχ

ệτνΜοӪᾋϬΣ▲Μβϥάρπ ὓᵊ├ τΣΪϥ╥―ρβϥ 

₰ṍḧ 7/28 ϯрϾ˔ЕТ϶˔ЭϬЮ˔иτο ʺ8/10 ϯрϾ˔Еᵕ  
◕ יּ ḢΊⱧỘּיʾ  ז5ּ

︣  Google FormsϬᶨ ΰθWEBϯрϾ˔Е 
 

（2）アンケート設問 

1. έᵕ ΜθιΨ τνΜοΣ▲ΜΜθΰϘβ 

1-1.  έᵕ ΜθιΨ χЪЅЄдрϞ σςϬΣ▲ΜήδοΨιήΜ 

1-2.  Ὲּזχḛ σⱧỘ ΣϢό ựχ ΰˢЀкЗᴴΤϣχᵕ ˣϬέễꜘΨιήΜ 

2. ◕ḢΊχᾝ τνΜοΣ▲ΜΰϘβ 

2-1.  2019Τϣ5 ḧ ◕ψˮῖ ῢᶈ τϢϥὊↄ ḕᶨ χ Ϭ αθʺḢΊ  

    Ὂְχם ˯ϬРЅдрτἿΫθ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊτṁξΦ☼├Ϭם☼ΰοΦϘΰθ 

    2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχ ∕ΣϢό ṜРЅдрψέ απΰθπΰϡΞΤ 

2-2.  2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχРЅдрψ ήϦθρ◘ΜϘβπΰϡΞΤ 

2-3.  ЀкЗᴴϬḯϛθάχ5 ḧπ ◕ḢΊχ ᴟρΰοםḇΰθάρΥΚϦωễΠοΨιήΜ 

2-4.  ◕ḢΊχᴿ ρ◘ϩϦϥάρΥΚϦωễΠοΨιήΜ 

   θρΠω Ϊ Ϧ σςχḕẽ Τϣ σςτ βϥέӪᾋϬΣḻΜΰϘβ 

χזּꜛ  .2-5 ʾ† ᶛΰ ϞḢΊ ẁτΣΜο τ︡Ϥ ϭπΜϥ☼├ϬέễꜘΨιήΜ 

    ϘθʺζϦτḩ ΰο◕τẐϛϥ ʾӪᾋΥΚϦωέẶ ΨιήΜ 

2-6.  ◕χϺаАЄвйІὨↄˮΚήέPay˯ψḢΊ ᶛχΰ τὌΥμοΜϥρ◘ΜϘβΤˁ 

   ϘθˮΚήέPay˯ χᾝ Ϟ₈ῇχ ᵫτνΜοᴿ ϞέӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

3. ◕ḢΊχ₈ῇτνΜοΣ▲ΜΰϘβ 

3-1.  ὓᵊχЀрЈФЕˢӛˣτ ΰοέӪᾋϞΣ―ΠΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

3-2.  ᾝ∕χ ◕ḢΊτΣΪϥЩзв˔ЭЋ˔рψ ‰ χḢΊНІτϢϥ ẁπβ 

    άϦϣχ ∕Ⱳḧ ᴥʾ ᶈ Ϭ βθϛχӪᾋϞᴿ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

3-3.  ᾝ∕χ ◕ψ20̇30χᾤ τϢϥḢΊẁΥ τ σΜάρΥ ρΰοấΫϣϦϘβ 

    άϦϣχ Ϭᾦό₅ϚθϛχӪᾋϞᾝ χᴿ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

3-4.   2025τᵫ℗ήϦϥ ∫ʾḩ τ›ϩδθϱрНϳрЖ ẁτνΜο 

    ӪᾋϞᾝ χᴿ χ︡Ϥזּꜛʺ ϙˢ ˣ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

4. ◕χḢΊ τνΜοΣ▲ΜΰϘβ 

4-1.   ḢΊῖ ᴿϬψαϛρΰθ ◕ ʺ ◕ ◕ḢΊẸᵓχḢΊϒχΤΤϩϤ τνΜο 
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    ϯЖНϱІϞӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

4-2.  ᾝ∕ʺ◕ ψ ◕χḢΊτ╥ᵊΰοΜϥρΜΠϥΤ ḇϬέễꜘΨιήΜ 

    Ϙθ◕ χḢΊ╥ᵊτνΜοϯЖНϱІϞӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜ 

 

（3）調査回答 

̗ⱧỘּיH 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΚϘϤ ϣσΜʻ 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχРЅдрϬϢΨ ᵔΰοΜσΜθϛʺ ệΥ 

 ӃπΦσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ יּ ʺ Ϥ ΫψЀкЗӟ χ 60̋τρςϘμοΜϥʻ У˔Эχ₇ΤϣὣᾚΰʺαϤ τ 

 σϤννΚϥϢΞτḇαϥʻ 

ʾ ◕ψ ϺаОΥ σΜθϛʺ ∕ἷχЂ˔РІΥ ằπΦγʺ ϤήϦοΜϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾ ӽτ ∕ΰσΜ ∕χ ἕ ⱨ χ ₯ל τϢϥ‰ ᴥᴣ χ Υ πΚ 

 ϥʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾֿבΜ τ ṓχϱЦрЕϬᵫ℗βϓΨʺḼᵊ ӛβϥάρΥ ʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾ ˙Ỵχ כּ  … χ  ρΰο ◓ Ϟ ʺט ρρϜτϯС˔иΰθΜʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾ ʺ χUPχθϛЪІЌ˔ʺжЅϷ Ϭ“Ξʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾ ◕ ằχжЅϷІЪАЕCMϬ τ δϥϢΞσḼᵊϬẶ π―ӛήδοΜθιΦθΜʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψςκϣΤρΜΠω ◕τώήϩΰΜρ◘ΞΥʺḇᶐ ΥếΨʺἇ ᴟΰτΨΜρ◘ 

 Ξʻº ϣΰσΥϣƋƋƋºψᾤ ₯Υ ΦΨʺ Υԁᾕ τὨϛϣϦσΜρ◘ΜϘβʻ 
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̗ⱧỘּיI 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΚϘϤ ϣσΜʻ 

ʾὓᵊṍḧ τΣΜοˮ ᵫΦ˯ϱЦрЕϬ ṛᵫ℗πΦθάρψ ᴮιρ◘Ξʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾḢΊНІψ τ ΠοΜσΜΥʺЫϱϸ˔π βϥ Υ Π Ϥψ ᴥΰοΜϥʻ 

ʾḢΊ ựτ ϦϥйІЕжрϞϸТϴχḘ σς ԊΥ σΜԊ ΥΚϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾ ΜϞβΜ ▀ ʺᴮ ϬνΨϥάρΥ ʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾϸТϴϞ ⱧπΦϥράϧΥ ΰΜʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾ ᴣᶊπ♯Ԑ ᾓϬ◐ϛθϤʺ† ήϦθ τФйЉрЕϬ ΰο™ Ϭ Ξʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾḢΊ ựχԐ σςΥϩΤϥЫАФχ⌠ ϬΣḻΜΰθΜʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψ ◕τώήϩΰΜρ◘Ξʻ 

 

 

̗ⱧỘּיJ 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΚϘϤ ϣσΜ Ђ̒ϱϼиБ˔зЇЭϒχ︡ Ϟ ◕̋ ḢΊⱢᾛχἕṞΰτ︡ ϘϦοΜϥΥ ◕̋ 

 Ϙπψ ΜοΜσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾЀкЗ ρ ᶓΰοᾤ ẁΥ ᴥΰοΜϥΥʺ ẁψ τᾚ ΰθϘϘρσμοΜϥʻ 

ʾ◕ τΣΜοḢΊϬ ρΰθ ἷНІϬᾋΤΪϥάρΥσΨσμθʻ ᵤ πχ Ϧ☼  

 χ ᴂχ ᴟϜΚϤʺ ӽπ σ Ϭ ằπΦϥ☼ Υϕϖ ΨσμοΰϘμθάρϜ  

 ԍʻ “Τϣᾤ “ϒρ μθԊ ʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾ ӟᵰτϜ Ϟה῝ ◌ṗ⅔χẅσςʺ τϜḿωϦϥḢΊⱢᾛψ πΚϥΥʺ כּ  

 Ϙπχ χ τϢϥⱲḧ ʺϞט ἷπχ ϦΥπΦσΜ χ Ϧḕẽχ Υ Ϝ̒ΰΨψ 

 πψσΨᾤ χḢΊ☼├ϒρЄТЕβϥχπΚϦωʺϘγψ ☼ χ Υ ρḇαϥʻ 

ḢʾΊ ᶛτ ᴟβϥάρϬ ρβϥχπΚϦωʺ ☼ χ ᾢϞḢΊ☼ τᾢ ΰθPayPayϼ˔ 

 Ърχ “σςϬᾁ ΰο ΰΜʻ 

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾ ϦΥᴦ πσΣΤν σЮИв˔Ϭ ằπΦϥ Ⱨ☼ Υи˔Е τ ʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾ τάιϩϤβΧʺ ϤβΧοΜϥʻ τάιϩϥχπΚϦω Ќ̋˔ϿАЕ Υ Ϧοϙθ 
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 Μρ◘ϩδϥ Υ ʻ ◓ … χ ϱ̋Ю˔ЅϬ╥―τ χ Ϭ  βϥ 

 ΤʺᴸϞꜛ Ϭ τ ΰθϕΞΥ Μʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾ◕ π ήϦϥ ψ πΚϤʺ ϒχϱрНϳрЖψϢϤ ᵤ χᴛ Ϭ ◙βάρτσϥ 

 ρ◘Ξ ζ̒χ › ΥЮϱрχӱ ︣ τσϥρ―ΠϣϦϥΥʺ ☼ ψꜛ πχכּ Υ ρσϥ 

 θϛ ς̋χϢΞσ☼├ϬρϦωϢΜχΤᾋ ΥνΤσΜʻ Πω π ẁτ︡ ϙ ϱ̋рНϳрЖ 

 ΰΪχ ρйрЌϸ˔χЈАЕ ˢᶤԏˣσςΥΚϦωϢΜχΤϜΰϦσΜʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾԐ τνΜοψᴦ σᾢϤ ᾕ ∙Ϭ► βϥЮИв˔ϒρ  ΰοΜϥʻϘθ χ ▀  

 ϬϘϭϓϭσΨ︡ϤӌΞάρπʺu Ϭᶚΰϭι τψ╦χ ▀ ╦̋Ϭᶚΰϭι τψᵤχ ▀ Ϭ†  

 ΰοϜϣΠϥϢΞ   Ϭ™  πΚϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾᾤ ϜΰΨψ Ϭ ◕χЮϱрЌ˔ϿАЕρβϥχπΚϦωʺ ΜЀрЈФЕιρ◘Ξ ΰ̒ΤΰЀ 

 кЗ Ϙπψ ớ τ ẁχ τ︡ ϙ Ḣ̋Ί τνΜοϜ τ μοΜθᾝ ΥΚϥ Ќ̒˔Ͽ 

 АЕϬ Τϣᾤτ  βϥάρψ░ ιΥʺᾤχḢΊ χϙπḢΊỘΥ Ϥ νϘπχṍḧτΣΜ 

 οʺ◕Ϟ ◕ḢΊẸᵓΥςχϢΞσḢΊ☼├ϬρϥχΤϬ ꜘΰο ΰΜʻ 

 

 

̗ⱧỘּיE 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾΣΣϚφ μοΜϥ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ Μ›ϩδʺ ẁ ψ ἱΰιΥʺЀкЗᴴӟ χ τψ ΰοΜσΜʻ 

ʾ⁯ ʾᵤᵰϱрНϳрЖ χיּ“ ΰΥ ΦΨ ᴟΰθ ʺ ◕ χḢΊϜֲốϬ ΪοΜϥ ϱ̒рН 

 ϳрЖ χיּ“ ΰΥSDGsχ ρ Ϙμο ϩμοΦοΜϥʻ ◕Ϝ ϤχϞϤ πψʺ 

 τ ωϦσΜπΚϧΞʺρםḇβϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾḢΊ ρΰοχΚϥϓΦРЅдрΥ ᶎπσΜθϛ Ќ̋˔ϿГϰрϽΥ ϘμοΜσΜʻ ЫІБ˔з 

 ЇЭ ☼├Υ μοΣϥΥʺЫІБ˔зЇЭπ◕ τΣỲΥ κϥ▫ ϙξΨϤψ χϘϘιΰ  ̋

 ζϜζϜ ◕χếϙψЫІБ˔зЇЭτψΰΤσΜʻ ṍ ∕ἷᾤ “τάζ ◕χếϙϬᶨΤ 

 δϥρ―ΠϥχπʺζκϣτзЊ˔Іχ Ϭ ⱢβϥϢΞτЄТЕΰο ΰΜʻ 

ʾḢΊДІГϰК˔Єдрρΰοχ ◕χУжрДϰрϽχếᴟϬ ϛο ΰΜʻζϦΥ◕ Ϟӱ Ṇ 

τיּ  βϥ ◕χϱЮ˔ЅτϜνσΥμοΜΨʻ 

ʾ◕ ΥΣ ιρḇαοϜϣΞτψʺJRОІ ⱱּיτᶤԏσςχЂ˔РІϬβϥσςχ ΤϤϞβΜ 

 ☼├Υ ʻ 

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾ₈ᾝ∕πψάάϬ Ϥּגοϥχψ ├πψσΜΥʺάχЩзв˔ЭЋ˔рψ ἱΰτΚϥΰʺḢΊН 

 Іʾ “ψ βϥ ΰτΚϥ ά̒άτзЊ˔ІϬ ᴞβϥχψṮ Ϭḇαϥθϛ ᾝ̋ Ӳⱱ☼├Υ 

 ϘΰΜρ―Πϥʻ 



 

69 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾ⁯ ◕ πᾠΠω ◓̋Ӿο Τ ◓χϳϴиКІБ˔зЇЭϬ βϥϓΦιρ―Πϥʻ ᵓχ  

 τ Ϧθ Ϭ ◕χꜛ ρ ˑχϜοσΰπ ᴟΰʺϺйϱτᾕṓτσμοṑϥʻΣΥΨγ•  

 ʺΦϦΜσ ʾἋṓʺ ʺ σ ∙ʺϠμθϤρΨνϧΩ͎ ˙͏ χФжрʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾ ṍ ∕ἷχ ᾓЀрГрБϬ ᴟΣϢό ◕χḢΊДІГϰК˔ЄдрρΰοχУжрДϰрϽ 

 Ϭ“μοΜϥʻ₈ῇЀрГрБΣϢό ằẸ Ϭᶈיּ ήδʺOTAσςπ Ϭ ΰοΜΦθΜʻ 

ʾϱрНϳрЖΰΪτϋϡΞέТϰ˔иЖОРзϷрχФкϽжЭτ ήϦ 3̋-1πꜘήϦθЀрЈФЕ 

 Ϭ ϩΠϥḢΊ Ϭ ◙ΰο︡Ϥ ϭπΜϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ᵓΥ ϛοΜϥχψ τζχϢΞσḢΊ σχπʺ ρϜάχЀрЈФЕπ ϛο ΰΜʻ 

 

 

̗ⱧỘּיK 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΚϘϤ ϣσΜʻ ṛπԐ Υ τ ϥσς ᾤ̋ ḢΊẁΰΪτ ΰοψ Ϙ̋κχ 

 ΰ τԁ χ ᴣΥ ϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾЀкЗᴴΤϣψ ʺẁ ρϜḁ ᵕ ΰοΜϥʻ 

ʾ1̇ 2Ὦψ Υ Υ ΨοϜ ╦ΰοΣϤʺΣẁ χ τνσΥμοΜϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾϹϱЖψ ᴟήϦϥϓΦʻ◕ ☼ κṄϤχ ἷНІτ ỲϬ ΰο ΦθΜʻs χ ἷН 

 І “ ỲΥ‰Μˣ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾ◕ YouTuberτᶨ ΦʺPRϒχẸ Ӣ Υ ʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾꜛּזρΰοψ ᾠ῎ᴟ ᴂ ʻ ḬˢὛ ˣ̋ Ỵχ כּ ʾ… χ χІЕ˔з˔Ϭ ᾫᾉρ ὀΰ  ̋

 ◊ ᴣ Ϭᶋρΰθᴣ ʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣᾝ χ︡Ϥ ϙρᴿ  

ʾṗ ḇχΚϥ Ϥ   םʺ Ϭ“μοΜϥʻ 

ˢꜛּזτΣΪϥˣ₈ῇχ︡Ϥ ϙρ◕ϒχ  

ʾ ᾫᾉ Ḛᶭזּ῝ χ ◕ḢΊ יּ“ “ ἎϬΣḻΜΰθΜʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψ ◕τώήϩΰΜρ◘ϩσΜʻ ԁⱳ σ π Ԑ̋ ḯϛḢΊⱧỘּיΥ ΤϥϢΞτ 

 ὓΰοΜΤσΜρʺ ỘԌχֿב ᴟ  Υ ϛτΨΜʻs ḢΊⱧỘּי ỘԌχ‰ ᴟϜᴿ ρΰο ꜡ 

 ΰο ΦθΜʻx  
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【3】市役所関係各課ヒアリング（WEB アンケート） 

 朝来市の観光の現状と課題および第 2 次朝来市観光基本計画の推進状況について意見を

お伺いすることで本計画策定における参考とするため、市役所関係各課に対してヒアリン

グを行った。 

 

（1）調査概要 

₰  
◕χḢΊχᾝ ρᴿ ΣϢό 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχ

ệτνΜοӪᾋϬΣ▲Μβϥάρπ ὓᵊ├ τΣΪϥ╥―ρβϥ 

₰ṍḧ 7/28 ϯрϾ˔ЕТ϶˔ЭϬЮ˔иτο ʺ8/10 ϯрϾ˔Еᵕ  

 יּ
› ├ᴿʺ ọᴿʺὊↄ ọᴿʺ ◦ ʺ╦ ◦ ʺ ◦

 

︣  Google FormsϬᶨ ΰθWEBϯрϾ˔Е 
 

（2）アンケート設問 

1. έᵕ ΜθιΨ τνΜοΣ▲ΜΜθΰϘβ 

1-1.  Ϭέᵕ ΨιήΜʻ 

1-2. χ ᵬϬέᵕ ΨιήΜ 

2. 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊτνΜοΣ▲ΜΜθΰϘβ 

2-1. ὓᵊχ Ϭέ απβΤʻ 

2-2  ὓᵊψ◕ τ ΰοΜϥρ◘ΜϘβΤʻ 

2-3. ˮ2-2˯ πζΞ Πθ ϬễΠοΨιήΜʻ 

2-4. ὓᵊπψ ◕ḢΊχРЅдрϬˮῖ ῢᶈ τϢϥὊↄ ḕᶨ χ Ϭ αθʺḢΊ  

  Ὂְχם ˯ρἿΫοΜϘβΥʺάϦψᾝ∕χ ◕τρμο πΚϥρ◘ΜϘβΤˁ 

2-5. ὓᵊπψ ◕ḢΊχЀрЈФЕϬˮꜛ ʾ ◊ʾ ᴟʾ ΥΣϜοσΰβϥ ựṕḢΊχ     

  ᾜḩῢ˯ρἿΫοΜϘβΥʺάϦψᾝ∕χ ◕τρμο πΚϥρ◘ΜϘβΤˁ 

3. ◕ḢΊχᾝ ρᴿ τνΜοΣ▲ΜΜθΰϘβ 

3-1.  ḢΊẁχ Ϊ Ϧ χΞκ τ☼ ʾ ⱳῖ σςχМ˔Ж τνΜοᴿ ρ◘ϩϦϥάρϞ 

    ӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

3-2.  ḢΊẁχ Ϊ Ϧ χΞκ τ ∙Ӿ σςχЊТЕ τνΜοᴿ ρ◘ϩϦϥάρϞӪᾋΥ 

    ΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

3-3.  ḢΊῖ ᴿΥם☼ΰοΜϥ◕ᵰΰΪχḢΊФкЯ˔ЄдрτνΜοχέӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨ 

   ιήΜʻ 

3-4.  ᾝ∕χ ◕ḢΊτΣΪϥЩзв˔ЭЋ˔рψ ‰ χḢΊНІτϢϥ ẁπβʻάϦϣχ 

    ˑ χ◕ τΣΪϥ ᶈ Ϭ βθϛχӪᾋϞᾝ χᴿ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

3-5.  ᾝ∕χ ◕τΣΜοψ20̇30χᾤ τϢϥḢΊẁΥ τ σΜθϛʺάϦϣχ Ϭᾦό₅Ϛ 

    άρϬ ρΰο―ΠοΜϘβʻζχθϛχӪᾋϞᾝ χᴿ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

3-6.  2025τᵫ℗ήϦϥ ∫ʾḩ τ›ϩδθϱрНϳрЖ ẁτνΜοʺ ӪᾋϞᾝ χᴿ  

    ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ  
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3-7.  ḢΊḩ χ☼├ρΰοꜛᴿπ ꜛτם☼ΰοΜϥ︡Ϥ ϙΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

3-8.  ◕χϺаАЄвйІὨↄˮΚήέPay˯ψḢΊ ᶛχΰ τὌΥμοΜϥρ◘ΜϘβΤˁ 

3-9.   ˮΚήέPay˯ χᾝ Ϟ₈ῇχ ᵫτνΜοᴿ ϞέӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

4. ◕χḢΊ τνΜοΣ▲ΜΰϘβ 

4-1.  ꜛᴿρḢΊῖ ᴿϘθψ ◕ḢΊẸᵓΥ τ ὀπΦοΜϥρ◘ΜϘβΤˁ 

4-2.ˮ4-1˯ πζΞ Πθ ϬễΠοΨιήΜʻ 

4-3.  ₈ῇ τḢΊῖ ᴿϘθψ ◕ḢΊẸᵓρ ὀΥ ιρ◘ϩϦϥ☼├Ϟ︡Ϥ ϙΥΚϦω 

    ễΠοΨιήΜʻ 

4-4.  ◕χḢΊτ◕ ψ τ╥ᵊπΦοΜϥρ◘ΜϘβΤˁ 

4-5.ˮ4-3˯ πζΞ Πθ ρ◕ ╥ᵊτΣΪϥӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

4-6.   ḢΊῖ ᴿϘθψ ◕ḢΊẸᵓϒχӪᾋϞ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

5.   ὓᵊχЀрЈФЕτνΜοΣ▲ΜΰϘβ 

5-1.ὓᵊχЀрЈФЕˢӛˣψ ◕ḢΊτΣΜο ιρ◘ΜϘβΤˁ 

5-2.ˮ5-1˯ πζΞ Πθ ρ◕ ╥ᵊτΣΪϥӪᾋΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

5-3.ὓᵊτ βϥӪᾋϞ ΥΚϦωΣ ΤδΨιήΜʻ 

 

（3）調査回答 

̗ ◦  

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΣΣϚφ μοΣϤʺ◕τϜ ΰοΜϥρ◘Ξʻ 

ʾὓᵊχЀрЈФЕϞРЅдрψ ◕τ ΰοΜϥρ◘Ξʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾᾝ χ ₅πⱧỘּיχ Υ Ϥ μοΜϥχΤ ΤϣσΜʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾḢΊӛ τνΜοϹϱЖ Υ ρ◘Ξʻ 

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾЀкЗᴴτΣΜοψ “ψᵗ πΰθΥᵕ ΰννΚϤϘβʻṐᵓϬρϣΠ ẁ ԌτΰΪο 

 “ Ϭᵫ βϥσς ớ τ ϬΰοΜΨ ΥΚϥρ◘ΜϘβʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾֿב τνΜοψϱрТиϵрЂ˔ χ῟ᴮΥΚϥⱧỘϬ ᵫΰSNSϬ ΰοἴ ΰοΜΨ Υ 

 Κϥρ◘ΜϘβʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾ τψᵰ⁯ χḇᶐΥϩΤϣσΜθϛ ◕χ ϬςχϢΞτPRβϦωΜϢΤϩΤϤϘδϭʻ  

 ỘּיχӪᾋϬ ΨσςϬΰʺϱрНϳрЖ ẁϬ μοψςΞπΰϡΞΤʻ 

ˢꜛᴿτΣΪϥˣḢΊḩ χ︡Ϥ ϙρ ὀ ệ 

˲ꜛᴿχ︡Ϥ ϙ˳ 

ʾӻ ᴒʺ ּז ʺ χ͏☼ χ ọẉόḢΊ☼ ρχ ὀ 

˲ḢΊῖ ᴿρχ ὀ ệ˳ 

ʾᾝ ψςκϣΤρΜΠω ὀπΦοΜϥρ◘Ξʻ ϬẶ ΰσΥϣⱧỘϬ ϛοΣϤ ₈̋ῇψᶆϱЦр 
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 Еχ Ặ τϢϤζχ “ⱧΥ σϣσΜϢΞτ ᵓṳϬ“Ξσςήϣσϥיּ Ặ Υ ρ◘ 

 ϩϦϘβʻ₈ῇϜԏΦ Φ ὀϬếᴟΰḢΊ ọϬ μοΜΦθΜρ◘ΜϘβʻ 

ʾԏΦ Φ ὀϬếᴟΰḢΊ ọϬ μοΜΦθΜρ◘ΜϘβʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψςκϣΤρΜΠω ◕τώήϩΰΜρ◘ΞΥʺЌ˔ϿАЕϬ‒ϥάρΥ ρ◘ΜϘβ  ̒

ʾḢΊ ọπ σάρψḢΊ ᶛϬ ᶛήδϥάριρ◘ΜϘβ Σ̒ỲϬ ρβ▫ ϙʺ Ϭᾆẕΰ 

ΰοΜΨάρΥכ◦  Τρ◘ΜϘβʻ 

◕ ὀ 

ʾᾝ∕ςκϣΤρΜΠω◕ ψḢΊτ╥ᵊΰοΜϥρ◘Ξʻ ◕ḢΊẸᵓχ Ⱨήϭ Υ τ τ 

 ︡Ϥ ϭπΜϥʻ 

 

 

̗ ◦  

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΚϘϤ ϣσΜʻ ʺ μο ΰΜ τψԊ╓ Υ ϣϦοΜϥρ◘Ξχπ◕ τ ψΰο 

 Μϥρ◘Ξʻ 

ʾὓᵊχЀрЈФЕϞРЅдрψᵵφ ◕τ ΰοΜϥρ◘Ξʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾΣ ▀χ  ʻם

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾ Υ χọיּ τלΠω Μʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾ τ ẁ Υ ωδϣϦϦω Μʻ 

ˢꜛᴿτΣΪϥˣḢΊḩ χ︡Ϥ ϙρ ὀ ệ 

˲ḢΊῖ ᴿρχ ὀ ệ˳ 

ʾᾝ ψςκϣΤρΜΠω ὀπΦοΜϥρ◘Ξʻ₉μθρΦτψ ὀΰοΜϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψςκϣΤρΜΠω ◕τώήϩΰΜρ◘ΜϘβʻ◕ χḢΊⱢᾛρ› ΰοΜϥρ◘Μ 

 Ϙβʻ 

◕ ὀ 

ʾᾝ∕ςκϣΤρΜΠω◕ ψḢΊτ╥ᵊΰοΜϥρ◘ϩσΜʻ ḢΊⱧỘτΤΤϩμοΜσΜʻ 
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̗Ὂↄ ọᴿ 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψϢΨ μοΜϥΥʺḢΊτὀϩμοΜϥּיΥ σΨ◕ χḩ Υ Μθϛ◕ τ ΰοΜϥ 

 ρψ◘ϩσΜʻ 

ʾὓᵊχЀрЈФЕϞРЅдрψ ◕τ ΰοΜϥρ◘Ξʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ ☼ Υ σΜάρΥᴿ πΚϥʻ 

ʾḢΊ ∙ΥӾμοΜσΜάρϜᴿ πΚϥʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾ ◕χếϙϬ ωβЫ˔ϾГϰрϽ Υ πΚϥʻ 

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾ ẁϬ Ϊ Ϧϥ ☼ Ϟ Ⱨ ΥσΜʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾֿיּבτΰΪθSNSτϢϥḢΊPRΥ ΰοΜϥʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾ χ ϬᶨΤΰθ Ϭ β︡Ϥ ϙΥ ʻ 

ˢꜛᴿτΣΪϥˣḢΊḩ χ︡Ϥ ϙρ ὀ ệ 

˲ꜛᴿχ︡Ϥ ϙ˳ 

ʾДЅЌи ӽ ᵁχᶨ ʻ 

˲ḢΊῖ ᴿρχ ὀ ệ˳ 

ʾᾝ ψςκϣΤρΜΠω ὀπΦοΜϥρ◘ϩσΜʻДЅЌи ӽ ᵁτΣΪϥ︡ τΣΜο ◕ 

 ḢΊẸᵓτṄϤ Μʺ σϥ◦כΥ ιρ◘Ξʻ 

ʾḢΊῖ ᴿτψḢΊ ӽξΨϤχ ︡Ϥ ρΰοʺ σḩἰּיρẸ ΰσΥϣ☼├Ϭ  ΰο☼םτם

 ϕΰΜʻ 

ʾḢΊ ӽξΨϤχ ︡Ϥ ρΰοʺ σḩἰּיρẸ ΰσΥϣ☼├Ϭ  ΰοΨιήΜʻ☼םτם

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψ ◕τώήϩΰΜρ◘Ξʻ 

◕ ὀ 

ʾᾝ∕ςκϣΤρΜΠω◕ ψḢΊτ╥ᵊΰοΜϥρ◘Ξʻ Ϟ Ỹψ Σ̋Ϝοσΰχ πḢΊẁϒ 

 ΰοΜϥʻ 

 

 

 

̗ ọᴿ 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΚϘϤ ϣσΜʻ“ χ πήΠ πΦοΜϥρψ◘ϩσΜʻ 

ʾὓᵊχЀрЈФЕϞРЅдрψ ◕τ ΰοΜϥρ◘Ξʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾḢΊỘϬְϘϦϥⱧỘּיΥ σΜʻ 
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ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

ʾ◕ᵰΰΪϜ πΚϥΥʺ◕ χӪ꜡ χ ϬⱱνάρϜ πψσΜΤʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾֿבΜ ϬЌ˔ϿАЕρΰθ▫ᶝΪΥπΦϦωϢΜχπψʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾ‰ẘ ∙ˢ ẞˣτ ᴟΰθЮИв˔πχ ᴂϬ―ΠοψςΞΤʻ 

ˢꜛᴿτΣΪϥˣḢΊḩ χ︡Ϥ ϙρ ὀ ệ 

˲ḢΊῖ ᴿρχ ὀ ệ˳ 

ʾᾝ ψςκϣΤρΜΠω ὀπΦοΜϥρ◘ϩσΜʻΣ῀ΜỘ τνΦ ὀπΦοΜσΜχπψρ 

 ◘Ξʻ 

ʾ ◕ḢΊẸᵓχỘ ΥϩΤϣσΜʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψ ◕τώήϩΰΜρ◘ΞʻḢΊτὀϩϥ ⱧּיρΰοχӪ꜡χ Υ πΚϥʻ 

ʾ◕ И˔ЇϬ Ӄΰ ᶎσ☼├χ ᵫΥπΦϥὓᵊχ├ Ϭ βϥʻ 

◕ ὀ 

ʾᾝ∕◕ ψḢΊτ╥ᵊΰσΜρ◘Ξʻ╥ᴥΰϞβΜ◕ „℅χᵫ℗Υ πΚϥʻ 

 

（7）総合政策課 

2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊ ệ 

ʾὓᵊψΣΣϚφ μοΜϥʻθιΰ├ Ⱳӟ‭χ῟ᴮᾁ ˢKPI ệˣΥ῝ᵫήϦοΜσΜʻϘθ  ̋

 ЀкЗτϢϤḢΊϬρϤϘΨ ệψ ΦΨ ϩϤʺЀкЗ τ├ ήϦθὓᵊζχϜχχ ψ α 

 ο ᴞΰοΜϥϜχρ―Πϥʻ 

ʾὓᵊχЀрЈФЕϞРЅдрψ ◕τ ΰοΜϥρ◘Ξʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣḢΊχᾝ ρᴿ  

ʾ ⱳῖ τνΜοψ ◕̋ χ ᶨӱ ︣ ρΰοχ НІʾϯЀНІχ™ Υ ϭπΣϤʺ ϞНІ 

 σςχ Я˔ЖτνΜοψ τψКϹГϰУσᾋ ΰρᾠϩίϥϬ σΜʻ 

ʾ χ ϙϹϱЖψᵗ ζ̒χ χϹϱЖϜ‰ ᴟΥ ϭπΜϥ Ḣ̒Ί ∙ψḾṐ ệτΚϥχ 

 πψʻ 

ˢ ◕ τΣΪϥˣӪᾋʾ  

˲Ṍ ᾽ẁχ ᶈ ˳ 

ʾ τϘνϩϥПАЕ Υ ʻζχθϛτψ χׄϞ ḩἰⱧỘּיρχ ὀʾẸ Υ ʻ 

˲ ṛ᾽ẁχᶍ ˳ 

ʾᴆ ὉϱрНϳрЖΥ ϭτσϦωʺΣχγρֿב ψ ϥϢΞτσϥχπψʻ 

˲ τ›ϩδθϱрНϳрЖΰΪ ˳ 

ʾϷзрСАϼϕςχϱрОϼЕψσΜϜχχʺᾝ∕χϱрНϳрЖτῨֲốϬϜθϣβάρψḧӸΜσ 

 Μʻ ӟ‭χ χ ΜϱрНϳрЖϬᾋ Πθ ϬⱱνϓΦʻ 

ˢꜛᴿτΣΪϥˣḢΊḩ χ︡Ϥ ϙρ ὀ ệ 

˲ꜛᴿχ︡Ϥ ϙ˳ 

ʾ῝Ặῖ ˢ τ ˣ Ϭ ρΰθʺῲӽ ὀπχϱЦрЕʾϺарЧ˔рʻ 
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˲ḢΊῖ ᴿρχ ὀ ệ˳ 

ʾᾝ ψςκϣΤρΜΠω ὀπΦοΜϥρ◘ϩσΜʻḢΊῖ ᴿρ ◕ḢΊẸᵓΥ ὀπΦοΜσΜ 

 ϢΞτᾋΠϥʻ ◕ḢΊẸᵓψϘι◕ π ∕ḇϬꜘδοΜσΜ π Ḣ̋Ίῖ ᴿρΰο₈ΰωϣΨϽ 

 зАФΰοΜΨ ΥΚϥρ◘Ξʻ◕ ḢΊⱧỘּיρχ ὀʾẸ Ϝ πΚϥʻ 

ʾ῀Μχ ᶤϞếϙϬᶨΤΰθ ὀΥ πΚϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕψςκϣΤρΜΠω ◕τώήϩΰΜρ◘Ξ ά̒χЀрЈФЕᴞπψ◕ ʾḢΊⱧỘּיʾḢ 

 Ί“ χ ὀʾẸ ΥΩϜ τσϥχπψρ―Πϥʻ 

ʾ◕ τΰΪʺ ◕χḢΊΥ ◙βϓΦ◒ ◕̋ Υ ΞϓΦ ᶤϬϱрОϼЕϬϜμο ΠϥϜχτσϦ 

 ωΜΜρ◘Ξʻ 

◕ ὀ 

ʾᾝ∕ςκϣΤρΜΠω◕ ψḢΊτ╥ᵊΰοΜϥρ◘ϩσΜʻḢΊτḩ βϥ◕ χβζ ϬῲΫοΜ 

 ΨάρΥ ʻs ᾝ∕ψϘιϘιᾧ ᴟˁ ḢxΊτ︠ τḩ βϥ◕ Υ ΠϦω ζ̋χ ◕  ̋

 well-beingϜΰ ΰοΜΨʻ 
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【4】市民座談会  

 朝来市の観光の現状と課題および第 2 次朝来市観光基本計画の推進状況について意見を

お伺いすることで本計画策定における参考とするため、市民座談会を行った。 

 

（1）調査概要 

₰  
◕χḢΊχᾝ ρᴿ ΣϢό 2ⱳ ◕ḢΊṁ ὓᵊχ

ệτνΜοӪᾋϬΣ▲Μβϥάρπ ὓᵊ├ τΣΪϥ╥―ρβϥ 

₰ṍḧ 8/24ʺ8/ 25 ˢ1ᵕτνΦ 4˙5 60 ˣ 
◕ יּ  ˢ ӽ τ›ὓ 4ᵕם☼ˣ 

╥ᴥּי ◕ ԌΣϢόὛ ᴟḢΊ ᶘᶘ  
 

 

（2）調査回答 

̗ ╦ ӽ 

◕ḢΊχᾝ ʾם  

ʾ◕ ψḢΊ χựΨτ“ΤσΜάρϜΚϤʺ χᵕϤπЀкЗᴴῇτḢΊẁΥ ΠθḇᶐψσΜʻ ╦ 

 ׄ Ϭ τᵤᵰχ ψ ΠοΜϥρΜΞԊ ΥΚϥʻ◕ χРЅКІШГиϘπІ˔БϾ˔ІϬԏΜ 

 ο ΜοΜϥ ϜᾋϣϦθʻ 

ʾˮ ᵫΦ˯τψ ᾉЗрН˔Υ Ψ ϦοΣϤʺ ψϱϷр ╦ ựτϜ Υ Τμθʻ 

ʾЀкЗᴴ τự ӽχШГиτ ϘμοΜθ χ ẁσςψ ΰθʻ 

ʾ χΩ ṍψ כּ Υ ήϦοΣϣγ ῖ̋ ΥОрϼΰοΜθ ᾝ̒∕ψ֬ᵤЄ˔ЇрϬḯϛο  

כּ  ψϺаОЄГϰ τ ϘμοΜϥΥʺ ựΨχ Ϭᶎכּ ΰϢΞρּכ βϥ Ϝ Μʻ 

ʾ ׄự χ ᶓ ᴣᶊχ‰Μ ☼ ψ֬ᵤЄ˔ЇрӟᵰϜ πע 2̋ ӟ βϥ ΥΜϥρϜ Μο 

 ΜϥʻάϦϣχ ψḢΊ πψσΨˮ χἋṓ˯Ϭḇατאָ οΜϥϢΞπʺ ϙθΜ  жрϺрϽχאָ

 ӡΤϣ “ ϬὨϛοΜϥρΜΞӪᾋϜ ΜθάρΥΚϥʻ 

ʾ‰ᴣᶊ ˢ1 ד50,000 ˣϬ‰Μρ◘ϩσΜ ᵓΤϣχḢΊẁϜ ΜϢΞιʻ 

ʾ ֬Ếτ┴Ϭᾋτ ϥḢΊẁϜΜϥʻ ρψӸΜ ᶓ Ττ┴Ϭ ϛϣϦϥʻ 

ʾ χ ᴞ ρ ψ Ϧϥ χ ΥӸΞ ӤṓΥΚϥʻ τ ϥ ψ ᴞ τ κṄϣγϸТϴ 

 σςϜ σΜθϛʺ ≤ᴛ τ ϦοΜμοΜϥϢΞτᾋ ΪϣϦϥʻ 

◕χḢΊτḩβϥᴿ ʾӪᾋ  

ʾᾝ∕χ ◕ψˮḢΊẁψ ︣τ ο ︣τᵃέβ˯ρΜΞ ӤṓπΚϤʺМ˔Ж ʾЊТЕ ΜγϦϜ 

 ΣὝΠπΦϥ Υ μοΜϥρψΜΠσΜʻ τˮ ˯ψḢΊẁψ₉μοΜϥχπψρ―Πϥʻ 

ʾΣὝΠπΦϥ Ϭ ΠϥϓΦπΚϥρ―Πϥ ᾝ̒∕ʺꜛ σςχḢΊΥУ˔ЭτσμοΜϥΥ ζ̋χ  

 π ᴎ τΰΤΞ Ϭ ︣ΨϺаАЎπΦοΜσΜχπψρḇαοΜϥʻ 

ḢΊτ βϥ Ϧ  

ʾζϜζϜ ◕ ψḢΊẁϬΣὝΠΰθΜ ṃ̋ΰΜρ◘Ξ ΥΚϥρḇαοΣϤˮ ϢζּיΥ θ ρ˯ 

 ◘ΞϢΞσ πψσΜρḇαοΜϥʻ 

ʾ ◕τ οϜϣΠϥάρψḐὝπΚϥʻ 
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ʾᵤᵰΤϣ ◕τ ήϦϥάρτνΜοψ◕ Ϝ ᶓ ϳϴиϸЭπΚϥʻ 

◕χ Ϟ ẐβϥϓΦЀрГрБ 

ʾ τ ◕Ϭ ϦοΜϥᵤᵰχ ψ ὉΥ ΜԊ ΥΚϥʻ χꜛ Ϟ╦ ϤσςϬ ᾓΰτ ϥ 

 Υ Ψʺˮ ◕ψ╦χ χ Υ ˯ρΜΞӪᾋϜ ΜθάρΥΚϥʻ 

ʾ ᵓψ Υ ΨʺἋṓϜӂΜʻ ◕ψᴡϜσΜΥϚΰϧζϦΥϢΨʺּכήΠΚϦωᴡπϜπΦϥʻ 

ʾᾠ῎ᴟψ ΰΜΥ ◕ψˮ ςάΤ ϢΜ ρ˯ΜΠϥ πΚϥρ―ΠοΜϥʻ τβϦӸμθ τҼ 

 ╕ΰοϜϣΠϥάριΪπϜ ᵓτψσΜάρπΚϥʻ╦ԛ χ ︡σςρ ᶓΰο ∫τựΜάρ 

 ϜΚϤʺ ϥΨּזῖ σ Υ₢ ΜοΜϥᵹπΚϥρםḇΰοΜϥʻ 

ʾ ˑ Т϶йІЕзЋ˔ЕCoCoDeψ Υ︡ϦσΜϕς ṓπΚϤʺậу Ϝ ρ ΜοΜϥʻ 

 ϘθʺΣ σԐ Υ ΠοΜϥ ʺ ӽΣάΰẸ χϾРрήϭρйМрήϭϜϢΨ τσϥ  ̒

ʾ ψ ◊Ϟ╦ ϤΥῨΦσϣ“Ψρ◘ΞΥʺ σάρϬ ϩΞάρψπΦσΜρ◘Ξʻ  

 π 1ᴗ ψᾋτ“Ψρ Μρ◘ΞΥʺ1ᴗ ιΪπ Μρ◘Ξʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ψϸТϴΥ◕╦ת Ψ ζ̋χῇχ τϜνσΥμοΜϥρ Ψʻ ◕ϜζχϢΞτσμοΜΨρ 

 Μρ―ΠοΜϥʻ 

ʾKOUBAψ◓ӾοΰσΥϣ ϬᶨΤΰσΥϣ Ψ πΚϤʺ ΜЯДиϾ˔ІπΚϥρ―ΠοΜϥ  ̒

 άχϢΞσӱ θκτיּ βϥНАϼϯАФϬḢΊρ ξΪο ΠϥάρϜ πΚϥʻ 

ʾׇẽּזԌᾆ Ϭ Ϊ ϦϥάρπΩ ψế τ ◕τ ϦοϜϣΜʺ ӽϬᶘόῨΦτσμοϜ 

 ϣΞρΜΞṐᵓϬ ӪβϥάρϜ ιρ◘μοΜϥʻ 

ʾḢΊτ◕ Ϭ᷊Φ₅Ϛθϛτψ◕ τρμοχЮзАЕΥ πΚϥ Щ̒жрГϰϯψ ΨσΜʻ̓  

 ψớϛοϯϼЈІΥӂΜΥˮᴶΩ▫ ϙ˯Υᶎ ήϦοΜϥθϛ20 χӱ Υיּ ΠοΜϥʻ 

ζχ χӪᾋ 

ʾ ◕τ ϣΰοΜϥρʺ◕χ ὂψ θϤ πΚϤ ήΥ ΤϣσΨσμοΰϘΞʻ 

ʾ ΤϣχЀЬвИГϰτ ΰοΜσΜꜛϣs ӱ יּ χx π―Πϥρ Ḣ̋ΊẁΥ ΠϥάρψДЮзА 

 ЕτḇασΜʻ σςΥ ΰΜ ϜΚϥχπʺζχЫЗ˔ψἴ Υ ʻ 

ʾ◕ᵰχϱЦрЕⱲτ ΰοΨϥּכπ Υ₤ϚάρΚϤʺ ᶨρḢΊχ Υ πΦϥρ ΜʻϘθ  ̋

 ᵤᵰχ τ βϥЫЗ˔χ ẐΥπΦοΣϣγʺֽ῎ ṜϜ σΜθϛ ΰΨσΜρḇαοΜϥʻ 

 

 

̗ ӽ 

◕ḢΊχᾝ ʾם  

ʾᵤᵰχ Υ ◦ τḢΊОрТйАЕϬϜϣΜτ ϥάρΥΚϥ 2̒ᵬχ ◕ḢΊẸᵓϬӛ ΰοΜ 

 ϥʻ χạ ᴒπԐ ΰοΜϥᵤᵰχ ϞТϮЬз˔ϬᾋΤΪϥάρϜΚϥΥ ζ̋Ϧӟᵰχ π 

 ψḢΊẁψΚϘϤ τΰσΜʻ 

ʾGW ựψ τ“ΨḢΊẁΥ ΠθԊ πΚϥʻНϱϼг˔Ѓ˔Ϝ Τμθʻ 

ʾ ṓχϽжрСрϽ☼ ψḢΊẁΥ ΨʺΣ χ ṍӟᵰπϜ χІ˔О˔π Μ ΰϬΰο 

 Μϥ ᾉЗрН˔Ϭ ṍ τᾋΤΪϥʻάϦϣψ︠τᶘ χֿבΜ θκϞТϮЬз˔πΚϥʻ 

ʾ ṓχϽжрСрϽ☼ τ ϦοΜϥ ψꜛ ϞϯϼГϰРГϰΥῨΦσ πΚϥρ―ΠϣϦϥʻậу 

 σςχϯϼГϰРГϰΥự τΚϥ ʺᶚṀם σς ᵓπψ ΰΜᵃέΰ ΥπΦϥάρϜ Μʻ 
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◕χḢΊτḩβϥᴿ ʾӪᾋ  

ʾ Ỵ╦ψΚΨϘπ κṄϤ πΚϤʺ τψσϤ σΜʻּז Υ ϩμθЌϱЬрϽπϜΚϥχ 

 πʺάϦϬṐτῦ ρΜΞ Ϭ►μοϱрДϰЅд˔рЇχϢΞτϯЕжϼЄдрᴟπΦσΜΤʻ 

◕χ Ϟ ẐβϥϓΦЀрГрБ 

ʾ ◕ψˮ▼ήϥ τψ▼ήϥ˯ πΚϥρ―Πϥʻ◕χ ᵰςκϣτ ΰοϜˮ▼ήϥ˯ Ϭ ᶎᴟΰ 

 ФкЯ˔ЄдрϬ“μοΜΨ ΥΚϥʻϘθʺꜛ Ϭⱱμο ꜛτ ΰοΜϥ◕ Ϟ◕ᵰχ Ϝ  

 ΨʺάχϢΞσ θκϬ◕ΥῇᴃΰβϥάρΥ πΚϥʻ 

ʾ Ϟ χ“ⱧϞ ӽ ᴟϱЦрЕψЀкЗᴴϬὊο‰ ᴟ τϢϤ ♁ήϦοΰϘμθϜχϜ Μʻ 

 ϱЦрЕψ ӽ ΥὌΥϥΦμΤΪτϜσμοΜϥθϛʺ Πω◕ᵰχ θκΥ↕Ϥχ χ Χ︣ 

 τσϥσςχḢΊϬ᷊Φ₅ϭι▫ ϙΥ ʻ ꜛτζχϢΞσ︡Ϥ ϙϬΰοΜϥ ỸϜΚϥʻ 

ʾḢΊτψˮ ˯ЀрГрБΥ πΚϥʻ 

ʾ у ΥМϱϺрϽρΰοΩ πΚϥʻ ựτּכΥ ϛϣϦσΜχπʺ כּ ΥΚϥρ Μʻ Υ θ  

 πϜ Υ ϦοΜϥ ιμθʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾˮ IKUNO STAY˯ψЕзАФϯЖНϱЃ˔χ ᴣΥ ΨʺζϦϬϜρτᵰ⁯χ ΥϢΨ ΰοΜϥʻ  

 χᾖ ὂϬ ᾓβϥԁ χˮ ה π˯Κϥρ◘μοΣϤ Ḛ̋ ΰοΜϥйМрήϭψẈϙΥσΜϕς 

 ΰοΜϥρ ᾠΰοΜθʻ 

ζχ χӪᾋ 

ʾ ◕χḢΊχ ΰ ϞḢΊЀрГрБτνΜο ◕̋ ψ ӃπΦοΣϣγ ΤϣσΜ ◕̒ ΥḢΊτν 

 ΜοςχϢΞσ ΰ π ϭπΜάΞρΰοΜϥχΤʺςχϢΞσ ΥΚϥχΤϬ῎ϦϥϢΞσϱр 

 З˔ФкЯ˔ЄдрϬ“μοΜΨ ΥΚϥʻ 

ʾ◕ ψ ⱳῖ Υ ϤοΣϣγ Ḣ̋ΊІЪАЕΥ ΰθράϧπӱם ︣ τ₉μοΰϘΞʻ τΣ Ϭ 

 ԐϭιΚρχӱ ψḢΊẁιΪπσΨ ᾕ Ϝ₉μοΜϥʻ 

ʾ τḢΊẁχЫЗ˔ τΣΪϥи˔иᴟΥ πΚϥρ―ΠοΜϥʻ ᾕ ΥḚ ΰοΜϥᴱ  ה῝

 πψ כּ πψσΜ τּכϬ ϛϥʺ Ϭ ΤήϦϥ χЫЗ˔χӂήΥ∑ μοΜϥʻE  ψה῝

 ФкЯ˔Єдр ϬΰοΣϣγʺῢЀЬπ ΰοΜϥάρΥ―ΠϣϦϥʻ 

ʾ ӻ ψGWה῝ ựτ Υ ᵫϬὝΠϥθϛʺḢΊẁΥάχṍḧτ βϥʻ ╩ΥπΦοΜσ 

 Μθϛ ựχ ψ 2̇ 3km ΰʺự ψᴪΤϣ ϣϦσΜ χ ệΥ βϥʻϱϷр ╦ 

 Ϭᶨ ΰθО˔ϼ̍жϱЖ Υ πΚϥρ―Πϥʻ 

 

 

̗ ӽ 

◕ḢΊχᾝ ʾם  

ʾ ׄ ΣϢόΚήέὛ χ Ḭ ψḢΊẁϬᾋΤΪϥάρΥΚϥʻΜγϦϜṗ τϢμο  

 ᴟΥΚϥΥʺᴨψ όϞậ ϙσςϬᶚΰϛϥθϛ ˑ Т϶йІЕзЋ˔ЕCoCoDeψ ϩμο 

 Μϥʻ 

ʾ◕ τψ χׄΥ Ψˮ χϘϕϧω ψ˯ ӽ Ϝ▀ ρΰο ΰοΣϤ ∂Ϭ Μτ“Ψ ḵ̒  

 φΧχЄ˔Їрτψ◕ χׄ3т Υ ϩμοΣϤʺᵔỨ τψ“ ΥπΦϥάρϜΚϥʻσΣʺ◕ 

 χ χԐ πḵ φΧϬ►μθЮИв˔Υ ằήϦοΣϤ ϓϣϦϥʻ 
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ʾ ψῈזּ ΥΚϤ ά̋χ Ϭ Ϛθϛτ ṍ τ◕ᵰΤϣ ϦοΜϥ ϜΜϥ Τ̒νοψק χ“ 

 Φ Ϟ ↕ḩἰπᶘ ΥẈ τσμοΜθθϛ◕ πϜ Υ‰Τμθρ◘ϩϦϥΥʺᾝ∕ψ ↕Υ 

 τσμθ χḩἰϜΚϤ◕ χ ψ ΤϣσΜʻ 

ʾᵰ⁯χ Ϭ◕ πᾋϥṐᵓψ σΜΥʺ ḇρΰο ◕ϒχ ψיּ αοḇαΥ ΜԊ πΚϥʻ  

 χ ᶏ ᾓϞφΧʾԇ Πσςψᵰ⁯χ τϜ ᴣΥ‰ΨʺжрϺрϽπ1ӡτσϥϕς ṓπΚϥʻ 

ʾ αοḢΊẁΥẍτ ΠθםḇψσΜʻᴨ↕Ϥ χϱЦрЕם☼Ⱳψ◕ᵰΤϣχ Ϝ ΨᾋΤΪθʻ 

ʾ ψ ᾕχ πϜṓὖτ“ΪσΜІЪАЕτσμοΜϥʻ 

ʾ◕ τ ϭπΜο χᵹ τϩίϩί ότ“Ψάρψ σΜʻ Ϥ›ΜτᵓΞάρϜ Μθϛ◕ 

 ᵰχ ΰקΜράϧτ ότ“ΨάρΥ Μʻ 

ʾ ṓχϸТϴψΜνϜ ϭπΣϤʺϘθ τḢΊẁχԐ χ Υ ΰοΜϥʻ 

◕χḢΊτḩβϥᴿ ʾӪᾋ  

ʾ◕ τψΜϩϠϥˮḢΊ˯χḢ πψⱢᾛΥ σΨʺϘθ ϓϥράϧϞ ϥράϧϜ σΜʻ τԐ  

 τḩΰοψ ӽψ ψΚϥΥ Υ σΜʻ 

ʾԐ χ ψ Υ ᾛπΚϥάρΥϕρϭςʻᾤˑπSNSϬḹ μοΜϥ ϜΚϥΥʺζϦ 

 ψṌτζχԐ Ϭ ΰοΜϥ ιΪΥ Ϥ Ϊϥ πΚϥθϛζϦϣϬϘρϛθФкЯ˔Єдр 

 Ϭם☼ΰοϕΰΜʻᾝ πψˮΚήϐϣ˯Υ ΰοΜϥԊם ʻ 

ʾ ᾕ ᴪχ ∙Ϭ ӽχԐ τᴙΰο ▀ Ϭ μθράϧπʺ ∙Υ‰Ψ ϦϥϩΪπψσΜχ 

 π ᾕ ᴪτ☿ ΥσΜʻԐ ιΪπσΨ ᴪϜ Τϥ▫ ϙϬ  ΰσΜρˮ ˯ψ ϘσΜʻ 

ḢΊτ βϥ Ϧ  

ʾ τˮ οϕΰΨσΜ˯ρΜΞ◘ΜψσΨʺ χᵕϤτζΞ◘Ξ χ θϤϜσΜʻ 

◕χ Ϟ ẐβϥϓΦЀрГрБ 

ʾ ◕ χˮ╦Υ ˯ρΜΞӪᾋψ Ψ ΨάρΥΚϤʺЂϱϼиБ˔зЇЭτὌΥμοΜϥρ◘Ξ  ̒

ʾ ֵԁḩ ☼ πΚϥ₪ χ ᴪψʺ ӽΣάΰẸ χϾРрήϭΥ σḢΊⱢᾛρ ꜡ΰ 

 οΣϤʺЂϱϼиБ˔зЇЭπϜ κṄϥ πΚϥʻ 

ζχ χӪᾋ 

ʾꜛ χᴪs ◊Κϥᾥ ᴪ χxּא Ϭ╖ϤθΜρΜΞḢΊẁΥθϘτ Ϧ Ҽ̋╕ρ ϬΰοΜϥΥζϜ 

 ζϜꜛ χᴪχ ◊Ϟ ζ̋χ ᵹχ ◊ Ϭḯϛο ꜡ΥσΜχπ῎ϥάρΥπΦσΜʻ ᾕ Υ 

 ӽϬ῎Ϧϥ▫ ϙϞˮάάϬᾋϦω Υ∏μοΜϥ˯ρΜΞ χ Υ πΚϥʻ 

ʾ ότ θ θκΥЁЬϬּגοϥάρψϞϛοϕΰΜʻ 

 

 

̗╦ ӽ 

◕ḢΊχᾝ ʾם  

ʾ ψ Ϭḯϛθ ╦ ӽτḢΊẁΥ ΜԊ πΚϥʻ τᴪ ϦΥ Ψᵰ⁯ ψᾋσΜ Ϙ̒ 

 θʺ τΣ ṍḧψḢΊιΪπσΨṑ ΰθᴪ ϦϞṑ τ Φ μοḢΊτ θ θκΥᾋϣϦˮ П 

 ЮМЗ῝ה˯χӛ ϬΰθάρϜΚμθʻ 

ʾζχ Ϣ̋ώςᴛ Ϟậу π όΰοΜϥᴪ ϬϢΨᾋΤΪϥάρΥΚϥ ӕ̒ꜟ זּ πψὒ 

 ϬᾋϣϦϥάρϜΚϤʺζχⱲṍψḢΊẁϜ ϦοΜϥʻ 

ʾ◕ τ ╦χᵓΥΚϤʺᴁ 3Ⱳḧ π Ϧϥӕꜟ╦σςχ ϬΰοΜϥʻ┌ ψ ╦χᵓ 
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 ΥFacebookπ ΰθ Ϭᾋο ︡ Τϣ ϦθḢΊẁϜΜθʻӕꜟ╦ψ τ ◕χ╦χ πϜ 

 ἹΥӸΜʺὂ Ϝ Μʻ 

ʾ◕ τψʺ ʺЪГЕЎАФІʺϯϱІϼз˔Эσςχ ΥΚϤʺΣ ▀ρΰο† βϥ Ϝ Μ  ̒

 τ ◓ᴒψΩựπΦθΥʺ πψ ΥᵕϥχΥ Μθϛβπτ τσμοΜϥʻ 

ʾ τӱ ΥϷ˔ФрΰθϸТϴσςϜיּ ΨʺζϦϬ τᾉᵰΤϣ βϥ Ϝ Μʻ 

◕χḢΊτḩβϥᴿ ʾӪᾋ  

ʾḢΊΥ ṓτσμοϜ ӽΥ Ξ▫ ϙΥσΜʻˮ ˯Υ ΨΣỲϬ ρβ ΥσΜʻ 

ʾˮ ˯ӟᵰτ ◕χὨ ΥσΨʺ ˑ ∕βϥḢΊЀрГрБϜ ЫϵχЂ˔ЎπПАЕΰσ 

 Μʻ ӟᵰχ ◕χЀрГрБϬԁ τ βϥάρΥ ʻ 

ʾּכϞНϱϼχБ˔зрϽπ Ϧϥ Ϝ Μʻ τ Τϣχ ψ Ψ ◕̋ χ∑χӱ Ϭᴣ ᴟ 

 πΦϥρΜΞӪ πψ ΜЌ˔ϿАЕπΚϥρΜΠϥʻ 

ʾ ◕ χФкЯ˔ЄдрϬSNSπβϓΦπΚϥʻϯЗкϽσОрТйАЕιρᾋϥ ΥᾢϣϦϥΥ 

 SNSπΚϦω Ыϵτ ẐπΦϥʻθιΰᾝ ˮςϦϬᾋϦωϢΜΤ ΤϣσΜ˯ τσμοΜϥχ 

 π ϬԁᶧΰοᾋϣϦϥ▫ ϙΥ ʻ ΠωGoogleЫАФσςṌ χБ˔иϬᶨΤβ Υ ῟  ̒

ḢΊτ βϥ Ϧ  

ʾ ӽχ ꜡ Ϭ῎Ϧϥ ψ γΤΰΥϤᴒΥ ΜΥ Φ̋μΤΪήΠΚϦω μοΨϦϥρ―ΠοΜϥʻ  

 σ Υ ΨˮΦκϭρΰσΪϦωσϣσΜ˯ρ◘Ξ Υ ΜθϛʺζϦϬ βӪ꜡ ψ ʻ 

◕χ Ϟ ẐβϥϓΦЀрГрБ 

ʾ ψ χ ψ ρΰο ◕χˮ ϯϱЀр ρ˯ΜΠϥ ṗ̒ έρτᾋ Υ ϩϥθϛζϦΥ  

 Τϥ τψᴡᵕϜ“Ψᴣ ΥΚϥ Ϙ̒θ “̋ΨϘπχᵃ Ϭḯϛθ ḇτᴣ ΥΚϥρ◘Ξ Ὲ̒￼Ԋσ 

 ςχ︣ ΥΚϥρᴡ Ϝ οϜϣΞ τσϤϞβΜʻ 

ʾЀϳЛЕзʺ╖Ϥ ʺ σς χ‰ΜЀрГрБψΚϤʺם∑ế σзС˔Ќ˔Ϭ ϭπΜϥʻά 

 Ϧϣχ θκΥ ӽπ βϥ▫ ϙΥ πΚϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ αο ◕ψ ΜӪ πˮᴡϜσΜ˯ρΜΠϥʻϘήτἋṓΥ Μʻ 

ʾΩ ψθϘθϘπףΥΚμο◕ τ ʾӱ ΰθ Υ◕Ϭ ϢΨḇα ϙ Ϊϥʾ ΪϥάρΥ  

 ΜʻζϦψάχ χ πΚϥρ◘Ξʻζχԁ ρΰοˮΜΜ Υ Μ˯ρΜΞχψΚϥρ◘Ξʻ 

ʾ χϢΞτ ΤΜ ΥΜϥϱЮ˔ЅΥπΦϥḢΊ τσμοΜΨρ Μʻ 

ζχ χӪᾋ 

ʾ╦ ỸψЦАЖЌϳрχϢΞσ τσμοΜϥράϧϜΚϤʺ ḧτᾋγ ϣγχ ᾉЗрН 

 ˔Υ τ Ϥ₅ϭπΜϥάρψ ΜρΜΞ◘ΜϜΚϥʻ 

ʾᴸᴲ ᵓσςϬם☼ΰθ∑τԁ χḢΊẁΥ ΰοΜθʻЫЗ˔χכּ Μ τЌ˔ϿГϰрϽΰο 

 ḢΊФкЯ˔ЄдрϬם☼ΰοϕΰΜʻ 
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【5】旅行代理店への個別ヒアリング  

 朝来市の観光の現状と課題について送客側の意見を直接お伺いすることで本計画策定に

おける参考とするため、旅行代理店への個別ヒアリングを行った。 

 

（1）調査概要 

₰  
◕χḢΊχᾝ ρᴿ τνΜο ẁ χӪᾋϬ Σ▲Μβϥά

ρπ ὓᵊ├ τΣΪϥ╥―ρβϥ 

₰ṍḧ 7/ 18ΣϢό 7/20  ˢ1ּז 60 ˣ 
“ יּ  ז3ּ

╥ᴥּי ◕ Ԍ 

︣  ϘθψϷржϱрᵓṳτϢϥᾤ ПϯзрϽ 
 

 

（2）調査回答 

̗Lּזˢ ἷБϯ˔ˣ 

χזּꜛ ệ 

ʾ Υ♠ χθϛζχὊ Υ “ ỲτФжІήϦοΜϥθϛӗήπψσΨꜛּזπΰΤπΦ 

 σΜˢ˹ Υ π ΥϞϣσΜˣזּ ḇϬ ϤτΰοΜϥʻ 

ʾЀкЗ ˢ2018x ρ ᶓΰ Ϥ Ϋψ ṍπ72%̋ᴞ ṍπ74%Ϙπᵕ ΰοΜϥʻθιΰ‏ χ 

 ⱲṍτᾢϥρᾝⱲ π103%τ ΰοΜϥ πΚϥʻ 

ʾ “ Ỳs ᴣ Υx τ ᴥΰοΜϥθϛ ẁ Ԍψ 6ɨ Ϭ μοΜϥ Ѐ̒кЗ ψ ṑϤˮ ד5,000  ˯

 ρΜμθЀ˔ІϜΚμθΥᾝ∕ψΩ πϜˮ10,000ד˯πΚϥʻ 

ʾБϯ˔χ ΥϤψ ᴣχ τ ΞϜχπΚϤʺЀкЗψḩἰΥσΜ 

ʾЀкЗχḇ יּ ᾚψΚϥΥʺֲốψήϕςσΜϢΞτḇαϣϦϥ 

ḢΊχЫϼкЕйрЖ 

ʾБϯ˔ Ỳχ ᴥπ ỲχӗήπБϯ˔χ╥ᴥϬὨϛϥˮ Н˔ϿрМрЌ˔ Υ˯ᾚ ΰθ Н̒˔ϿрМр 

 Ќ˔Υᾚμθ ʺ τ βϥӪ꜡Υ‰Μ χ╥ᴥΥ ΠθԊ ʻ 

ʾ χΚϥכ◦“ ӽψ Ṝχ ˑτ ωϦοΜϥράϧϜΚϥΥʺGoToЕжЦиϺарЧ˔рσςρ  

 ᶓβϥρᶤԏ Ϝ ΜθϛζϦϕςχ Ϥ ΥϤπϜσΜʻ 

ʾ ρᾋזּ ϓο╥ᴥϬᾁ βϥάρΥ πΚϥθϛ ᾋ ╦ἷБϯ˔ψϜΞ ϦσΜʻˮ άϦψ  τזּ

 ψσΜ˯ρΜΞ ΥσΜρБϯ˔ψ ϦσΨσμοΜϥʻ 

₈ῇχꜛּז ᵫτνΜο 

ʾˮ άϦψ τψσΜ˯ρΜΞЪϱрЕϬזּ ΦṼϛοΜΨΰΤσΜρ―ΠοΜϥʻάϦϬ ΦṼϛοΜΨ 

 θϛИАЎσБϯ˔Υ ΨσμοΜϥΰʺ ΨσμοΜΨρḇαϥʻ 

ʾ ἷ “ψṌτЫϱЗ˔σРЅКІπΚϥʻᾝ∕χ40 ӟ Υ ἷ “τ╥ᴥβϥΩῇχ πΚ 

 ϥρ―ΠοΣϤζϦϢϤֿבΜ τ ἷ “Ϭ βϥάρψᾗΰΜρ―ΠοΜϥʻ σράϧ  

 ἷ “ψⱲ ┬῏τσμοΦοΜϥρḇαϥʻ 

ʾϱрНϳрЖτ ΰοᾤ πψ ᾓπΦσΜ σᴣ ϬꜛּזΥ ằβϥάρΥπΦϦωρ―ΠοΣϤ  ̋
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 ᾝ∕ϱрНϳрЖΰΪ ЄІГЭϬᵫ ΰοΜϥ θ̒ιΰ︠σЌ˔ϿАЕψᴆ πΚϤʺ ⁯ψ τ 

 ―ΠοΜΨʻ 

ʾНІχЖжϱН˔ʺ Ԍ Ш̋ГиχΜγϦϜ ԌΥ ΰοΜϥ Ж̒жϱН˔ψṛ ếᴟτϢϤ χ 

 Ɫ∙ σςτ ϦοΜϥʻШГиϜ ԌΥ ΰοΜϥθϛ100%χᴶ ΥπΦσΜ☼ Ϝ Μʻ  

 ԌψֿבΜ χσϤ︣ΥΣϣγ τ ϤοΜσΜθϛⱧ ϜἄϤ ήϦοΜϥ ệπΚϥʻ 

ᵰ Ṑᵓχᶨ  

ʾϱрНϳрЖΥ Ψ βϥθϛ ϱ̋рНϳрЖΰΪЄІГЭϬᵫ ΰοΜϥΥ Ể̋ϣΨḧτ›ϩσΜθ 

 ϛςάΤχЄІГЭϬḧּסϤβϥάρτσϥʻ 

ʾ τʺ ◕τḩΰοψ χᵫ℗ṍḧˢ˙10ὮˣϬḦϙϥ ΥΚϥʻ 

ᾫᾉΣϢό ϵзϯχם ρ  

ʾ Ằ ʺ ʺ ᴛ ʺ ʺ ≤ᴛ ʺӠ₢ʺ Ệ χБϯ˔ΥΚϤˮМϱϺрϽ ˯ρΰ 

 ο1,000 χ ẁϬᾋ₅ϭπΜϥʻ1 2 π 8̇  ʻד90,000

ʾ ᴛ ψ Υ‰Μθϛ ἷ “πψ ẁΰτΨΨ ᾥᴒʺḩ ʺ ΤϣΰΤБϯ˔ΥσΜʻ 

◕ϒχ ẁם  

ʾБϯ˔χ ꜛ Υ ΦΨᾚμοΣϤζϜζϜЌϱЕиτˮ Υ˯ ϥБϯ˔ϜσΜ ᾝ̒∕χ  

 Бϯ˔ψˮ100 ˯ˮ ϛΩϤ˯σς ╦ Ϟת╦ ʺ σςϬЈАЕτΰθ ῨΦτ ᴟΰ 

 θБϯ˔ΤˮМϱϺрϽ ˯ σБϯ˔χςκϣΤπΚϥʻ 

◕χḢΊЪГрЄаи 

ʾ ʺ ◓ … σςʺ ◊Ϭ Ṁτ Ϥ ΰοΜϥϢΞτϙΠϥΥ ◊ῨΦϬЌ˔ϿАЕτβϥ 

 χπσΪϦωᾋδ Ϭ Πϥ ΥΚϥʻ ◊ψ θ θκτ῎ϦωϢΜϜχπΚϤ Ϝ̋μρ ΤϤϞβ 

 Μˮ ζΞ˯Υ Ⱨʻ 

ʾꜛּזχ Ϥ ΫρΰοГ˔Ы “ψ 1ɨ τᵃΧσΜʻζχ 9ɨ ψ ἷБϯ˔πΚϤΜϩωˮσϭκ 

 ϝμο˯Бϯ˔πΚϥʻ ⱧϬ Ψ ᵔβϥάρϢϤϜ ΤϤϞβΨ ΰΜ Ϥ ỷΥ ʻ 

ʾ Ϟ╦…ט ꜟЂ˔ϺАЕϳ϶˔ϺрϽσςϬ ˑ τ Ϥ ΰο ϦσΤμθם ΥΚϥʻ ρ 

 ΰοψʺL ʺ Н̋ϱϺрϽσςχ ΤϤϞβήΥ ϤσΤμθ Б̒ϯ˔χ╥ᴥּי 7̇ 8ɨ ψ πΚϥ  ̒

ʾ ◓ … σςψᾋθ χ ψΚϥΥὫộᴡΤ ΤϣσΜΰ ΰΜʻάϦϣχ χ Τϥ  

 ϒχ Ẑψ―ΠϣΠϥΥ ἷ “πψ ΰΜʻ ἷ “σϣωθρΠω1ד χכּ Ϭ Ϊϥʺ  

 σ ἋϬᾋϣϦϥσςχ ΤϤϞβΜ ήΥΚϥρ Μʻ 

ʾΚϥ ˮᾠμθϜχ κ˯σράϧψΚϥʻ Ἃχҹ Ϝ ԁχ₢Ấψ 18 πΚϤʺᾝ∕ψς 

 ΞσχΤψσψιṮ ʻ 

ʾ ☼ ΥРЅКІШГиΰΤσΜχψ ΰΜʻ σςψЂ˔РІτ₯Υ οΰϘΞχπ ΰΜʻ 

τẐϛϥϜχ 

ʾ₈Ϙπ ẁΰοάσΤμθ Ϟ̋μοάσΤμθБϯ˔ϬΜΦσϤ βϥάρψ ΰΜ Я̒ИЌ˔Бϯ˔ 

 ϞϽи˔ФᵓּזπψТϴк˔ТйрЖз˔s Σẁήϭέ Ԍ Ϭxᶨ ΰ ԁ̋ ᾓם τБϯ˔ϬβϥṐ 

 ᵓΥΚϥρБϯ˔ᴟΥΰϞβΨσϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾˮ ◕σϣπψχᴡΤ˯Ϭ ΤϤϞβΨᾠΠϥρ τ ΜʻςάπϜ αʺρΜΞάρτσϣσΜϢ 

 ΞτιΪ ӪΥ ʻ 
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̗MּזˢḼᵊἷБϯ˔ˣ 

χזּꜛ ệ 

ʾᾤ χ ʺԁ Ϟ “ʺ ḼỘϞꜛⱵ σςτְỘβϥάρΥ Μʻ 

ḢΊχЫϼкЕйрЖ 

ʾ σςχḩἰϜΚϤԁכ◦“ “ψ ᶨΰοΜϥΥ χ ớᴟΥ ΰΜʻ τᴣᶊ Ẑἷ  

 ψσΨσμοΜϥʻ 

ʾ χ Ϭ︡μοϜкрϽІГϱἷχˮ зЋ˔Е˯ “ Υᶈ ΰοΜϥʻ ᾋ ╦ἷχḢΊπψσ 

 ΨϠμθϤρ ∕βϥˮ ϣβϢΞτ βϥ˯Υᶈ ΰοΜϥʻ 

ʾм˔Ͼ˔ЄдрσςρΜμθ ΰΜ “ІЌϱиϜ ϘϦθΥ χ ᶊϞІЌϱиτ›ϩσΜθϛ 

 όΰϧψσΜρ―ΠοΜϥʻ 

₈ῇχꜛּז ᵫτνΜο 

ʾ ἷБϯ˔χ ᶘ “τḩΰοψ Ѐ̋кЗῇϜЀкЗ τ τ μοΜΨχϙπΚϥ ῲ̒ ʾ ≤ρ 

 Μμθ ᶘ χԁḕρΰοם☼ήϦϥ “ψḛ τ ϩϥϜχπψσΜ ԁ̒ π‰  ˮ◘Μ ξΨ 

 Ϥ χ˯ ϜΚϥ ᶘ “ψ ʾ ᵤ χἋ χ ϺаОЄГϰΥ Φσ Υ ωϦϥἱΰτΚ 

 ϥʻ 

ʾЀкЗᴴτψ ṑϤπ ˮϱрϽжрЖχẅ σ˯ςϬ ϦϥάρϜ ΤμθΥ ◕̋χЈ˔иІΥֿפΨ 

 ְỘϬ ΪσΤμθθϛᾝ∕ψ ᶘ “ ψ ΰοΜϥʻ 

ʾ⁯ ᾤ χ “ ψϕϖᵕ ΰθρϙοΜϥʻ₈ῇẍὣτᵕ ΰοΜΨϱрНϳрЖϬ τ︡Ϥ₅ 

 ϚάρΥ Ⱨʻ 

ᵰ Ṑᵓχᶨ  

ʾ ψΚΨϘπԁᵃ χϜχπΚϥάρτ ӪΥ ʻṐᵓρΰο Πϥ ψΚϥʻ 

ᾫᾉΣϢό ϵзϯχם ρ  

ʾ ψ ᵦӹ▀ ρΜΞẢ ЀрГрБΥΚϥχπ ṓΥΚϥԊ πΚϥʻ 

ʾ ψ ṑϤЖжϱУπΦϥ ρΜΞḢ Τϣ ẁΥ ΠοΜϥʻ 

ʾ ψ ʾρϣώΩχЄ˔Їрʺ ≤ᴛ ʾ ᴛ ψϸИχЄ˔ЇрΥΩ ṍʻ 

◕ϒχ ẁם  

ʾϽи˔Фᵓּזπψ “χЀ˔ІϬ ΰοΜϥΥ Ӳ˔ЭψẠμθԊ ΥΚϥ Б̒ϯ˔Ϭ ΰοΜ 

 θⱲ χԊ ΤϣḢΊ῝ᵲχϱЮ˔ЅϜếΜʻ 

◕χḢΊЪГрЄаи 

ʾẰ∫ ΣϢό ≤ᴛ τựΜ ψ Φσ ṀτσϤ ϥρ―Πϥʻ 

ʾԁ π ⱳῖ ψᴿ πΚϥθϛʺНІ “χϕΤӱ ꜛ Ϭᴣ ᴟβϥ ΰΪχМϱб˔ʺ  

ХзЀФЌ˔σςϬᶨʺכּ  ΰθБϯ˔ σςϜ―ΠϣϦϥʻ 

ʾ ⱳῖ ρΰοꜛ Ϭᶨכּ βϥάρϜ―ΠϣϦϥΥЀϯσꜛ һῨᴪψכּ τ ӽτΣỲϬ ρήσ 

 Μχπ ӪΥ ʻНАϼОАϸ˔σςϜ Ṝρ πΚϥʻ 

ʾ ⱨⱧ ρΰο χꜛ ˮּכ ϯмϱЎ ψ˯ЫЫЎазЦ˔Іχḛ σЂϱϼзрϽιΥ Υ πΚ 

 ϥάρʺ πϞϛϣϦϥs ϦθϣЄд˔ЕϸАЕΰοṑϣϦϥ άxρΥ ΦσếϙπΚϥρ―ΠοΜ 

 ϥʻ 

ʾễӾ “Ϟ ḧᶘ χ Ϝ―ΠϣϦϥʻ τ ᾓ ếϞ ế› σςρΜμθ ☼ τˮ ḝṼ τ˯σ 

 ϥ› σςψ ☼ Τϣϙϥρ τ ῟σ  ᾛπΚϥʻ׃
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τẐϛϥϜχ 

ʾBtoBΰΪχБ˔иΥ ΰοΣϤʺ ẁ Υ Ϭ ΜτΨΜρḇαοΜϥʻ 

ʾ◕ ᾓЀрГрБϬϘρϛθˮ ЌзТ Ϭ˯σςΥΚϥρ ẁ ψᾁ ΰϞβΜ Ќ̒зТψ Ⱳ̋ḧ  ̋

 ›δ σςΤϣ כּ ʺ︣ σςԁᶧΰο ΤϥϢΞτ Υ ᾝ̒ ϒχ ›δΥ ρσϥρ 

 ︣ḧϞⱲḧχ Τϣ ẁϬ ϛϥὫᴮτσϥάρϜ Μʻ 

ʾBtoBΰΪχБ˔иψBtoCΰΪρψ Ϥ ΰο―Πϥ ΥΚϥʻ τБ˔зЇЭϵϺІЪχ ᵓ  

 πẐϛϣϦϥχψάχBtoBΰΪχБ˔иπΚϥ Ϙ̒θ ж̋рЖϷЧй˔Ќ˔τάχБ˔иϬ βϥά 

 ρπ῟ ϢΨϱрНϳрЖϬ ẁπΦϥʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾЀрЈФЕτψ░ πΚϥ ἄ̒Ϊ π ϥ ᵃἷḢΊΤϣ ∕ἷḢΊϒρ ψӱμοΣϤ ϱ̋рНϳр 

 ЖϜ πΚϥʻϘθ ᾕ χ ᶨˢ Ộˣτ Ϧϥ ᾓσςϬ ϤῖεοΜΨρϢΜ 

ʾάϦϘπχ Ϟ Ỵ╦σςˮ ᵃἷḢΊ˯Ϭᾋ ΰοкрϽІГϱϞм˔Ͼ˔ЄдрϬḯϛθ 

 ˮ ∕ἷḢΊ˯Ϭ ΰοΜΨ ΥΚϥʻ 

 

 

̗NּזˢϱрНϳрЖˣ 

χזּꜛ ệ 

ʾ┌ ψϋϡΞέḢΊ ρρϜτ‰ ᴥᴣ “ ΰΪЀрГрБ ρΰο ΰΪЀрГрБϬ 

 САϼϯАФΰʺ₈ ТϮЭЕзАФχם☼ϞᵤᵰΰΪЈ˔иІ∙ Ϭ Πם∑τְỘᶨ Ϭם☼ΰθ  ̒

ʾ₈ ψζχϕΤϹϱЖχᾆ ⱧỘʺ ᵊχ ⌠σςϬ“μοΜϥʻ 

ḢΊχЫϼкЕйрЖ 

ʾꜛּזπḩἋϞẰ Ќм˔τḢΊӛ Ϭ ΪοΜϥΥʺדӗχֲốϜΚμοΤ τḩϩϣγ “Υ  

 ṍᴟΰοΣϤʺ ◕χ σςΥ θϤ ρσμοΜϥʻ 

ʾ₈ χ ϬὨϛοΜσΜ ϜΣϤ ӛ̋ ψ ᵤ Τϣᴏ Ϙπχ ằϬẐϛϣϦϥʻ τẰ 

 πψẰ τẤ Ϭ Φʺ ṑϤπ “βϥ Ϭ ΰοΜϥ Ϝ Μʻ 

ʾЀкЗᴴῇχΩ χϷржϱр Υ ΜνΜοΜσΜἱΰΥΚϤʺḢΊӛ χзϯиσ  

 χ Υᴥ ΰοΜϥʻ 

ʾЂІГЗРзГϰτḩβϥḩ ψ χ “ ʺΣẁ ρϜτ‰ϘμοΜϥϢΞπΚϤ “  

 ΥжрЖϷЧй˔Ќ˔Ϭ βϥ∑τψζχ Υ ρσϤννΚϥʻ τˮ ӽϒχ‟ᾅ˯ˮ  

 Υ ꜛ τӗΨσΜ˯ ʺ ӽρχẶ ΥΩ πΚϥʻ 

ʾ πᾋϥρϯЅϯχ† Υᵕ ʾẍ ΰοΜϥιΪπσΨʺ χ ΦΥԁ ᶨ πΚϥʻϘ 

 θʺϼи˔ЇχṄ  τϢϥϵІϸй˔Єдрψ πᶨ ιΥ ∕ψ ⱲḧπΚϥʻ 

₈ῇχꜛּז ᵫτνΜο 

ʾ τᾝ∕ψ “ ρΰοψІЧϱр῎ίχ ϬЌ˔ϿАЕτΰοΜϥʻ 

ʾḢΊẁψΩ χ 1ᴗ χϙ “ Ϭ ΰο “ΰʺⱳᵕӟ‭ψFITρΰο “βϥἱΰΥΚϥθϛ  

 “ χ ρΰοψ ΥЌ˔ϿАЕτσϥʻ ψ τ ρσϤ ϥЌ˔ϿАЕ 

 Υ Ψʺ2,000ӟ χ ẁϜםᾝΰοΜϥʻ 

ᵰ Ṑᵓχᶨ  

ʾ ψάϦΤϣπΚϥʻ 



 

85 

ᾫᾉΣϢό ϵзϯχם ρ  

ʾ ρΰοψӊ τ πΚϥ 

ʾϱрНϳрЖχЁ˔иДри˔Еρΰοψ ̰Ằ ʾ ̰ ∫̰ῲ ̰ḩἋιΥʺ ψζχи˔Е 

 τӡ ΰׄ τШГиϜ π Υ‰Μʻ 

ʾ Τϣχ κṄϤ ρΰοψ ◕ʺ ʺ ◕ΥΚΫϣϦϥʻ ◕ψ τ ֦ẫẸχδϤΥ 

 πΚϥΥʺάϦψ χϯϼЈІχ ήρδϤτΰοψ ›ⱲḧϬ Ψ πΦϥθϛ ԌϞ 

 ╥ᴥּיχ ᴻΥ σΜρΜΞ Υ ΦΜʻ 

ʾ ◕ψ τ χ Υ Ệ ϒΰΤΞ κṄϤ ρσμοΜϥʻ 

ʾ ≤ᴛ ϜϱрНϳрЖχ ψΚϥΥʺ χ 1/4τᵃΧσΜʻζχ Ϟ ᾭτ ϱрНϳр

ЖΥ ϦϥάρΥΚϥʻ 

◕χḢΊЪГрЄаи 

ʾΚϥ ẁΰοΜϥ ӽΤϣςχϢΞτ κṄμοϜϣΞΤΥ ⱧπΚϥʻ 

ʾ ☼ ρΰοψШГиˮEN˯ σςψϘήτ ӽԁ ρσμθЂІГϰЗУиσ ☼ πΚϤʺ  

χ╦ת  ⱨ☼ σςϜ Υ Μʻ 

τẐϛϥϜχ 

ʾᵤᵰχ τ◕χ ϞЀрГрБϬ ΠϥθϛχБ˔иΥ πΚϥʻ 

ʾBtoBΤBtoCΤπζχБ˔иχ︣ ψ Ϊϥ ΥΚϤʺ τ “ Υ ρΰοΜϥʻЌзТτ 

 Ἷ∏ήϦϥϢΞσ ψῲΨ῝ᵫΰσΨοϜ Μ ›ΥΚϥʻ 

ʾᵤᵰχ “ Ϭ τᾦϭπΨϥάρψЀІЕΥ‰ΨʺϘθζχ τΰΤ ẐπΦσΜ⁯ χ 

 жрЖϷЧй˔Ќ˔ΥᵤᵰτְỘβϥ▫ ϙϬ⌠ϥ Υ῟ πΚϥʻ τ Ѐ̋кЗᴴῇψᵤᵰχ “  

 ϜТϮЭЕзАФτ τΨΨσμοΜϥʻ 

ʾ ӽΣάΰẸ χ ψϜκϧϭ ιΥʺ “ χ Ϝ πΚϥʻ 

ʾ ◕ψζϜζϜχ ᶈ τᴿ ΥΚϥρḇαϥθϛʺЮДϰϯχ Ϟ ᵓσςṌτ︡Ϥ ϭπ 

 ΜϥᾉϞῲӽχ︡Ϥ ϙτ᷊Φ₅ϭπϜϣΜσΥϣם☼βϥάρϜ ʻ 

ὓᵊχЀрЈФЕτνΜο 

ʾ ₤ϙϬ ΪϥἱΰψӢ ρΰο ΜοΣϤ ϯ̋ЖЦрЎа˔ЕжЦиτὌΥμοΜϥρ―ΠοΜϥ Μ̒ 

 ϩϠϥϸрЕз˔ЂϱЖτ βϥ ψ ΦΨʺ ᾕχ ρχῖ Υ ◕ρχ₯ ᴟτσϤ ϥʻ 

ʾ Ϭḯϛοꜛ ΰΤ ϣσΜ τ“ΦθΜρΜΞ◘ΜΥΚϤʺ ρχ₯ ᴟρΰοψ ϞΣỲ 

 τḥᾕπΦϥᴣ πψσΜ Υ τσϥʻ 

ʾ ᾓΰο ꜡Ϭ Ϟβʺ ᾕρὌΥϥρΜμθˮ ϣβϢΞτ βϥ ά˯ρΥ πΚϤ ᵕϤήΠΦϦ 

 ΜτσμοΜϦω χ ὂΥ▪μοΜϥάρψϚΰϧếϙτσϤ ϥʻ 

ʾ ӽԁ ρσμθ︡Ϥ ϙψ πΚϥʻ 

ӽⱧ  

ʾẰ χ ψΩṄׄΤϣНІπ20̇25 ΤΤϥ ιΥʺ χᾘ σὂḢρ Ϭ ϥάρ 

 ΥπΦϥ χ πḢΊẁΥ ΠοΜϥῨⱧ πΚϥʻs ԁּזˣẰ ╦ ӽ ọּזˢΣ χẰ  

 DMOx Υ τ μοЈ˔иІϞЀрГрБ Ϭ“μοΣϤʺϢΞϞΨ῟ᴮΥ ◐ϛοΜϥʻ 

ʾᾠ῎χ ψ ϜЪϾЕ˔ϼπ ᴂΰοΣϤʺΩ Ṫ π κ ϥάρΥπΦϥʻ 

ʾ ◕ϜỂϣΨᾕˑϹϱЖτὀϩμοΜθ πϹϱЖρσϤ ϥ◕ ψΜϥψγσχπζϦϣϬ᷊Φ₅ 

 ϚάρΥ ʻ “ Ϭ ϛϥ ›ψʺζκϣΤϣϹϱЖΥ ᾏήϦϥ ›Ϝ Μʻ 
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1. 推進ロードマップ 

 本計画で掲げる各施策を具体化するための実施計画として推進ロードマップを定める。  

 なお、この推進ロードマップは計画策定後に毎年開催する「外部評価委員会」において確

認することで、社会情勢等を鑑みた戦略および施策の方向性や具体的な取り組みの見直し

を適宜検討する。 

 

（1）推進ロードマップの標記 

 ロードマップ内に記載する標記については以下の通りである。 

 

̗  

  

Ṍ ⱧỘϬὋ ʻ

Ṍ ⱧỘχᾋ ΰʻⱧỘχὋ Ϝέφϥʻ☼ם

ᾋ ΰῇχᵠ τϢϥⱧỘם☼ʻ

ⱧỘχ χᴦ Ϭᾁ ʻ

ṛⱧỘχᾁ ʻ ₰ᾆẕḯϚʻ

ṛⱧỘᾁ ῇτ♯ᾓ τⱧỘם☼ʻ

ṛⱧỘᾁ ῇτם☼ʻ

Ṝ

ᵠ τϢϤם☼

Ὃ ☼ם

₈ῇχ ᾁ

ᾋ ΰ

ṛם☼

ᾁ

♯ᾓ τם☼
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（2）推進ロードマップ 

  

Ṍ

᾽ẁ

ṛ

᾽ẁ
◕

◕

Ḣ

Ί

Ẹ

ᵓ

ζ

χ

ḩ

ἰ

יּ

ʾ

◕

˓ ˢ1ˣ ʾ ᶈ ЯДиЀ˔Іχ ʾ ᵫ
ḢΊẁχ ʾ χᶈ Ϭ β

ṛ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ2ˣ ʾ ▀ χPRʾЀрГрБᴟ
ḢΊẁχ χᶈ Ϭ βϽиЮФ

кЯ˔Єдрếᴟ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ3ˣ ⱳῖ ӱ ︣ χ
ḢΊẁχ ΰ χθϛχḩἰ

ʾῖיּ ⱧỘּיρχ ὀếᴟ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ1ˣ χׄϞḢΊӛ χӲⱱʾḚ
ḢΊẁχ ΰ ΣϢό χᶈ

Ϭ βṐ ΰ
˓ ˓ ˓

˓
ˢ2ˣ▀ỘḢΊ τᶨΤδϥḢΊ ∙χӾ ρ χ

ḢΊ ∙χᶎ ˓ ˓ ˓

˓ ˢ1ˣ ρΰοχ ξΨϤ ☼ ρχ ὀếᴟ ˓ ˓ ˓

˓ ˢ2ˣ◕ Ặ ᾓἷЀрГрБχᵫ
ᾓЀрГрБ τϢϥם ΰ

τΰΪθ ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

˓ ˢ3ˣḢΊЀрГрБχ™ ρ ṛ ἕ Ṍ ⱧỘᵠ ʾ ṛⱧỘ ︣ ˓ ˓ ˓

˓ ˢ4ˣ‰ ᴥᴣ σБ˔зЇЭχᶈ
ʾ χᶈ τΰΪθ ṛ

˓ ˓ ˓

˓ ˢ5ˣ ḧᶨ Ϭ Τΰθ θσḢΊⱢᾛχ ḧḼỘρχ ὀếᴟ ˓ ˓ ˓

ξ

Ψ

Ϥ

ρ

Ϧ

ṁ

☼├

ꜛ ϯϼГϰРГϰϞ אָ

Ϭᶋρΰθ χᶈ

☼├

Ϭᶋρΰθ χ

ᶈ

☼├

Ṍ ☼ χӲⱱʾḚ ρ

∙Ӿ

ṁ

Ќ˔ϿАЕ

☼├ ☼├ЮИв˔ ☼├χ ʾ ΰ ρ῟ᴮᾋ₅ϙ

︠☼ם

̒ ☼├ˮ ¬ρº ϣΰϬᶚΰϚϘκ˯УжрЖ  τḩϩϥ☼├ψṁ 1˙3 τ ⱫπṜ∏
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2024ˢ1 ˣ 2025ˢ2 ˣ 2026ˢ3 ˣ 2027ˢ4 ˣ 2028ˢ5 ˣ

ʾ ṛ᾽ẁτ ΰοṌ

τΚϥ◕χ Ϭ Π

ϥρρϜτ χ

ếᴟρ ᶈ Ϭ ϥ

ʾṌ ᾽ẁχ ʾ

ᶈ Ϭ β ᶈ

Ϭ ϥ

ʾ◕ τḢΊṁ ὓᵊ

Ϭ βϥ

ʾ2024 χ☼├Ϟ

Д˔Ќ Ϭ“Μ☼├

χᾋ ΰϞ  Ϭ“Ξ

ʾ2024 τᾁ ΰθ

ṛ☼├χ♯ᾓ σם

☼

ʾ ∫ʾḩ ᵓ

ϒχ σςṐᵓϬΩ

ᾢᶨ βϥ ẁ ᵫ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

˲ χ ΰ ˳

ʾὓᵊΣϢόк˔Ж

ЫАФχᾁ Ϭ“Μὓ

ᵊχᾋ ΰϬ“Ξ

ʾГ˔Ыἷ Бϯ˔χם☼ʺЫАФχ⌠

ʾ ӹ▀Ϭᶨ ΰθЯДиЀ˔Іχ

ʾ Б˔зЇЭχ

ʾḵ КϻχЀрГрБᴟ

ʾ θσ ᵫ

ʾНІˢθαϘϩϥ ˣχ֫“

ʾйрЌЂϱϼиχם☼

ʾ θσ ⱳῖ χ︡Ϥ ϙˢжϱЖЄϴϯσ

ςˣ

ʾḢΊӛ Ϟ χׄ χгИН˔ЂиДЃϱ

рᴟ

ʾEVІГ˔Єдрχ

ʾϹϱЖ ∙ϞⱧỘּיχӾ

ʾϹϱЖχ ꜡ϞЛϳМϳχϯ˔ϸϱУ

ʾ ʺ χ ξΨϤˢ Ỵ╦ʺ ◓ …

ʺ χᶨ ˣ

ʾˮ ϣβϢΞτ βϥ˯ЀрГрБᵫ ˢ

ӽρχῖ ˣ

ʾֿיּבϬЌ˔ϿАЕρΰθ ṛЀрГрБ ἕ

ʾˮ ϣβϢΞτ βϥ˯ЀрГрБᵫ ˢ

ӽχ ᴟ ᾓˣ

ʾЂϱϼиБ˔зЇЭ χ◦כ

ʾ◕ ḼỘρχ ὀτϢϥ θσ︡

ἇ σ︡

Ὃ ☼ם

ᾁ ♯ᾓ τם☼ ṛם☼

♯ᾓ τם☼ ṛם☼

ᵠ τϢϤם☼

♯ᾓ τם☼ ṛם☼

♯ᾓ τם☼ ṛם☼

ᾁ ṛם☼♯ᾓ τם☼

ᾋ ΰ

Ὃ ☼ם

ᾁ ṛם☼♯ᾓ τם☼

ᾋ ΰ ᵠ τϢϤם☼

♯ᾓ τם☼ ṛם☼

ᾁ ♯ᾓ τם☼ ṛם☼

ᾁ ♯ᾓ τם☼ ṛם☼

ᾁ ṛם☼♯ᾓ τם☼
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Ṍ

᾽ẁ

ṛ

᾽ẁ
◕

◕

Ḣ

Ί

Ẹ

ᵓ

ζ

χ

ḩ

ἰ

יּ

ʾ

◕

˓ ˢ1ˣ χׄϞ☼ χῖ Ấ ếᴟτΰΪθ
ḢΊẁχ ΰ ΣϢό χᶈ

Ϭ βṐ ΰ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ2ˣ ỘʾᵫỘ◦כ
τΧϩΜ τΰΪθḩἰּיρχ

ὀếᴟʾⱧỘּיϒχ◦כὋ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ3ˣ τϜϞήΰΜḕẽξΨϤ
τᴂαθḢΊϬ βϥθϛ

χ ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

˓ ˢ4ˣṌ ῖ ︣ Ϟ☼ χ‰ ᴥᴣ ᴟ
χᶈ τΰΪθṌ ⱧỘᵠ ʾ

ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

˓ ˢ1ˣЀЬвИϾ˔ЄдрБ˔иχ
τᴂαθḢΊϬ βϥθϛ

χṌ ⱧỘᵠ ʾ ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

˓ ˢ2ˣSDGsϞ ᴟ ᴂχ
τᴂαθḢΊϬ βϥθϛ

χ ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

˓ ˢ3ˣὨↄ︣ ᴟχὋ
ΰ ΣϢό χᶈ χθϛ

χṌ ⱧỘᵠ ʾ ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

ξ

Ψ

Ϥ

ρ

Ϧ

ṁ

ṁ

Ќ˔ϿАЕ

☼├ ☼├ЮИв˔ ☼├χ ʾ ΰ ρ῟ᴮᾋ₅ϙ

︠☼ם

☼├

Ṍ ☼ χ‰ ᴥᴣ ᴟρ

☼├

ᵰ⁯ τ βϥ Ϧ

̒ ☼├ˮ ¬ρº ϣΰϬᶚΰϚϘκ˯УжрЖ  τḩϩϥ☼├ψṁ 1˙3 τ ⱫπṜ∏
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2024ˢ1 ˣ 2025ˢ2 ˣ 2026ˢ3 ˣ 2027ˢ4 ˣ 2028ˢ5 ˣ

ʾ ṛ᾽ẁτ ΰοṌ

τΚϥ◕χ Ϭ Π

ϥρρϜτ χ

ếᴟρ ᶈ Ϭ ϥ

ʾṌ ᾽ẁχ ʾ

ᶈ Ϭ β ᶈ

Ϭ ϥ

ʾ◕ τḢΊṁ ὓᵊ

Ϭ βϥ

ʾ2024 χ☼├Ϟ

Д˔Ќ Ϭ“Μ☼├

χᾋ ΰϞ  Ϭ“Ξ

ʾ2024 τᾁ ΰθ

ṛ☼├χ♯ᾓ σם

☼

ʾ ∫ʾḩ ᵓ

ϒχ σςṐᵓϬΩ

ᾢᶨ βϥ ẁ ᵫ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

˲ χ ΰ ˳

ʾὓᵊΣϢόк˔Ж

ЫАФχᾁ Ϭ“Μὓ

ᵊχᾋ ΰϬ“Ξ

ʾḢΊӛ χְ֫

ʾЂϱϼзрϽІГ˔ЄдрσςḢΊ☼ χᵠ

ʾ ỘʾᵫỘ◦כ

ʾḢΊ☼ Ὂְᵠ ◙ χם☼

ʾгИН˔ЂиБ˔зЇЭϒχ ᴂ

ʾЯИЌ˔Бϯ˔χם☼σς

ʾḩἰ ρχ ὀτϢϥḢΊ “χ֫כּ

ʾˮ ϣβϢΞτ βϥ˯ЀрГрБᵫ

ʾ ᾠ῎Ђϱр ᴂ

ʾᵰ⁯ ΰΪϹϱЖ „℅

ʾІЫШϯФзχᶨ σς

ʾSDGsϞМжи ᴂ

ʾЊТЕ πχ

ʾϺаАЄвйІὨↄ χ

ἇ σ︡

Ὃ ☼ם

♯ᾓ τם☼ ṛם☼

ᾁ ṛם☼♯ᾓ τם☼

ᾁ ṛם☼♯ᾓ τם☼

ᾁ ṛם☼♯ᾓ τם☼

ᵠ τϢϤם☼ᾋ ΰ

ᵠ τϢϤם☼ᾋ ΰ
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Ṍ

᾽ẁ

ṛ

᾽ẁ
◕

◕

Ḣ

Ί

Ẹ

ᵓ

ζ

χ

ḩ

ἰ

יּ

ʾ

◕

˓ ˢ1ˣ︠ σФкЯ˔Єдрρ χ
ḧⱧỘּיρχ ὀếᴟτϢϥ῟

ʾ῟ᴮ σ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ2ˣ ꜘᵓ χṐᵓϬ ΰθ Ὧ ʾ Ὧ χ ᴥ ˓ ˓

˓ ˢ3ˣЮДϰϯ χθϛχ◦כ
︣ḼỘ χ ϦϬ ΰθ

τϢϥ ᶈ
˓ ˓

˓ ˢ1ˣϵрЕз˔Г˔Ыχ ếᴟ SNS χᶨ τϢϥᶈ╩ ΰ ˓ ˓

˓ ˢ2ˣ θσ︣ τϢϥ
Ṍ ⱧỘᵠ ʾ ṛⱧỘ ︣τϢϥ

Ќ˔ϿАЕϒχ ᶈ
˓ ˓ ˓

˓ ˢ3ˣ᾽ẁḚ ʾ τϢϥ῟ σ
ϱрТиϵрЂ˔χᶨ ρ῟ᴮ

τϢϥЌ˔ϿАЕϒχ ᶈ
˓ ˓

˓ ˢ1ˣṐᵓϬ Πθ
Τϣχ ẁϬᾋׇΰθ ṛⱧỘ

︣
˓ ˓

˓ ˢ2ˣϵ˔ЅϴрЕ Ϭᶨ ΰθЈ˔иІ ṛ ᵫ ˓ ˓

ṁ

Ќ˔ϿАЕ

☼├ ☼├ЮИв˔ ☼├χ ʾ ΰ ρ῟ᴮᾋ₅ϙ

︠☼ם

χ

▫

ϙ

ξ

Ψ

Ϥ

ṁ

☼├

Ϭᶋρΰθ

☼├

ꜛ ϯϼГϰРГϰϞ אָ

Ϭᶋρΰθ

˲⁯ ˳

☼├

ꜛ ϯϼГϰРГϰϞ אָ

Ϭᶋρΰθ

˲ ᵰ⁯ ˳

̒ ☼├ˮ ¬ρº ϣΰϬᶚΰϚϘκ˯УжрЖ  τḩϩϥ☼├ψṁ 1˙3 τ ⱫπṜ∏
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2024ˢ1 ˣ 2025ˢ2 ˣ 2026ˢ3 ˣ 2027ˢ4 ˣ 2028ˢ5 ˣ

ʾ ṛ᾽ẁτ ΰοṌ

τΚϥ◕χ Ϭ Π

ϥρρϜτ χ

ếᴟρ ᶈ Ϭ ϥ

ʾṌ ᾽ẁχ ʾ

ᶈ Ϭ β ᶈ

Ϭ ϥ

ʾ◕ τḢΊṁ ὓᵊ

Ϭ βϥ

ʾ2024 χ☼├Ϟ

Д˔Ќ Ϭ“Μ☼├

χᾋ ΰϞ  Ϭ“Ξ

ʾ2024 τᾁ ΰθ

ṛ☼├χ♯ᾓ σם

☼

ʾ ∫ʾḩ ᵓ

ϒχ σςṐᵓϬΩ

ᾢᶨ βϥ ẁ ᵫ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

˲ χ ΰ ˳

ʾὓᵊΣϢόк˔Ж

ЫАФχᾁ Ϭ“Μὓ

ᵊχᾋ ΰϬ“Ξ

ʾᶆ χ

ʾSNSπχФкЯ˔Єдр

ʾБ˔зЇЭEXPO ᵓϒχ╥ᴥ

ʾ῟ᴮ σТϰиЭЀЬАЄдрχם☼

ʾTVộ ρχЌϱϯАФτϢϥ

ʾSNSϬᶨ ΰθТ϶ЕЀрГІЕ

ʾϱрТиϵрЂ˔ρχЀжЩй˔Єдр

ʾ θσОрТйАЕχ ⌠

ʾSNSϬᶨ ΰθ

ʾ◕ τϢϥ

ʾДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽ χם☼

ʾ τΣΪϥФкЯ˔Єдр

ʾ τ›ϩδθ ᾠ῎ ᴂ

ʾЁ˔иДри˔ЕϞῲӽḢΊẤ ˢ︠ ׄϞ

Ἃ σςˣπχPR

ʾϵ˔ЅϴрЕʺжрЖϷЧй˔Ќ˔ϒχЈ˔

иІ

ʾVJTMϒχ ʺТϮЭЕзАФ

ἇ σ︡

ᾁ

ᵠ τϢϤם☼

ṛם☼

ṛם☼

Ὃ ☼ם

ᾁ

₈ῇχ

ᾁ

ᾋ ΰ

ṛם☼

Ὃ ☼ם

ᾁ ṛם☼

ṛם☼

ᾋ ΰ

Ὃ ☼ם
₈ῇχ

ᾁ

Ὃ ☼ם

ᾋ ΰ ᵠ τϢϤם☼

₈ῇχ ᾁ

₈ῇχ ᾁ
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Ṍ

᾽ẁ

ṛ

᾽ẁ
◕

◕

Ḣ

Ί

Ẹ

ᵓ

ζ

χ

ḩ

ἰ

יּ

ʾ

◕

ˢ1ˣ ◕ḢΊẸᵓρ◕ χ ὀΰθḢΊ ὀếᴟχ ˓ ˓

ˢ2ˣ ◕ḢΊẸᵓχⱱ σְ֫ ְ֫χὋ ʾṌ ⱧỘᵠ ˓ ˓

ˢ3ˣDMO ˢ ◕ DMOˣσ χ  χ ρếᴟם ˓ ˓

ˢ4ˣ◕ ԁ ρσμθЯИЌзрϽ ₰ ᴣχὋ ☼ם ˓ ˓ ˓

ˢ5ˣⱱ ᴦ σḢΊτΰΪθЂІГϰЗРзГϰЎϴАϼⱱ ᴦ σḢΊχ ˢ ṛ︡ ˣ ˓

ˢ6ˣЫ˔ϾГϰрϽ ₰ʾ ḢΊχם Ӄ ₰χὋ ☼ם ˓ ˓

ˢ7ˣϷ˔Н˔Б˔зЇЭϒχ ᴂ
ӽּזᵓρὊↄχ τΰΪθḢΊ

χθϛχ ṛⱧỘ ︣
˓ ˓ ˓

ˢ8ˣᾉΣϢόῲӽ ὀχ Ὃ ʾⱧỘᶈ☼ם ˓ ˓ ˓

ˢ9ˣ ḧᶨ ΣϢό ᶘρχ ὀ Ὃ ʾⱧỘᶈ☼ם ˓ ˓ ˓

ˢ1ˣ◕ τΰΪθϱрЗ˔ФкЯ˔Єдр

◕ ԁḮρσμθḢΊ χθϛχ

ὓᵊΰσΜ τΰΪθ ṛⱧỘ

︣

˓ ˓ ˓

ˢ2ˣ◕ ╥ᴥτϢϥ ӽϱЦрЕχם☼
◕ χ ᶈ χθϛχṌ ⱧỘᵠ

˓ ˓ ˓

︠☼ם

ṁ

Ќ˔ϿАЕ

☼├ ☼├ЮИв˔ ☼├χ ʾ ΰ ρ῟ᴮᾋ₅ϙ

-

☼├

◕ Υԁ ρσμθⱱ

σḢΊχ

-

ⱱ

ᴦ

σ

ξ

Ψ

Ϥ

ṁ

-

☼├

◕ḢΊϬ βϥ

χ  ʾếᴟ

-

-

-

-

-

-

-

-

̒ ☼├ˮ ¬ρº ϣΰϬᶚΰϚϘκ˯УжрЖ  τḩϩϥ☼├ψṁ 1˙3 τ ⱫπṜ∏
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2024ˢ1 ˣ 2025ˢ2 ˣ 2026ˢ3 ˣ 2027ˢ4 ˣ 2028ˢ5 ˣ

ʾ ṛ᾽ẁτ ΰοṌ

τΚϥ◕χ Ϭ Π

ϥρρϜτ χ

ếᴟρ ᶈ Ϭ ϥ

ʾṌ ᾽ẁχ ʾ

ᶈ Ϭ β ᶈ

Ϭ ϥ

ʾ◕ τḢΊṁ ὓᵊ

Ϭ βϥ

ʾ2024 χ☼├Ϟ

Д˔Ќ Ϭ“Μ☼├

χᾋ ΰϞ  Ϭ“Ξ

ʾ2024 τᾁ ΰθ

ṛ☼├χ♯ᾓ σם

☼

ʾ ∫ʾḩ ᵓ

ϒχ σςṐᵓϬΩ

ᾢᶨ βϥ ẁ ᵫ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

ʾ2024 Τϣ ṛϘ

θψ♯ᾓ τם☼ΰθ

Ϟ ᶈ ☼

├χ῟ᴮϬᾁ ΰⱳ

ӟ‭χ Ϭᾁ

ʾḢΊẸᵓχ Ϭם

ϥρρϜτʺḢΊẸᵓ

Ϭψαϛρβϥ ḧᶨ

χ ὀϬ βϥ

˲ χ ΰ ˳

ʾὓᵊΣϢόк˔Ж

ЫАФχᾁ Ϭ“Μὓ

ᵊχᾋ ΰϬ“Ξ

ʾ ṍ σḢΊẸᵓρ◕ χᵓṳχᵫ℗

ʾ ◕ḢΊẸᵓχⱱ σְ֫

ʾḢΊϬԁ τ βϥθϛχ ξΨϤ

ʾᵰ ᴣӦԌᵓχᵫ℗

ʾ◕ ϯрϾ˔Е ₰χם☼

ʾJSTS-DτϢϥЂІГϰЗРзГϰЎϴАϼ

ʾḢΊ☼ ₅ ₰

ʾЫ˔ϾГϰрϽˢGPS,GAPˣ ₰ʺ

ʾϯрϾ˔Е ₰ʺ

ʾῖ ├χ

ʾ־ ḕẽχ ᴂ

ʾϋϡΞέḢΊ ʺᶆ ḢΊḩ ρχ

ὀ

ʾ◕ ḼỘρχ ὀτϢϥ θσ︡Ϥ ϙ

ʾὛ ᴟḢΊ ᶘρχ ὀ

ʾḢΊṁ ὓᵊχ ˢϘκξΨϤ „℅ʺ

ЪІЌ˔ Ϟ σςˣ

ʾṌ ϱЦрЕˢᴨ↕Ϥ ˣϒχ Ỳ

ἇ σ︡

ᵠ τϢϤם☼ᾋ ΰ

Ὃ ☼ם

Ὃ ☼ם

Ὃ ☼ם

ṛם☼

Ὃ ☼ם

Ὃ ☼ם

ᾁ ᾓ♯☼ם τם☼

Ὃ ☼ם

ᾁ ☼ם ᾋ ΰ

ᾁ ṛם☼

Ὃ ☼ם
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2. 成果目標の途中指標 

 本計画の計画本編「第Ⅵ章 成果目標」において掲げる各指標について、年度ごとに途中

指標を設定し、計画期間内における着実な目標達成を目指す。 

 なお、この途中指標は計画策定後に毎年開催する「外部評価委員会」において達成状況を

確認することで、社会情勢等を鑑みた目標指数の見直しを適宜検討する。 

 

（1）成果目標の途中指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ̞ԁ θϤḢΊ ᶛʿ σΰᾝ ˢ4,850דˣψ ₰︣ χ  τϢϤ ῇ χ ₰ρ ϓ τ 

                ỲᶛΥ ᴥΰοΜϥθϛʺ2017 ₰τΣΪϥ ˢ2,590דˣρβϥ  

KGIʾKPIχ ◙

◙ ᾝ
2024

ˢ1 ˣ

2025

ˢ2 ˣ

2026

ˢ3 ˣ

2027

ˢ4 ˣ

2028

ˢ5 ˣ

KGIˢ1ˣḢΊ χᶈ

›ὓḢΊ ᶛ
88.7ᴑ90.48דᴑ92.26דᴑ94.04דᴑ95.82דᴑ97.6דᴑד

KGIˢ2ˣⱱ ᴦ σ︡Ϥ ϙ

JSTS-DЂІГϰЗРзГϰЎϴАϼ
- - - - - 60%

KPIˢ1ˣḢΊ ₅ẁ 1,881 2,031 2,181 2,332 2,482 2,632

KPIˢ2ˣ◕ 104,871111,897118,923125,948132,974140,000

KPIˢ3ˣԁ θϤḢΊ ᶛ

ΚϤ
ד17,371ד17,277ד17,183ד17,088ד16,994ד16,900

KPIˢ3ˣԁ θϤḢΊ ᶛ

σΰ

ד2,590

ˢ̞ˣ
ד2,943ד2,872ד2,802ד2,731ד2,661

KPIˢ4ˣ ṛЀрГрБᵫ Ὧ 0Ὧ 1Ὧ 2Ὧ 3Ὧ 4Ὧ 5Ὧ

KPIˢ5ˣ ◕χ20˙30

ϯрϾ˔Еᵕ ᶤ›
51% 54.40% 57.80% 61.20% 64.60% 68%

KPIˢ6ˣ

ϯрϾ˔Еᵕ ᶤ›
82.7% 84.96% 87.22% 89.48% 91.74% 94%

KPIˢ7ˣ

⁯ NPSІЀϯ
- - - - - 20.0pt

KPIˢ7ˣ

ᵤᵰNPSІЀϯ
- - - - - 63.5pt

KPIˢ8ˣϱрЗ˔ФкЯ˔Єдр

Q7ˮḩἰ ῢϬῖΠθᶨ Υ“ϩϦοΜϥ˯
19.7% 20.5% 21.3% 22.1% 22.9% 23.7%

KPIˢ8ˣϱрЗ˔ФкЯ˔Єдр

Q8ˮϘκχ τσϥḢΊχ ọ˯
26.5% 27.3% 28.1% 28.9% 29.7% 30.5%

KPIˢ8ˣϱрЗ˔ФкЯ˔Єдр

Q16ˮϘκϬᴂכβϥḩἰ ῢχ ˯
19.3% 20.1% 20.9% 21.7% 22.5% 23.3%

̞ԁ θϤḢΊ ᶛʿ σΰχᾝ ˢ4,850דˣψ ₰︣ χ  τϢϤ ῇ χ ₰ρ ϓ τ

ỲᶛΥ ᴥΰοΜϥθϛʺ 29 ₰τΣΪϥ ˢ2,590דˣϬ ṜΰοΜϥ
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3. 用語集 

 本計画で使う用語を説明する。 

 

῎  Ч˔Ѕ 

ЪІЕЀкЗ 

ἷЀкЗϳϱиІχḇ ᶈ τΣΪϥήϘί

ϘσὊᾓϬ Ϊοʺ χט πψσΜ ᶨ ꜠

Ϟ Φ ʺᴣ ḢσςΥ ᴟΰθ ệʺ ᵦḢ  ̒

2 

DMO 

ḢΊ ӽξΨϤ χάρʻ ӽχˮᴶΩ ˯Ϭ

ԏΦ βρρϜτ ӽϒχᾹϤρһ Ϭ β

ϥ ӽὊְχ♪ τ μθḢΊ ӽξΨϤχ◄

ρΰοʺ σḩἰּיρẸ ΰσΥϣʺ ᶎ

σЀрЈФЕτṁξΜθḢΊ ӽξΨϤϬםᾝ

βϥθϛχ Ϭ├ βϥρρϜτʺ Ϭ ם

τם☼βϥθϛχ Ṑ Ϭ Πθ ʻ 

2 

KGI 

Key Goal Indicatorχ πʺ χΩ ϞЁ

˔иρΰο βϥϜχʻ ṍḧϬ τ β

ϥ ◙ ʻ 

2 

KPI 

Key Performance Indicatorχ πʺ χ

›ΜˢФкЈІˣϬ ᴣβϥθϛχ◙ ρΰο

Ộ ᴣ◙ Ϭ◙βʻ Ϭ βϥθϛχ

Ḛ τϜᶨ ήϦϥʻ 

2 

GoToЕжЦи 

ϺарЧ˔р 

ﬞϩϦθ “ χᵕ Ϟ “ τΣΪϥ ӽ

χḢΊḩ χ᷾ṞϬ ϥρρϜτʺϳϰЇЀ

кЗχⱲ τΣΪϥˮӗ πӗ σ χІЌϱ

и˯Ϭ ẉʾ ήδϥθϛτם☼ήϦθ χ

ϺарЧ˔рʻ 

6 

⁯ ΰθ☼םΥ כ◦“ ⁯ χḢΊ ᷾Ṟ├ʻ 6 

SDGs 

ⱱ ᴦ σᵫ χάρπʺ2015χ⁯ Ђ

ЬАЕτΣΜο⅜ ήϦθˮⱱ ᴦ σᵫ χθ

ϛχ2030ϯЅϴрЍ˯τṜ∏ήϦοΜϥʻ 

ˮ Ẕ χ ԁ ρΰο︡Ϥ▪ήσΜ˯άρϬ

ρΰʺ ʺ ẔΣϢόζϦϣχ ֵχθϛτ

ήϦθ“ ὓᵊπΚϤ 1̋7χЁ˔иρ169χ

Ќ˔ϿАЕπ  ήϦοΜϥʻ 

8 

BtoB 

Business to Businessχ π Ḽ̋Ộḧ︡ԏχάρʻ

ḼỘΥḼỘτ ΰο βϥάρπʺἇ τψ

τ βϥṐᵣϞỘ π βϥЄІГЭʺ

Ы˔ϾГϰрϽτ βϥБ˔иʺФкЯ˔Єд

рЂ˔РІχ ằρΜμθ︡ԏΥᵺ βϥ  ̒

18 



 

13 

BtoC 

Business to Consumerχ πʺ Ϭיּ ρ

ΰθ︡ԏϬꜘβʻθρΠωʺᴙ ỘּיΤϣ▫ Ϧ

θ Ϭ τיּ βϥ ʺԁ χ τΰ

Ϊο ạϬ ằβϥ ▀ᵓּזσςΥᵺ βϥ  ̒

18 

PDCA 

Planˢὓᵊˣ̋ Dosם“ˣ̋ Checkˢ ʾ ᴣˣ̋

Actionˢ ├ʾᵠ ˣχᴠ ʾᾁ ἷФкЈІϬ

ḕήδʺЫКЅЮрЕχ Ϭ‰ϛϥᵵל ʻ 

24 

θσ ᶨ ꜠ 

ἷЀкЗϳϱиІχ ᾝτ Μʺ ḇ Ϟ

ḇ ʺήϣτψựẩ πχᵓ ϒχ ├ϬάϦ

Ϙπӟ τ︡Ϥ Ϧθ ᶨ ꜠χάρʻ χ

ᶨπψ― ΰσΤμθϢΞσ τΣΜοϜḇ

χθϛτ“Ξ ΥΚϥʻ 

24 

ЄРАϼФжϱЖ 

ˮϘκτ βϥ◕ χᾹϤ˯χάρʻ σϥϘκ

ꜛ Ϟỏ һπψσΨʺˮ άάϬϢϤϢΜ τ

βϥθϛτꜛ ꜛ ΥΤΤϩμοΜϥ˯ρΜΞʺ

ⱧּיӪ꜡τṁξΨꜛ ϬӪ ΰοΜϥʻ 

25 

ϱрЗ˔ФкЯ˔Єдр 

ϵрϿ˔ЅЮрЕΰ Ϟ●ṓϬ‰ϛϥσςϬ

ρΰοʺУжрЖχᴣ Ϟ ϬᵓּזπΚϦω

◕ʺԌזּ πΚϦω σςχḩἰּיτ ᵔΰ

οϜϣΞᶨ χάρʻ 

25 

Њ˔ЄаиϺаСЌи 

ˑχẸ “ Ϭᶨ τΰοʺˮ ˯Ϟˮṛ ˯

σςχּזᵓ῟ Ϭ‰ϛϥϜχʻ Ɫ Ϟ

Ɫ ρ ϐ ΰΜᵵ ρΰοˮּזᵓḩἰⱢ ˯Ϟ

ˮּזᵓ Ɫ ˯ρ ήϦϥʻ 

30 

ⱳῖ  

Ấ ρσϥ χׄσςΤϣḢΊ Ϙπχῖ

χάρʻḢΊ ọτψʺꜛⱵ Ϟ ḧḼỘΥẸ

ΰḢΊ ϘπχЄаЕиНІϞ Ϥ›ΜЌϼЄ

˔Ϭ֫“ΰʺйрЌиꜛ Ϭכּ βϥσςʺ

χיּ“ Ϭ‰ϛϥ Υ πΚϥʻ 

33 

▀ỘḢΊ 

ζχ ӽ χ▀ỘτἰϥϜχˢῬ ʺ ʺ

σςˣ̋ σϣότ χῬ Ϟ▀Ộ χ σ

ςχ▀Ộӹ ϬḢΊⱢᾛρβϥ “χάρʻ 

33 

УжрДϰрϽ 

УжрЖχᴣ Ϭ‰ϛʺ᾽ẁϞ︡ԏ ρּזᵓ

τʺꜛ χזּꜛρזּ ϞЂ˔РІϬˮ ꜛχϜχ˯

ρΰο ꜡ΰοϜϣΜʺ ₯ρזּ ᴟϬ ϥ︡Ϥ

ϙʻ 

33 

гИН˔ЂиБ˔зЇЭ 

βϓοχ ΥᶚΰϛϥϢΞ ϣϦθ “πΚϤʺ

‰ Ϟ ΥΜ χ τΤΤϩϣγʺ ϜΥṓέ

φσΨ╥ᴥπΦϥ “χάρʻ 

41 

 



 

14 

DX 

ḼỘΥРЅКІḕẽχὣΰΜ ᴟτ ᴂβϥθ

ϛτʺДЅЌиṪ Ϭᶨ ΰʺỘ ʺ ʺФк

ЈІʺḼỘ ᴟʾ Ϭ ᶗΰʺ θσДЅЌи

Ⱳ τϜ τ κ▪ϦϥϢΞꜛּזχẵ Ϭ

‰ϛϥάρʻ 

43 

ϱрТиϵрЂ˔ 

ˑτֲố χΚϥ χάρʻ τϱрЌ˔К

АЕ π †χיּ “ τֲốϬ Πϥϸз

ІЫ σ ʻ 

46 

жрЖϷЧй˔Ќ˔ 

“ᵓּזχӢ Ϭ Ϊʺ “ χШГиϞйІЕ

жрʺϹϱЖϞНІʾ σςχ︣ ʾ Ϭ

τ“Ξᵓּזχάρʻᵤᵰτ◦ Ϟ◓ᵓּזϬⱱκ

ꜛτ︣ ʾ χπΦϥ ︣ “ᵓּזӟᵰψʺ

ᾝ τ ΰΜжрЖϷЧй˔Ќ˔τ︣ ʾ Ϭ

Ӧ ΰοΜϥʻ 

47 

Ϸ˔Н˔Б˔зЇЭ 

ẁχ ΰΜ ᴥ Υʺ ӽ χ ᶨϞꜛ

ḕẽʺὂḢ τ ΰο ᾢ Ϭ Πϥ χֲố

ϬϜθϣΰθϤʺḢΊẁχ Ϭ ΰΨ ᴞή

δϥϢΞσ ệʻ 

50 

ⱱ ᴦ σḢΊ 

ϹϱЖжϱрˢJSTS-Dx  

ⱱ ᴦ σḢΊχ τⱢβϥϓΨʺᶆ ꜛⱵ

ϞḢΊ ӽξΨϤ Υ σᾝ Ӄ

χὫᴮτṁξΦʺⱱ ᴦ σḢΊ ЫКЅЮрЕ

Ϭ“ΞθϛχḢΊ◙ ʻ 

55 

GSTC-D 

Ͻк˔НиʾЂІГЗУиʾБ˔зЇЭẸṳᵓ

ˢGSTCxχṁ π ⱱ̋ ᴦ σḢΊτνΜοχẶ

ᵔϬ ằβϥθϛτ ήϦθʺḢΊτḩϩ

ϥβϓοχ ӽΥ ◙β χṁ χάρʻ 

55 

NPSІЀϯÚ 

Net Promoter Scoreχ πʺ᾽ẁкϱбиГϰ

ˢ ʾЂ˔РІϒχ ʾһ χx◙ πΚϥʻ

ϯрϾ˔Еτο ʾᴪ τ ϞЂ˔РІϬΣ

ββϛπΦϥΤχᵕ Ϭ 11 ᵬτο︡ βϥά

ρπ▄ βϥʻ᾽ẁ ρӰσϤʺ ρχ׃

ḩΥếΜʻ 

57 

 


